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　俺の愛するオデット。

　あんたと俺の子が、この世に生まれ出いずるなんて、これこそが奇跡だ！

　男かな、女かな、どっちに似ているんだろうな。

　全く楽しみでしょうがない。

　そして、もうひとつ楽しみにしていることがあるんだけど、

　これはあんたには内緒だ──。










第一章　王太子の誕生を巡るあれこれ












　レオナルドは二七歳。若くしてナルミアの国王である。

　彼が仕事で重視しているのは適材適所と諜ちょう報ほう活動。このふたつで、異母兄王のせいで傾きかけた祖国を四年で立て直した。

　各国は『ナルミアの奇跡』として、彼の手腕を高く評価している。だが、レオナルド自身は奇跡などとは思っていない。

　──当然の帰結だ。

　うまくいくときは、なんでもうまくいくようで、愛する妻、オデットは出産を控えている。

　そもそもレオナルドが国王になろうと決意したのは、隣国の王女だったオデットとの出会いがきっかけだ。だから、今の幸せは全てオデットからもらったと言っても過言ではない。




　春、オデットが出産したのは男児だった。初しょっ端ぱなから王位継承者を産んだわけだ。レオナルドにそっくりの栗色の髪に翠みどりの瞳の赤子は、アンリと名付けられた。

　オデットは、アンリを抱きかかえ、ベッドの上で蕩とろけるような笑顔で微ほほ笑えんでいる。ただし、レオナルドにではない。彼そっくりの息子に向けて、だ。

　アンリは、オデットの青い瞳をのぞき込むように見つめていた。

　──お前、その美しさがもうわかるとは、やるな。

　だが、レオナルドは、こんな生まれたての赤ん坊に負けるわけにはいかない。

「乳母は？」

　レオナルドは傍に控える女官、セザール男爵夫人に目をやった。出産経験があるので重宝されている。

　男爵夫人が答えようとしたところで、オデットが遮った。

「可愛すぎて、乳母になど渡せるものか。私が育てる」

　──え？

「乳母は選りすぐりの育児経験者五人を取り揃えたんだぞ。あんたは子育ての素人だろう？　自ら子育てだなんて、そんなことをする王族、いや貴族だって聞いたことがない」

　レオナルドは侍女に、すぐに乳母を呼んでくるよう命じた。彼の仕事のモットーは適材適所だ。それはオデットも知っている。

「なら、乳母に横に付いてもらえば、安心だろう？　抱っこと授乳は私だ」

「じゅ、授乳？　王妃が!?　乳母の仕事を取り上げてはだめだ。あんただって俺だって、乳母に育てられて、立派な大人になっただろう？」

　使用人の仕事を奪うのは、主人としてよくないことだ。人には、それぞれ自分の役割がある。王侯貴族は自分で服を着たくても我慢して、使用人に着せてもらわねばならない。

「育てられる側はそうかもしれないが、私はこの子と離れたくないのだ」

　レオナルドは段々、いやな予感がしてきた。こういったオデットの主張は結局、通ってしまうのだ。とはいえ、軍人王たるもの、ここで撤退するわけにはいかない。

「……だが、一日中ってわけにはいかんだろう？　夜は泣いたりするそうだし、睡眠不足になるぞ」

　そもそも、オデットの予定では、その夜泣きする部屋にレオナルドはいるのか、いないのか。

　──正直、いてもいなくてもいやだ。

「やってみて睡眠不足で辛かったら考える。好きにさせてくれ」

　レオナルドは元々、こうなる予感がしていた。

　実は事前に、セザール男爵夫人に、出産時の女性の変化について教えを乞うていたのだ。これも諜報活動の一種だ。彼にとって妻は、どの国よりも謎が深い。

　レオナルドは一カ月前の執務室でのことを思い起こした。
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　あのころ、俺は我慢の限界だった。オデットが孕はらんだと思い込んだときから、ずっとしていない。

　そんなときは、性の伝道師、セザール男爵夫人に相談だ。

　彼女を妻の女官にしたなんて、名采配だったと思っている。

　国花が彫刻されたローテーブルを挟んで男爵夫人と向かい合って、俺は椅子に座した。ゆっくり人と話すときは、ここで紅茶を飲みながらがいい。

　俺はまず咳払いをして、厳粛な面持ちで臨んだ。

『来月、オデットが出産するだろう？　そこで出産前後の女性の変化について聞いておきたい』

『それは精神的なものですか？　それとも、身体的なものですか？』

　意外な返答だった。

　──精神的なものって……なんだ？

『まずは身体的なところから』

『とおっしゃいますと……』

　男爵夫人はいたずらっぽい微笑を浮かべたあと、言葉を継いだ。

『レオナルド様は、そろそろ限界ということですね？』

　さすが男爵夫人、だてに夫と一日六回していない。話が早くて助かる。

　──ただし、六回は、さすがに新婚のときだけのようだが……。

　俺が、出産を楽しみにしている理由はもうひとつあって、セックスの再開なのだ。

『ああ。結局、私は結婚してからオデットとできた期間は一カ月くらいで、しかも、ここ九カ月、我慢しているのだ』

　一カ月間仲なか違たがいしていたのが痛かったが、ケンカしてなかったらしてなかったで、妊娠が一カ月前倒しになっただけだろう。

『懐妊がわかってから、ずっとですの？』

『ああ』

『律儀ですわね』

　──さすが〝六回〟。妊娠中もしていたのか……恐ろしい。

　俺にはできない。もしそれで流産してしまったら、俺は自分を一生許せないだろう。

『出産したら、さすがに次の日から、ってわけにいかないだろう？　いつからなら大丈夫なんだ？』

『身体的に一、二カ月くらいかかります』

　──単位が〝月〟!?　空耳じゃないか。空耳に違いない。空耳であってくれ！

『一、二週間？』

『いえ、一、二カ月』

　願望を含んだ聞き間違いは、間髪おかず、きっぱりと否定された。

『何がどう、それだけかかるんだ？』

『そのくらいの期間、月のものが続くような状態になります』

　──まずい。

　オデットは月のもののとき、ベッドも別になる。セックスできないどころか、褥しとねも別にされる。いやな予感がしてきた。

　ここまでは、まだ俺は呑のん気きだった。問題はここからだ。

『オデット様は健康だから、身体的なことは、すぐに解決するでしょうが、精神的なほうが心配ですよね？』

　ほうっと、心配そうに男爵夫人が溜息をついた。

『それはなんだ？』

　男爵夫人は俺をちらっと見て一瞬躊ちゅう躇ちょしたあと、何か決意したような表情になった。

『出産直後、夫に近づきたくなくなります』

　──オットニチカヅキタクナクナル！

　なんという罠。子種なんてやるもんじゃないよ！

　だが俺は敵国に行っても動じない男だ。平然と応対しようじゃないか。

『それは、どういう理由で、かな？』

『理由なんてありませんわ！　私の友人たちもみんな言っていました。赤ちゃんが可愛すぎるせいでしょうか。セックスどころか、キスで吐きそうっていう友人もおりましたわ。かくいう私も、赤ちゃんのきれいな肌を見たあとに夫の顔を見たら、あまりの落差に思わず顔を背けて……でも結局なし崩しに……』

　男爵夫人は出産当時を思い出したらしく、一気に捲まくし立て始めたので、『わかった』と、俺は両手を広げて、話を止めた。

『理由がないのはわかった。で、それはどのくらいしたら解決するのかな？』

『そうですね。いつの間にか、そういう気持ちは消えていましたね。人によるのではないでしょうか。でも私の友人で、出産を機にセックスレスになった夫妻もおりますわ』

　──せっくすれす！

　俺の前に、またもや、親と同じ道が現れた。母親の話ぶりからして、俺の両親は愛していると言い合ったことがなさそうなのだ。

　だが俺は違う。妊娠中も、いや妊娠中はさらに熱く、毎日、愛を語り合ったものだ。

　それなのに、ここでまた同じ穴のムジナになる可能性が出てくるとは……全く、人生というものは、ひとつの罠わなから逃れたと思ったら、もうひとつのさらに大きな罠が待ち受けている。

　──恐ろしい！

　だが、俺は運命には負けない。負けるはずがない。

　──だって、俺の妻は、愛情深い、あのオデットなんだから！
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　これが先月、レオナルドが考えたことだ。だが、今となってはセザール男爵夫人が言っていることが当たっていたとしか思えない。

　オデットは、夫を遠ざけるために、でも、夫を傷つけないように、赤子と一緒にいたいと言っているのだ。

　そんなことを考えて無言になっていると、レオナルドはオデットに声をかけられた。

「お前も抱っこしてみろ、可愛いぞ」

　オデットがそう言って目配せするので、彼は恐る恐る手を差し出した。

　──小さい！　人間は生まれたとき、こんなに小さいのか。

　こんなに小さいものをどうやって抱っこすればいいのかわからず、レオナルドがうろたえていると、オデットが手を取り教えてくれた。左手で頭を支え、右腕の上に体をのせる。

　赤子は、口を半開きにして、ボケッとした顔をしていた。

　──表情は置おいといて、顔の造りは俺に似ている……。

　レオナルドの胸に熱いものが込み上げてくる。だが、それが、この子を愛しているからかどうかはわからない。

　ただ、オデットの中から自分が出てきたようで感動していた。
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　オデットに視線を向けると、赤子を抱くレオナルドを嬉うれしそうに眺めている。そんなオデットは聖母のようだ。

　レオナルドは一生オデットに手を出せないような気がしてくる。

　──だって、聖母は穢けがせないだろう？

　そんな考えが頭に浮かび、レオナルドは自分に戸惑った。

　──あれ？　俺、さっきまでオデットとしたくてたまらなかったはずなんだけど？
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　レオナルドが葛藤している一方で、オデットは幸せいっぱいだった。

　──ああ、可愛い可愛い私のアンリ。

　生まれたばかりのとき、アンリはオデットの胸の上でじっと母親を見つめていた。レオナルドそっくりの翠色の、そしてレオナルドより大きく愛らしい瞳で。

　レオナルドの元乳母や、高齢の使用人たちは、アンリはレオナルドが赤子だったころにそっくりだと口を揃える。きっとレオナルドも小さいとき、こんなに可愛かったんだろう。

　──生まれたてのレオンに会えるとは……人生何が起こるかわからない！

　だが、オデットの喜びに水を差す者がいた──。

　当のレオナルド本人だ。

　オデットが赤子を抱っこしているのを、彼が気にくわなさそうに見てくるのだ。しかも、授乳なんかするな、乳母に任せろ、夜泣きするから夜は赤子だけ別室にしろと言う。

　もちろんオデットが言うことを聞くわけがない。だから、今、オデットは王妃の寝室で、ベッドヘッド前に置いたクッションを背もたれにして、アンリを抱っこしている。

　そしてこの部屋は、お祝いで贈られた花があちらこちらに飾ってあって、花の香りがすごい。その花を背景にして乳母は傍らの長椅子に座し、いつも母子を見守ってくれている。

「す……すんすんすん」

　アンリが目をぎゅっと閉じて不機嫌になり始めた。

　こんなとき、レオナルドが大量に作らせた破は廉れん恥ちなネグリジェが役に立つ。襟元を少しずらせば、すぐに乳が出せるのだ。

　アンリがかぷっと乳暈にゅううんにかぶりつき、舌を巻きつけて器用に吸い取っていく。

　──気持ちいい……！　なんてテクニシャン。

　はっきりいって赤子の巧みさは大人の男の比ではない。何も出ないときより出るときのほうが気持ちいいに決まっている。

　──今思えば、レオンに吸われるあれ、何か意味があったんだろうか……。

　さらに、この必死に飲んでいる表情が可愛らしいのだ。だんだん顔が赤くなって酔っ払いのようだ。

　アンリが口を離したので、うつ伏せで肩にのせ、ゲップさせてやる。これでしばらく寝てくれるだろう。

　隣の部屋から、ハリントン伯爵の声が漏れ聞こえてきた。

　アンリを見にきたのだろうと思い、オデットは声をかける。

「入っていいぞ～」

　伯爵は入るなり「何ここ、お花畑？」と、眉をひそめた。

　それはまさにオデットが思っていたことだった。

「花の匂いで窒息しそうだから持って帰ってくれ」

　一瞬、伯爵は嬉しそうな顔になるが、すぐに我に返り、咳払いをした。

「オデット、レオナルド様とまた寝室を別にしているんですって？」

　伯爵は今も小姑こじゅうとのように、オデットとレオナルドが仲違いしないか日夜、目を光らせている。

「男にはわからんだろうが、私は今〝産さん褥じょく期き〟というやつで……いろいろと大変なのだ」

　伯爵が聞き流すかのようにつかつかと近寄ってくる。ベッド脇で横おう柄へいにも腕を組んで、オデットを見下ろした。

「ふ～ん。それでも寝室を一緒にしようと思ったらできると思いますけどね」

　──全く、早く女でも外交官になれる日が訪れてほしいものだ。

「そろそろレオンの寝室に戻るから安心しろ」

「うん、まあ、それはいいとしましょう。それより、オデット、授乳してるって本当ですか？」

「ああ」

「形、崩れますよ」

「なんの」

「乳の」

　──こいつが男色家でなければ、性的侮辱を受けたと、本国に強制送還させるところだ。

「別に、レオンはそれが目当てで結婚したわけではない。私の胸が小さいと勘違いしていたときにプロポーズしたぐらいだ」

　伯爵の片眉が意地悪そうに上がった。

「ふ～ん。セックスレスにならなければいいですけどね」

「レオンに限って、そんなわけあるか」

　オデットは一笑に付したが、余裕をかましていたのはここまでだった。伯爵が悪い魔女の呪いみたいな言葉を吐いたからだ。

「妻が出産したのを契機に〝母親〟としか見られなくなるダンナ様って結構多いみたいですよ」

　──妻が母親に!?

　オデットには思い当たることがあった。

　妊娠中も、出産直後もいつも、ものほしそうにオデットを眺めていたレオナルドが、アンリを抱っこした瞬間から、聖職者のような顔つきに変わったのだ。

　そう、『セックスしたい』という煩悩が消える瞬間を、オデットは目撃した。

「……それは、まずいな……」

　オデットがそうつぶやくと、伯爵がニヤリと邪悪に微笑んだ。

「思い当たることがあるんですね。悪いことは言わない。体調が戻ったら、さっさとレオナルド様の寝室に戻ることです」

　オデットは、肩上のアンリを自分の胸元に戻して寝顔を見つめた。

『離れるのは夜だけだからな』と心で語りかけていると、プーッという笑い声が耳に入ってくる。

「何、これ、ミニ国王様じゃない」

　動揺のあまり、オデットはまだ伯爵に息子の顔を見せていなかったのだ。

「だろ？　私はひそかに『ちびレオン』と呼んでいるのだ」

　オデットは思わず破顔する。

　だが、伯爵が「美形イケメンにな～れ！」と、いやらしい笑みを浮かべるので、なんだかまた悪い魔女に呪いをかけられたような気がした。




　オデットが育児にかかりっきりなので、レオナルドは今晩も一人で舞踏会に出席だ。オデットが妊娠を理由に舞踏会に出なくなってから、王宮舞踏会の回数はめっきり減っていた。臣下夫妻を集めることで結束を強化するという一面があるため、義務的に最小限、開催しているだけだ。

　結局、レオナルドが軍服を脱いでから、オデットは舞踏会に一度も参加していない。

　──軍服のほうが楽だったな。

　レオナルドは、あのままでよかったような気さえしてくる。

　オデットがいないときの、レオナルドのファーストダンスの相手はイヴォンヌだ。ひとつ屋根の下で何年も一緒に過ごした妹分である。

　誰もいないダンスフロアへと、レオナルドがイヴォンヌをエスコートすると、周りから拍手が沸き上がる。

　楽団の演奏が始まり、レオナルドの腕の中で、イヴォンヌのロータスピンクのドレスがひらひらと美しく翻る。イヴォンヌはダンスだけでなく、何事もそつなく優雅にこなすし、常識もある。こういう女と結婚したら楽だったろうな、と思ったことがないといえば嘘だ。

　だが、イヴォンヌとダンスをしても、レオナルドの心は躍らない。

　──それが恋ということか。

「ダンスをしていると、レオン様と二人きりの気分になれるから不思議ですわ。こんなにたくさん周りに人がいるのにおかしいですわよね？」

　イヴォンヌが、その艶やかな唇を半開きにして濡れたような緑色の瞳をうっとりと向けてくる。彼女が恋しているのは夫ではなく、レオナルドだ。

　勘のいいイヴォンヌは、今日のようにレオナルドが弱っているときを見抜いて、体を密着させてくる。

　──恐るべき嗅覚……。

　ここで理性を保つというのは禁欲生活がさらに続きそうなレオナルドには修道士レベルである。

　イヴォンヌは、いつもあとを追いかけて抱き着いてきた三歳のときから、変わっていないといえば、変わっていないが、彼女の体は変わった。柔らかな胸が時々、腹に押しつけられる。

　──絶対わざとやってるな……。

「レオン様、夫は男同士の付き合いで、今晩、遅くなるそうですのよ」

　可愛かった妹が、レオナルドが結婚してからというもの、すっかり〝女〟になってしまった。

「では、イヴォンヌはご夫人同士で楽しくやったらどうかな？」

　イヴォンヌは、可愛く頬をふくらませる。

「ん、もう、つれないんだから……でも、限界になったら、お声がけくださいね」

　──限界！

　そうだ。レオナルドはもう限界なのだ。そこまで見抜くとは妹分、恐るべしである。一体、自分はどれだけぎらぎらした顔をしているのかと、レオナルドが動揺したところで、演奏が終わり、拍手の中、二人は手を繋いだまま、ポーズを取ってそれに応えた。

　貴族たちがダンスフロアになだれ込む。その中にオデットの女官アデールと、ハリントン伯爵がいた。アデールは結婚して伯爵夫人となった今も小花柄の可愛らしいドレスで装い、一方、伯爵はきらびやかな紫のジュストコールを着こなしている。

　可か憐れんとド派手という組み合わせがレオナルドとイヴォンヌの間に突進してきた。

　伯爵がイヴォンヌの手を取る。こういうときも所作が優雅なのはさすがだ。

「バラデュール侯爵夫人、今日もお美しい。ぜひこの私に、ともに踊る喜びをお与えください」

　伯爵は返事を待たずに、イヴォンヌの背に手を回して、手を引っ張り、イヴォンヌをレオナルドから引き離した。

「あら、レオナルド様と私、取り残されてしまいましたわね？」

　アデールがにっこりと作り笑いをしたので、レオナルドはこう言うしかない。

「では、一曲お相手願えますか？」

　アデールは今や、ベルジェ侯爵の孫息子の嫁である。それを取り持ったのがオデットなので、いよいよ女主人オデットに忠実になっていて、舞踏会のたびにレオナルドに張り付いてくるのだ。

　──いつになったら、こんなことが終わるだろう……。

　子どもさえ生まれればすぐ、新婚当初のように舞踏会でオデットと踊り、ベッドをともにする日々に戻れるとばかり思っていたので、レオナルドは徒労感にさいなまれていた。




　夜中まで繰り広げられる王宮舞踏会が終わり、レオナルドは『王夫妻の寝室』で一人寝をする。朝になると顔が見たくなって、『王妃の寝室』を訪れた。

　ベッドの上で、アンリを抱っこするオデット。その隣にレオナルドは腰を下ろし、アンリの顔をのぞき込む。

「すんすんすん」

　アンリが目を細め、ぐずりだした。

「あ、お腹が空すいたのだな」

　オデットが襟を下にずらすと出産でさらに豊満になった乳房が現れ、アンリはかぷっとかぶりつく。

「んくんくんく」

　必死で乳を吸っているアンリ。それを優しい眼差しで見つめるオデット。窓が開あいていて、春の暖かな風が薄手の白カーテンをふわふわと揺らし、そのカーテン越しに柔らかな光が差し込む。

　それが、この母子を照らす。

　レオナルドは、なんだか神々しい感じがして、芸術品のように眺めた。




　だが、当のオデットは内心焦っていた。それは、レオナルドがまた聖職者のような表情になっていたからだ。

『セックスレスにならなければいいですけどね』という、ハリントン伯爵の呪いが頭の中で木こ霊だまする。

「じゃ、俺、今日、謁見があるから」

「あ、うん」

　そういえば、謁見もここひと月出ていないのだった。

　──この私としたことが！

　どんなに性交が気持ちよくても、ベッドから這はい出て、ちゃんと謁見に出ていたオデットだというのに──。

　そんなことを考えて愕がく然ぜんとしていたところに、アンリが手足をバタバタさせたのが腕に当たって、オデットは我に返る。

「すごい、お前、こんなことができるようになったのか！」

　すると、アンリがくりくりとした翠眼をオデットに向け、少し笑ったような気がした。自ずと、オデットの口元も弧を描く。

　──アンリが可愛すぎるのだ！

　そこに「ハリントン伯爵がお出でです」という侍女の声が聞こえてきた。

「入れていいぞー」

　オデットが応じると、侍女により扉が開かれる。ハリントン伯爵が仁王立ちしていた。いつもは優雅に足を組んでいるので、また新たな呪いでもかけに来たのだろう。

「ミシェル、安心しろと言っただろう？」

　伯爵の片眉がぴくりと上がった。つかつかと近づいてくる。

「オデット様、ご出産ですっかり勘が鈍られたようですね？　失礼」

　伯爵は、オデットの腕の中からアンリを抱き上げたかと思うと、横にいる乳母に渡した。

「ここは女の戦場でございます」

「戦場？」

　戦史は、オデットが最も興味の惹かれるジャンルだ。彼女の瞳が好奇心で光ったのを伯爵は見逃さなかった。

「国王はイヴォンヌ大将の前に陥落寸前！」

「な、なんと!?　私が休戦中に！」

「そうです。オデット様としたことが、油断されていたとしか……。庶子なんか生まれた日には、大変なことに……!!」




　そんなわけで、オデットは、その晩にはレオナルドの寝室に戻ることにした。

　アンリがすごく泣いて、離れがたくなるのではないかと思ったが、乳母の乳に吸いついて、気にもしていなかった。女の乳なら誰でもいいのかと少し不服に思う。

　とはいえ、我が子なので、世界一可愛いことには変わりない。

　──どんなに浮気な男であろうと、母は赦ゆるすぞ。

　だが、赦されるのは子だけである。夫となると話は別だ。二人はなんでも話し合う夫婦になったはずだ。オデットは、イヴォンヌのことを直接、尋ねようと思っていた。

　敵を成敗するような気持ちで、久々に『王夫妻の寝室』に入った。そしてベッドで本を読みながらレオナルドを待ち伏せする。

　すると、ガウンを羽織っただけのレオナルドが現れ、オデットを見て、一瞬びくっと反応したのち、「ああ、来てたの」と僅わずかに微笑んだ。

「驚かせようと思って、侍従に口止めしたんだ」

「そうか。あんたは驚かせるのが好きだもんな」

　レオナルドが近づいてくる。最近、明るいところでしか会っていなかったので、オデットの心臓が早鐘を打ち始める。

　レオナルドがベッドに腰を下ろして手を伸ばしてきた。

　──ちょ、早速！

　久々なので緊張のあまり、本に視線を落とす。

　彼の手が伸びて視界が遮られた。きれいな手の甲には血管が浮きあがり、長い指は節張っている。この指であんなことやこんなことをされたなんて、今にして思えば信じられない。

　──またあの日々が再び……！

　オデットが目をぎゅっと閉じた瞬間、本を取り上げられた。

「何、読んでるんだ？」

　レオナルドが本をぱらぱらとめくっている。

　──な、なんだ、本を見たかっただけか。

「レーヴィ王室についての歴史書だ」

「オデットの妹が嫁いでいたよな？」

「そうだ。急に縁談がまとまって、私より先に結婚して、もう王太子が生まれている」

「アンリより一歳上か」

「ああ。それで興味があって、読んでいたのだ」

　イヴォンヌについて訊こうとして来たのに、オデットは、そんな雑談をしているうちに、目的をすっかり忘れてしまう。

「もうこっちで寝て大丈夫なんだ」

　レオナルドが膝立ちでベッドに上がった。

　──つ、遂に来た──！

　久しぶりなので、さすがに七回は困るな、でも、十カ月分やるとか言い出しかねないな、などと思いを巡らしつつも「う、うん、まあな」と、オデットが口ごもる。

「そう。よかったな」

　──よかった？

　ずっと褥をともにしたがっていたのは、オデットではなくレオナルドのほうである。なのに、なぜ、こんな他ひ人と事ごとみたいなコメントをされているのか。

　オデットは怪け訝げんに感じながら、こう答えた。

「うん、まあ、そうだな。普段の生活に戻れそうだ」

　レオナルドが上掛けベディングの中に潜り込む。

　──あれ？

　オデットはべディングの上に座っているので、襲われるどころか、これでは接点がない。

「謁見も出る？」

　レオナルドは横になり、頬杖を突いて、オデットを見上げた。

「あ、ああ。そうしようかな」

　──いや、待てよ。これは、私も入れということではないか。

　オデットは本をベッドサイドのチェストに置いて、べディングに潜り込んで横になった。

　すると、レオナルドは彼女の頬にキスを落としてくる。

　──早速来た！

　オデットが目を瞑つむったというのに、レオナルドは唇を重ねることなく、仰向あおむけになった。

「おやすみ」

　──へ？

　オデットが横目でレオナルドを見ると、彼はもう瞼まぶたを閉じて動かなくなっている。

　──まさかレオンが、こんなこと……ありえる？

『妻が出産したのを契機に〝母親〟としか見られなくなる』

　魔女……ではなく魔男の呪のろいが頭に浮かんだ。




　実のところ、レオナルドがこんな行動を取ったのには訳があった。

　オデットの焦燥を知る由もない彼は、この夜、突然、妻が共同の寝室に現れたので驚くと同時に、あることに気づいた。

　それは、息子がくっついてさえいなければ、自分はオデットに欲情するということだ。

　だが、レオナルドはオデットに抱きついたりしなかった。そんなことをしたら、気持ち悪がられるだけだと思ったからだ。

　──事前調査が功を奏したといえよう。何事も情報を握ったものが勝つ。

　レオナルドは、平静を装って、オデットに謁見の再開について尋ねたというわけだ。というのも、オデットは、仕事熱心な男が好きだからだ。

　ドキドキしていたのはオデットだけではない。レオナルドは、ドキドキどころか、襲いかかりたい衝動を必死で抑えて、眠っているふりをしていたのだ。




　翌日の午後──。

「あー、やだ。乳臭い部屋！」

　ハリントン伯爵はオデットの寝室に入るなり、不愉快そうに双そう眸ぼうを細めた。オデットの腕の中にいるアンリに顔を近づける。

「早いとこ、イケてる香水をつけた美形イケメンになってくだちゃいよー」

　オデットが無言なので、伯爵は顔を上げた。彼女にしては珍しく、思いつめたような表情をしている。

「そ、そうか乳臭いのか……それなら、イヴォンヌみたいな華やかな女のほうがいいよな？」

　赤ちゃんの頬を指でつんつんしていた伯爵の指が止まる。

「レオンが私に手を出さなくなった」

　沈黙。

「最高で一日七回やったレオナルド様が!?」

　伯爵が、信じられないというふうに天を仰いだ。

「ああ」

「遅かったようですね。でも、よくあることです」

　伯爵が憐れむような視線を向けると、オデットは不思議そうな顔になる。

「え？」

「妊娠中に浮気しなかっただけでもレオナルド様は立派だった。ましてや出産後も無理だとわかったら我慢の限界になっても仕方ありません」

　──やはり昨晩、イヴォンヌのことでとっちめるべきだった！

　オデットはアンリを伯爵に押しつけて飛び出していった。

　伯爵は溜息をついたあと、アンリを掲げ上げ、顔と顔を突き合わせる。

「十五年経ったら抱いてやってもいいでちゅよー」




　そのころ、レオナルドは執務室で、セザール男爵夫人と真剣に話し合っていた。いつものローテーブルに向き合って、前のめりになっている。

　もちろん、今日の議題は、『妻に手を出していいタイミング、そして、そのゴーサインとは何か』についてだ。

「寝室に来たんだから、いいってことだよな？」

「ハリントン伯爵に言われて渋々という可能性もあるので、慎重になられたほうがいいかもしれませんわね」

「それもそうだ……」

「でも大いなる一歩ですわよ。少しずつ試してみてはいかがでしょう」

　フフフと男爵夫人が蠱こ惑わく的てきに微笑んだところで、執務室の扉がバ～～ンッと開いた。

　オデットが立っていた。しかも夜着姿である。

　驚いたのはレオナルドと男爵夫人だけではない。誰よりもショックを受けていたのはオデットだった。夫と幼なじみとの仲を疑って執務室に駆け込んだら、こともあろうに自分の女官が夫と顔を突き合わせて微笑み合っていたのだ。

　──〝六回〟と〝七回〟！

　なぜ今まで気づかなかったのかが不思議なくらいだ。似た者同士である。

　思わず、オデットはお辞儀をした。

「実家に帰らせていただきます」

　そして、全速力で走り去っていく。王侯貴族が走るなんて滅多にないことだ。たとえオデットだとしても──。




　残された二人はしばらく呆然としていたが、レオナルドが立ち上がった。

「失礼」

　レオナルドも全速力で駆け出す。

　残された夫人は艶っぽい微笑を浮かべた。

「雨降って地を固めるがいいわ」




　レオナルドは、廊下でオデットに向かって叫んだ。

「待って、オデット、夜着！」

　オデットは我に返って自らの服に目をやる。

「は！　しまった」

　その隙に、レオナルドが追いつき、ジュストコールを脱いでオデットの肩にかけた。

「ご親切にありがとうございます」

　他人行儀に礼を述べたあと、オデットは寂しげにつぶやく。

「いいんだ、無理して私を追いかけなくても。私はもう妻ではなく母なんだろう」

「は？」

「だってお前は私に触れてこないじゃないか」

「いや、だって、オデットがいやがるかなと思って」

　レオナルドが戸惑っていると、オデットが語気を強めて訴えてくる。

「いやじゃないからお前の寝室に戻ったんだろう！」

「え、もう大丈……」

　レオナルドは言いかけて、はっと気づいた。

「オデット、俺たちはまた会話が足りなくなってるんじゃないか」

　妻は外国ではない。周りから情報を集めるのではなく、本人と話せば済むことだ。

　──情報をコントロールしているつもりで踊らされていたのは、俺だ。




　二人はいろいろと話し合おうと、『王夫妻の寝室』の長椅子に座った。

　ベッドがあるからではなく、あくまで二人きりになれる場所だから寝室に来たのだが、ここで並んで手を繋いでいると、甘い空気が二人を包み始める。

　──新婚のときに戻ったみたいだ。

　レオナルドはオデットの手を握って自らの胸に引き寄せ、唇に触れるだけのキスをする。ちゅ、ちゅ、ちゅ、と、何度もそれを繰り返した。

　そうしながらも、オデットの腰に腕を回し、ゆっくりと長椅子に横たわらせる。レオナルドは片足を床に着けて体を支え、もう片方の膝を彼女の脚の間に割り入らせる。膝が脚の付け根に近づくにつれて自然とスカートが捲れ上がっていく。

　レオナルドは長椅子の座面に手を突いて、上から覆いかぶさった。ゆっくりと舌を入れていく。

　前戯のキスだ。

　しばらくぶりだった。

「っん、んふ」

　オデットの甘い声が漏れ、喉が震える。彼女の細い腕がレオナルドの首をかき抱く。

　惚ほうけたような瞳を向けられて、レオナルドは自身の胸がドクッと大きく鼓動したように感じた。

「いっぱい愛して……レオン」

　そんなことを言われたら、大きな鼓動どころでは済まない。レオナルドの心臓は爆発寸前だった。いや爆発していたかもしれない。

「ああ、とことん愛してやろうじゃないか」

　レオナルドは再びオデットの喉奥まで舌を押し込んだ。

「……んっ……ふぅ」

　喉奥で高い声が発せられるたびに、口内に小さな振動が起きる。唇が離れても、唾液が二人を繋ぐ。その蜜の糸が途切れる前に、レオナルドは再び舌を差し入れた。今度は浅く。すると、オデットが舌を絡めてくる。お互いがお互いの舌を舐なめまわす。

　レオナルドの膝がオデットの内股に辿り着き、そこを圧迫すると、オデットの脚がびくっと反応した。と、同時に、舌がびくっと引っ込んだので、レオナルドは唇を離す。

　彼の膝によって、太ももまで捲れていたスカートの裾を一気に肩まで引き上げた。乳房がふるっと零こぼれ出る。明るい光の中で白く輝く双丘は、妊娠出産で大きさを増している上に、乳暈が少し濡れていた。母乳だ。

　レオナルドは、そのぬらぬらとした薄桃色をベロリと舐め上げた。

「は……あ」

　──味がないんだな。

　アンリはこんなものを喜んで飲んでいるのかと思うと、レオナルドはおかしくなってしまう。

　そこで意外な言葉が耳に入ってきた。

「お前はアンリとは違う気持ちよさがあるな」

　レオナルドはぎょっとして唇を離した。

「アンリに吸われるのが……気持ちいいのか？」

「ああ」

　道理でこの寝室に来なかったわけだ。

　──だが、俺は負けない。

　不屈の軍人王、レオナルドは乳首を甘噛みしながら、手をドロワーズの中に差し入れる。もう濡れていた。

「アンリでも、ここは濡れるのか？」

「それはないだろう！」

　オデットが笑う。

　レオナルドは安あん堵どしつつ、秘裂を優しく撫なでる。段々とその指は谷に沈んでいき、中をかき回すたびに、くちゅ、くちゅりと水音が立った。

「ん、は……ん……ん」

　ピンと尖った乳首は、舌で弾いたり、じゅるりと吸ったりしてもてあそばれ、オデットは、そのたびに、「あっ」と驚いたような嬌きょう声せいを上げる。

　──久々ですごく敏感になってる。

　顔を赤らめ、口を僅かに開けたオデットが、艶っぽい瞳を向けて、すがるように彼の腕に手を伸ばしてきた。快感が強くなりすぎると、オデットはこうしてレオナルドにねだるのだ。

　久々のその表情に、彼もまた快感でぶるりと震えた。レオナルドは、顔を乳房から上げて、彼女の柔らかな頬に頬を重ねる。

「あんたと愛し合えた日々は本当に短かった。また、夢の続きが始まるんだな……」

「ああ。私は記録していたんだ。結婚して一年と一カ月だけれど、愛し合った日の数はトータルで二十一日分しかなかったんだ」

　レオナルドが噴き出す。

「記録した？」

「ナルミア研究の一環だ」

「きっとまたすぐ妊娠しちゃうから、今のうちにいっぱいしよう」

「レオン……愛して、たくさん」

「覚悟しろよ」

　レオナルドは彼女の唇に軽いキスをしてから、椅子の前にひざまずき、太ももを掴つかんでぐぐっと思いっきり開脚させた。その拍子に、オデットは上体を起こし、背もたれに寄りかかる。

　彼の眼前で、ピンク色の花弁はぬらぬらと輝き、淫いん靡びな美しさを放っていた──。

「やっ」

「どうして？」

「明るいから」

「だからいいんだろう？」

　レオナルドは太ももから秘所に向けて、その蜜を舐め上げる。

「ふぁ……！」

　太ももが小さく震えるのを舌で感じ取りながら、レオナルドは花弁の奥へと舌を侵入させる。案の定、オデットの腰がビクッと跳ねた。見上げると、オデットは背もたれをぎゅっと掴んで、顔を上げて喘あえいでいる。

「ここも可愛く芽吹いてるよ」

　レオナルドは舌を差し入れたまま、花弁の上でふくらんだ蜜芽を親指で弾いた。

「あ……はぁ！」

　レオナルドが太ももを押さえていた手を片方だけ離したので、彼女の片脚は彼の肩上へと伸びた。

　レオナルドが指で花蕾をつまんだり、こねたりしながら、舌で中をくすぐっていると、オデットは「あ……や……ふ……あぁ……」と高い声をとめどなく零し、太ももで彼の頬をすりすりとしてくる。

　それが気持ちいいので、レオナルドが続けていると、やがてオデットの脚から力が抜けてきた。

　レオナルドは一旦、唇を離す。

「もう、降参？」

「そんなの……っ……とっくの昔に……」

「俺も、とっくに降参してたんだ」

　レオナルドの雄は力強く屹きつ立りつしていた。彼はトラウザーズをゆるめ、肩からオデットの脚を下ろして再び彼女の両脚をぐぐっと左右に広げる。中腰になって、蜜に濡れた股ぐらに長い竿さおをすり合わせた。

　秘所がこすれて気持ちいいらしく、オデットの口から「ふぅふぅん」と可愛らしい声が漏れ出す。

　レオナルドは彼女の花弁に自らの昂たかぶりをすり合わせながら、オデットの夜着を捲り上げ、頭から外して放った。

　最近、部屋に籠こもっていたせいか、一層白さを増した肌は輝くようだ。

「オデット……きれいだ」

「レオン、脱いで」

「悪いが、俺、そんな余裕ない」

　レオナルドは彼女の膝を掲げ上げ、奥まで一気に貫いた。最後にオデットと繋がったのは、あのギーズ王国に旅立つ前日だ。

　──ものすごく昔に思える。

「あっ……レ、レオン………あっ……気持ちい……」

「俺も、気持ちよすぎて死にそう……」

「私も……」

　そういえば、あのとき、オデットは本当にレオナルドが死ぬと思い込んでいたのだ。

「でも、俺たちは死なない、そうだろう？」

　レオナルドの抽挿が激しさを増した。

「んっ、んっ」

　答えているのか、喘いでいるのか判然としない声が続く。

　こうやって繋がっていると、二人とも、ギーズ王国へと向かう旅路で心も体もひとつにした、あのころの気持ちが蘇ってくる。

　──むしろ、男爵夫人に相談していた自分、あれは一体なんだったんだ……。

「オデット、でも、まだだ」

　レオナルドは繋がったまま、裸のオデットを抱き上げて横おう臥がでベッドに下ろす。蜜道の中を圧迫する竿がぐるりと回って蜜壁をこするものだから「ああっ」とオデットが小さく叫んだ。

　その後もオデットは、はぁはぁと肩で息をしている。

　レオナルドは彼女の片方の太ももを跨またぎ、もう一方の脚を目の前に掲げ上げる。膝裏をべろりと舐めると、その脚がびくっびくっと大きく揺れ始める。

「や、も……だめ」

「俺も」

　レオナルドは両膝を突いて腰を浮かし、ぐっぐっと楔くさびを穿うがった。そのたびに、オデットの中がびくびくと反応してくれる。

　オデットは顔だけでなく、胸元まで赤く染め、目尻に涙を浮かべていた。

　──もうすぐだ。

　レオナルドは上体を折るように屈かがめて目尻の涙を舐めとった。

　──しょっぱい。

　これもまた久々の感覚である。

「レオ……ン」

　オデットの瞳はどこまでも優しい。愛情に満ちている。そして彼自身をぎゅっぎゅっと締めつけてくる。

　……そろそろだ。

　幸せな律動の中、オデットが顔を上げて、レオナルドの肩を掴んだ。爪が食い込んで少し痛いが、それもまた甘い快感へと変わっていく。

「あ、や……あぁも、……ちょうだ……」

　その小さな口をいっぱいに開けているというのに、そこから発せられる声は掠かすれている。表情も声もとてつもなく色っぽく、レオナルドの思考を奪っていった。
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「オデット……！」

　レオナルドはやや背を反らし、腰に力を込めて、どくどくと子種を注ぎ込んだ。

「は、あぁ……」

　オデットの全身から力が抜けていく。

　その、ふにゃっと幸せそうな表情を久々に目の当たりにしたレオナルドは、挿したままの性がまた反応しそうになるのを感じたが、必死で封印した。

　今はまだ昼下がりである。

　──執務室に戻らないと……。

　夜までの辛抱だ。




　レオナルドが早く寝室に入ろうとがむしゃらに仕事をこなしているとき、オデットは小姑外交官に説教されていた。

「回廊を夜着で走っていたそうじゃありませんか！　あー恥ずかしー！」

　説教は、オデットが最も嫌うことだ。それなのに、このときばかりは終始、ご機嫌だった。








第二章　舞踏会で踊る二人のヒロイン












　今日はオデットが一年ぶりに舞踏会に参加する日なので侍女たちは大はりきりだ。鏡の前で頭をもりもりに盛っている。

「久々なんで、あまり重くならないように頼むぞ」

　オデットは着飾ることに興味がない。だから、乳母に抱っこされているアンリのほうばかり見ていた。

「いいえっ」

　突如、力強い声が背後から響いて、鏡に目を向けると、盛装した女官のアデールが仁王立ちしていた。

「思いっきり、キラキラにしていただかないとっ！」

　腰に手を当てているせいか、アデールが普段より大きく見える。オデットは鏡に映るアデールに向かって応じた。

「独身女じゃあるまいし、着飾ってどうする？」

「だから、ですよ！」

　アデールはいつも穏やかなのに、今日は目を血走らせていた。

「オデット様が留守なのをいいことに、バラデュール侯爵夫人が王妃づらしていたんですよ！　今こそ格の違いを知らしめるのです!!」

「逆、逆。私がいない間に、代わりを務めてくれていたんだろう？」

　侍女たちの手前、そうは言ったものの、以前、伯爵が『イヴォンヌ大将の前に陥落寸前』と怪気炎を上げていたことを思い出して、オデットは一瞬、どきりとする。心配性な伯爵はともかく、アデールまで警戒しているとなると、信ぴょう性が一気に跳ね上がるというものだ。

「国王様がお迎えにいらっしゃいました」

「まあ」

　アデールが両手を合わせて喜んでいる。

　──こうやって親身に思ってくれる部下がいるのはいいことだ。

　そう思って、うんうんと頷こうとしたが、一度頷いただけで、よろっと頭が傾いた。

　──頭にアクセサリーを着けすぎだ……。

　オデットが頭を重く感じながら、よろよろと前室に出ると、レオナルドがジュストコールで盛装していた。

　──新鮮！

「レオン、軍服のときより、お前らしくてかっこいいぞ！」

「オデットこそ、まぶしいくらいにきれいだ」

　オデットが「宝石がな」と、頭を指差すと、レオナルドは頬にちゅっとキスをしてくる。

「オデット自身が、に決まってるだろう？」

　耳元でそう囁かれて、オデットは顔から火を噴きそうになった。

「舞踏会におかえり、オデット」

　レオナルドが手を差し出してきたので、オデットは手をのせる。

　──そうだ。レオンはずっと舞踏会に戻ってきてほしがっていた！

　イヴォンヌといちゃつきたいなら、妻が舞踏会に戻らないほうがいいはずだ。全く、ハリントン伯爵はいたずらに人を不安にさせるだけの魔男だと、ホッと息をついた。




　一時間後、舞踏会場で、オデットは伯爵にまたお小言を言われていた。

「何、みすみすイヴォンヌと踊らせてるんですか！」

　玉座の周りに赤いベルベットが垂れた国王夫妻のための一角で、伯爵の横に立つオデットはホール中央に目をやった。

　イヴォンヌの瞳は、まさに恋する女のもの。全く隠そうとしないのが、敵ながらあっぱれである。オデットは伯爵との間に扇を広げた。

「イヴォンヌはもう結婚していて、バラデュール侯爵夫人なんだろう？」

「ええ、そうですが、結婚したら浮気しないとか思ったら大間違いですよ」

　フッとオデットが余裕の笑みを漏らした。

「あ、なんか今の笑み、むかついたんですけど、上から目線な感じなのは気のせいでしょうか」

「まあ、愛されている妻の余裕だよ。全く、陥落だなんて、いたずらに煽あおらないでほしいね。お前のような者のせいで、無駄な戦が起こるのだ」

　伯爵が半眼となった。

「根拠は？」

　伯爵が少し屈んで耳を近づける。

「閨ねやで、レオンは私に夢中なのだ」

「にやけてますよ！　もう」

「すまん、幸せが大きすぎて、ついつい零れてしまうようだ」

　オデットが扇の下で我慢できないという感じで、カカカと笑い始める。

　苦々しい顔をして伯爵が姿勢を正した。

「男って目の前に女の裸があれば全力で愛せるものなんですよ」

「ミシェルは違うだろう？」

「私は目の前の裸が女ではなく男なだけで、やっぱり考え方は男です」

　肩を竦すくめる伯爵に、オデットは呆れ顔だ。

「男といえば、私は一度、バラデュール侯爵と話してみたいな」

　舞踏会場の中央、巨大シャンデリアに灯された無数の蝋ろう燭そくの炎のもと、侯爵が可愛らしい淑女とにこやかに踊っていた。

「それはそれでまた別の心配が……」

　伯爵が片眉を上げた。

「は？」




　バラデュール侯爵は社交界一の女好きでならしていた。

　オデットがじっと見つめていると、ダンスをしながらも、すかさずそれに気づいてウィンクで返すくらいの目ざとさもある。ダンスが終わると、一直線でオデットのほうに向かってきた。
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「あぶれた者同士で、ダンスはいかがでしょう？」

　侯爵がかしずくように、だが、優雅に少し膝を曲げてオデットの手を取った。そのとき彼が少し屈んだせいか、ふわっと官能的な香りが立つ。その上目遣いの野心的な眼差しも相まって、むんむんむんと誘惑オーラが立ち上る。

　──なんだ、この独特の匂い……いや違う、雰囲気？　これが噂のフェロモンなのか？

　背に手を回され、ダンスが始まった。この珍しいコンビに注目が集まる中、侯爵の腕の中で滑るようにオデットは踊る。

「おお！　侯爵、すごく踊りやすいぞ」

「光栄です。王妃殿下、王太子様をご出産されて、ますますお美しくなられましたね」

　オデットは乾いた笑いを浮かべた。

「それはどうも」

「私に視線を送ってきたということは……私の妻のことが気になっていらっしゃいます？」

　オデットはハハッと笑いながら、侯爵が掲げた手の下でくるりと回る。

「悪いがうちの夫は私に夢中なもので、それはない」

　侯爵が僅かに目を見開いた。

「それはそれは、我が国も安泰ですね。では、なぜご興味を？」

　オデットは声のトーンを下げる。

「気を悪くするなよ。ある男性が、あ、レオンではないぞ！　彼が、侯爵はイヴォンヌの体が目当てみたいなことを言うんだけど、本当かな？」

　侯爵は困惑の表情で片方の眉をぴくりと上げた。

「それって王妃陛下の外交官ではありませんか？」

「バレたか」

「推察はそんなに外れていませんね。イヴォンヌは王妃になれるものとばかり思っていたのに、国王様が選ばれたのは、〝オデット様〟。私はそこにつけこんで結婚に持ち込んだんですよ」

　侯爵がいきなり包み隠さずに内実を明かしたので、今度はオデットが面食らう番だ。

「え、ええと、それはなぜ？」

「私は、ああいうわがままなお嬢様が好みでしてね……」

「そうか。結婚できてよかったな」

「まあ……そうですね」

　侯爵は視線をずらして寂しげな微笑を浮かべた。

　オデットがその視線の先に目をやると、そこにはレオナルドと楽しそうに踊るイヴォンヌの笑顔があった。




　ダンスが終わり、赤いベルベットの上にオデットが戻ると、超絶不機嫌なレオナルドが脚を組んで黄金の玉座に座っていた。背後のベルベッドには王家の貝と龍の紋章が掲げてある。

　傍らに立つハリントン伯爵が、困ったように眉を下げていた。

　そんなことを意に介さず、オデットは自慢げに口の端を上げる。

「ただいま。どうやら私は密偵としての才能もあるようだ」

　二人が揃って怪訝そうな眼差しをオデットに送っているのに、彼女の目は自信ありげに光った。

「侯爵はイヴォンヌにぞっこんだ！」

　レオナルドは冷めた視線を送った。

「まあ、結婚してるんだから、愛情はあるだろうよ。だけど、それがあんたとなんの関係がある？」

「相思相愛になればいいなって」

　伯爵が口を挟んできた。

「夫婦間のことは二人にしかわからないから、部外者がとやかく言ったり、仲良くさせようとしたり、余計なことをしないほうがいいですよ」

「ミシェルが言うか！」「伯爵に言われたくない」

　二人から同時に非難されて、伯爵は、しまったとばかりに口に手を当てた。




　深夜、王宮舞踏会が終わると二人はそのまま『王夫妻の寝室』に入った。

　セックスを再開してから、レオナルドは毎夜、求めてくる。『またすぐ孕はらんじゃうから』というのが彼の持論だ。

　侍従が寝室の扉を閉めると、レオナルドがくるっと首を回し、オデットに不機嫌な顔を向けた。

「オデット、色男と踊って楽しそうだったな？」

「確かにあのフェロモンはすごいな」

　笑うオデットの顎あごを、レオナルドが指先で持ち上げてくる。

「あいつは危険だ。これ以上、近づくな」

　いきなり、レオナルドが、かぶりつくような口づけをしてきた。彼女の小さな口に、彼の大きな舌が押し込まれる。オデットはレオナルドに寄りかかられて、上体が引きぎみになったが、すぐに彼の力強い腕が背に回り込み、もう片方の手で後頭部をそっと支えられる。

「……ん、ふぅ……んん」

　唇が離れたとき、レオナルドは酩めい酊ていしたような瞳でオデットを見下ろしていた。オデットはこの眼差しにめっぽう弱い。

「……ただ、イヴォンヌについて侯爵がどう思っているのかを知りたかっただけだ」

「で、どうだった？」

　そう尋ねながらも、レオナルドは近くにあるナイフを手に取り、オデットの胸当てを留めている糸を切り始める。

「侯爵は貴族にしては珍しく、家柄の釣り合いで結婚したわけではなさそうだ。それなのに、イヴォンヌはお前に夢中。なんとかならないのか」

「そんなこと言われても、俺にはどうしようもないだろう？」

　レオナルドがうんざりしたように、語気を強めた。

「では、お前にとってイヴォンヌはなんなのだ？」

「俺？　妹みたいなものだ」

「妹？　イヴォンヌがお前のことを兄だと思ってないことはわかっているんだろう？」

「わっ」

　レオナルドの手が滑って布まで切ってしまう。

「いつまで見て見ぬふりをするつもりだ？　いざというときのための保険にしているのか？」

「保険？　そんなわけないだろう？　俺は二人きりになろうって誘われては、いつもきっぱりと断っているんだ！」

「やっぱり誘われているのか」

「……まあな」

　レオナルドは再び糸をぶちぶちと切り始めた。

「だが、イヴォンヌには侯爵がいる」

「俺へのあてつけで結婚したんだろう？」

　糸を全て切ったので、レオナルドはオデットのドレスを外して長椅子に放った。

「だが、侯爵から求婚したそうじゃないか」

　レオナルドはコルセットの紐をゆるめてから左右に張り出すパニエを外す。これが一番邪魔だ。

「まあ、バシュレ公爵家と親戚になれるしな」

「お前はイヴォンヌの魅力を見くびりすぎだ」

　レオナルドが自身のジュストコールを脱ぎ捨ててから、屈んで耳元で囁く。

「仕方ないだろう？　目の前に、こんなに魅力的な女がいるんだから」

　その掠れた声にオデットがぞくりと淡い官能を感じたところで腰をぐいっと引き寄せられ、首筋に生温かいものを感じる。

　レオナルドが舌を這わせていた。

「ん……」

　彼の舌はそのまま下がっていき、柔らかな丘を少し上がったところで、モスリンの下着に行きつく。レオナルドはその下着を噛んで下にずらす。

　ふるんと解放された円まろやかな乳房の中央に咲く蕾にかぶりつくかのように、レオナルドが激しく吸ってくるものだから、オデットは彼の腕の中で「あっ」と背を反らした。

　オデットが伏し目でレオナルドのほうを見ると、彼の唇に引っ張られ、淫らに形を変えた乳房がある。もう片方の乳房をかろうじて覆っていた下着も彼の手で下げられ、露わになった乳首を吸われた。コルセットが胴回りにずれている。

「や……」

　途端に下肢が熱くなり、背筋がわななく。足から力が抜けていく。

　──やっぱりアンリとは全然違う……。

　胸を愛あい撫ぶしながらオデットを見つめるレオナルドの眼差しは、欲望と愛情が混ざり合ったような猛烈な魅力を放っていた。それがオデットを酔わせる。

「レオ……ン」

「立てなくなってない？」

　オデットは仰のけ反ぞった背を彼の腕で支えられて、かろうじて立っているような有様だった。

「ん……レオンだって……」

　オデットの腹には、彼の昂ぶりが押しつけられている。

「ああ、いつだって、あんたの中に入りたくてたまらないんだ」

「ダンスのときも？」

「もちろん」

　オデットがふわっと浮いた。レオナルドがオデットの両脚をまとめ上げて抱っこしたのだ。

「変態……！」

　言葉とは裏腹に、オデットの唇は弧を描いていた。

「オデットが俺をおかしくするんだ」

　オデットはベッドに仰向けにされる。目上にある黄金の天蓋はレオナルドによって遮られた。唇を覆われ、舌が侵入してくる。今まで何度口づけされたことか。

　──なんで飽きないんだろう……。

　むしろ、どんどんよくなってきているような気さえする。

　──これは、何かに似ている……。

　乗馬だと思い当たる。言葉が通じないが、ずっと付き合っていくうちに、だんだんと、お互いが何を求めているかがわかってくるのだ。

　レオナルドが、オデットのコルセットを取り去り、下着を頭から外した。オデットは肌が直に触れ合うほうが好きだからだ。レオナルドは自身のヴェストとシャツを放る。

「オデット……」

　レオナルドが片肘で体を支え、オデットの髪の毛を撫で上げた。

　──首筋だな。

　予想通り、レオナルドが首筋に舌を這わせてくる。彼の髪がオデットの肌を撫で、彼の硬い胸板が乳房の頂をこすっていくものだから、オデットはどんどん敏感になっていき、彼の背に両手を伸ばしてすがった。

　そのときふと、舞踏会でイヴォンヌの背に回されたレオナルドの手が思い浮かんだが、すぐにそれどころではなくなる。彼の舌がオデットの乳首に辿り着いたのだ。

「……あ……」

　胸を愛撫しながら、オデットを見つめる艶やかな彼の瞳。こんな眼差しを向けられるのは世界でオデットだけのはずだ。

　──この瞳がイヴォンヌにも向けられたら？

「いやだ」

　レオナルドが舌を引っ込め、不思議そうに顔をのぞき込んでくる。オデットはつい、心の声を漏らしてしまった。

「何かいやがるようなことしたっけ？」

「……すまない、他のこと、考えていた」

　彼の眉根がみるみる寄っていく。

「そうか、退屈だったのか」

「え、あ、ちが……」

　レオナルドが上体を起こした。オデットの脚の間に両膝を沈め、彼女の秘所に手を伸ばす。

「……ふ」

　蜜を溢れさす源をぐちゅぐちゅとかき回しながら、レオナルドが問うてくる。

「もう欲しかったんだな？」

「レオ……」

　オデットはあまりの快感に、頭頂をシーツにこすりつけて弓なりになった。

「いいよ、いっぱいやるよ。退屈できない夜にしてやる」

　──結構、根に持って……。

「あぁ！」

　いきなり怒張を突っ込まれて、オデットがシーツを掴もうと手を伸ばすと、レオナルドが指と指を組み合わせ、彼女の両手をシーツに留め置いた。こうすると、ぐっと押し込まれるたびに、オデットが後ろにずれていくことがない。体を固定されて深く貫かれる。

「あっあっあっ」

　手を取られ、動かせるのは足だけだ。レオナルドの背に両脚を伸ばして、オデットはもがくように足をすりつける。

「オデット……！」

　レオナルドの声は切なさを帯びた。怒りはどこかに飛んで行ってしまったようだ。とはいえ、抽挿はいつもよりも速く激しく彼女の奥を抉えぐってくる。

「ふ、ふぅ……ん……ん……レオ……ン」

　強すぎる快感に朦もう朧ろうとしながらも薄く開けた目から見えるレオナルドは、いつもに増して、余裕がなく、苦悩するかのように眉間に皺しわを刻んで、汗を滴らせていた。

「あ、オデット……そんな、強く……」

　オデットは自分でも彼自身を締めつけてしまったのがわかった。そんな切なげにつぶやかれると、オデットの心は高まるばかりだ。咥くわえ込んだ彼の雄をさらに奥へと誘いざなうかのようにうねって包み込む。

「こら、そん……」

　レオナルドが中で爆はぜた。放たれた彼の情熱を感じて、オデットの眼前に閃光が奔はしったかと思うと、ふわふわと宙に持ち上げられたような感覚に陥った。

　その気持ちいい雲の中でまどろんでいると、掠れた声で耳打ちされる。

「そろそろまた退屈してきただろ？」

「あ！」

　乳房の上で円を描くかのように、力強く揉もまれ、体中を舐め尽くされ──その夜は徹底的に何度も攻めたてられた。出産後ということで、彼なりに控えめにしていたところ、一気にたがが外れたようだった。

「ちょ、レオン、あ、あぁ、そんな、激し……！」




　翌日が謁見のない日で助かった。朝食が終わると、オデットは珍しくアンリを乳母に預けて庭に出た。噴水の前にある木製の白ベンチにクッションを置いて座り、手すりにもたれた。

　──昨日、結局五回連続だった……。

　ふうと大きく息を吐いて目を瞑ると、噴水の音に癒やされる。日光を浴びて健全な人間になりたい気分だ。

「あら、アンリは？」

　よく通るハリントン伯爵の声が耳に入り、片目を開ける。

　──相変わらず目ざとい……。

「今日は、母親業は休みだ」

「へえ～」

　伯爵は半眼になったのに口元がゆるんでいる。

「いやらしい笑い方をするな！」

　オデットが冗談半分で怒ると、伯爵が「失礼」と隣に腰を下ろした。

「安堵の笑みですよ。イヴォンヌのことが取り越し苦労だったみたいで何よりです」

「なあ、その件なんだけど……」

　伯爵が真面目な顔になった。

「どうしたら、イヴォンヌの心が侯爵に向くのかな？」

「愛される妻は余裕なんでしょう？　なんでまた急に気になり始めたんです？」

「んー、こないだ侯爵と話して、なんとなくイヴォンヌのことを好きそうな感じがしたから、それをイヴォンヌに伝えて夫婦円満にならないかなって思ったんだよね」

　伯爵が思いっきり顔を歪ゆがめた。

「何、とぼけたことを言ってるんですか？」

「……その顔、怖いんだけど？」

「恋敵ライバルにそんなことを言われたら、余計にレオナルド様を欲しくなるというのが人情ですよ。火に油を注いでどうするっていうんです？」

「じゃあ、どうしたらいいんだ？」

「こういうときは侯爵と仲良くして、イヴォンヌにとって当たり前だった存在がいかに大事だったのかを知らしめるんですよ！」

　伯爵がよくぞ聞いてくれた、という感じで急に、にこやかになった。

「さっすが、伯爵！」

　いよいよ伯爵が気をよくして、「恋愛沙汰はお任せ」なんて言って腕を組んだ。




　オデットは妊娠前、イヴォンヌと乗馬に出かけたことが二、三回あった。最初に紹介されたとき、共通の趣味がそれしか見出せなかったためだ。オデットの妊娠で一年以上途絶えていたが、久々に誘ってみる。

　オデットは乗馬自体が久々だったので、つい目的を忘れて思いっきり楽しんでしまう。王宮の馬場で、障害の木製バーを何度も乗り越えたり、馬を全速力で走らせたりと、はじけまくったあと、ようやくイヴォンヌの馬の横に付けた。

「イヴォンヌ……レオンのことが好きなのか？」

　やっと隣に来たと思ったら、あまりにあけすけな質問で、イヴォンヌが顔をしかめる。

「ええ、この社交界の女たちは皆そうですわ。お気をつけあそばせ」

「ごまかすな。お前のことだ」

　イヴォンヌは、しばらく無言でじっとオデットを見つめていたが、やがてはぁっと深い溜息をついた。

「オデット様、私は既婚者ですが、心の自由は認めてくださいますか？」

「あ、ああ」

　イヴォンヌの気迫に負けて、オデットはつい頷いてしまう。

「レオン様のことが好きです。いえ、違うわ。愛しています。三歳のときからずっと──」

「三歳!?」

「ええ、そうです」

　彼女の表情には優越感が滲んでいた。

「そうか。レオンが塔から解放されて公爵家にかくまわれたとき、お前は三歳だったのか」

「それを言うなら、オデット様だって」

「まあ、同い年だからな」

　レオナルドはバシュレ公爵家にかくまってもらった大恩があるはずだ。なのに彼はそこの娘、イヴォンヌと結婚せず、オデットを選んでしまった。政治家としてはあまりいい選択とは思えない。




　オデットが社交界に復帰してからというもの、王宮舞踏会の回数が急激に増えた。

　そんなわけで、今晩も、オデットはレオナルドが作らせた金糸の刺繍ししゅう入りの青いドレスをまとい、彼の腕の中で舞う。

「このドレスの青、オデットの瞳みたいだろう？　似合ってる」

　オデットが舞踏会に復帰してから、レオナルドは上機嫌だ。オデットも体を動かすのは好きだし、レオナルドが軍服ではなくジュストコールで踊っているのは新鮮だし、いいことばかりだ。

　だが、ファーストダンスが終わると必ずイヴォンヌが来るのだ。命の恩人の娘なのだから、無む碍げにはできまい。そう割り切るべきなのだが、こないだ、イヴォンヌに堂々と恋心を打ち明けられてから、オデットの中には、もやもやとした感情が生まれていた。

　ファーストダンスは国王夫妻だけが踊るので、このあとのダンスは、貴族にとってのファーストダンスになるはずである、夫であるバラデュール侯爵はどんな気持ちで見ているのか。




　早速、オデットはバラデュール侯爵に近づいて声をかけた。

　侯爵が黄金のまつ毛に囲まれた青い瞳を細め、綺麗な微笑を向けてくる。相変わらずフェロモンがすごい。

「王妃陛下、ご機嫌麗しゅうございます。にわかに王宮舞踏会の回数が増えて、皆、喜んでいますよ。国王様は王妃陛下とよほど踊りたかったのでしょうね？」

「まあな。私たちは愛し合ってるからな」

　侯爵は楽しげに小さく笑う。

「では、うちの妻の存在はさぞや邪魔でしょうね？」

「侯爵、そのことで話したいのだが」

　侯爵は、おやおやと青い瞳で天井を見上げたあと、片腕で弧を描き、胸元に拳を置いて微笑む。

「王妃陛下のお望み通りに」

　そんなユーモラスなしぐさでさえも、優雅に見える男だ。




　談話室は、舞踏会場に隣接している広間で、ここには椅子があるので、休んで喉を潤すことができる。中央に垂れるシャンデリアの下には大きなテーブルがあり、その周りを椅子が囲んでいた。大勢で話したいならここだ。だが、密談をしたい者、愛を囁きたい者ならば、隅の長椅子がいい。椅子は形こそ様々だが、黄金で装飾された薔ば薇ら色のベルベット地で統一されていた。

　談話室に、王妃とバラデュール侯爵という珍しい組み合わせが現れたので、皆の視線が一斉に注がれた。そんな中、二人が座ったのは壁際の長椅子だった。

　元々、侯爵に声をかけた目的はイヴォンヌを嫉妬させることだったはずだが、それよりもオデットは知りたいことがあった。イヴォンヌがレオナルドに執着しているとわかっていて、なぜ彼女に求婚したのかということだ。

「取引ですよ」と、侯爵は包み隠さず話し始めた。

「王宮舞踏会で国王様と踊ったあと、イヴォンヌがつかつかと私のもとにやってきて、『結婚したいか』と訊いてきたんです。もちろん、私の答えは『したい』でした」

「それのどこが取引なんだ？」

「イヴォンヌは夫人になることで、国王様と対等になれると思ったようです。あてこすりもあるでしょうけど……。まあ、国王様には効果ないですけどね。王妃殿下に〝夢中〟だから」

　自分が前に言った言葉を引用してくる侯爵に、オデットはニヤリと笑って「まあな」と答えた。

「私は夫人という座を差し出して、その代わり、彼女の体をいただく、そういう取引です」

「そうか。だが……心がないと、虚しくならないか」

「こういうこともはっきりおっしゃるんですね」

　困ったような眼差しを向けられ、オデットは手を頭にのせた。

「すまない。踏み込みすぎたかな」

　侯爵が拳を口元に当てて笑いをこらえるかのように僅かに口角を上げた。

「いえ、そこが王妃殿下の魅力だと思いますよ？」

「で、侯爵は……イヴォンヌのことが好きなんだろう？」

「残念ながら……ですね」と、苦笑したあと、真顔になる。

「私に気持ちが向くのを待っているのです」

「そうか、我慢するなんて偉いな、うちの夫は我慢してくれなかったぞ」

　侯爵が少し驚いたかのように眉を上げた。

「羨ましい限りですね。でも、王妃殿下、慢心してはいけませんよ。ご自身こそ大丈夫でいらっしゃいますか？」

「どういう意味だ？」

「我が国王様は勇猛な軍人王として名を上げたお方です」

　侯爵がオデットの斜め上を示すように手のひらを脇に掲げ上げた。

「ん？」

　オデットが顔を横に向けると、長椅子の横には手を組んで不機嫌にオデットを見下ろしているレオナルドがいた。今までになく眉間に刻まれた皺が深い。

「オデット、来いよ」

　手をぐいっと強引に引かれて、オデットは立ち上がりながら、顔だけ侯爵に向けた。

「では、侯爵、失礼する」

　オデットが連れていかれた先はバルコニーだった。侍従が閉める前に、レオナルドは乱暴にバンッと、舞踏会場との間の戸を閉めた。
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　さっきからずっとレオナルドが無言なので、オデットが上目遣いで尋ねる。

「怒ってるのか？」

　ダンッと、レオナルドは拳を柱にぶつけた。大理石なので痛いはずだ。その拳は小さく震えていた。




「イヴォンヌ、侯爵が王妃様と仲睦まじく談話室で密談されてましたわよ？」

　扇で口元を隠していやらしく目を細めるのは、噂好きの伯爵夫人だ。

「あら、では、私はレオン様と密談でもしようかしら」

　イヴォンヌは冗談めかして目を細め、その場を辞す。近くにいる給仕に、レオナルドの居場所を問うた。

　すると王妃とともにバルコニーに消えたというではないか。そういえば、以前、あそこで、イヴォンヌに見せつけるようにオデットとキスをしていた。

　──うちの夫クリストフの次はレオン様ってわけ？

　イヴォンヌは広げていた扇を片手にバンッと当てて閉じ、眉を吊り上げる。しばらくそこでじっとしていたが、黒い感情がとめどなく湧いてくるだけだ。

　──気分が悪いわ……。

　意を決し、イヴォンヌは、つかつかと給仕が指したバルコニーへと向かった。

「オデット……」

　バルコニーでは、レオナルドが呻うめくように呼び、横目でオデットを見下ろしていた。

　彼がダンッと再び拳を大理石にぶつける。今度は丸めた小指のほうではなく、手の甲の関節が当たっていたので相当痛いはずだ。

「俺、今ここで、あんたを無茶苦茶に凌りょう辱じょくしたいような、そんな気持ちが渦巻いてるんだ」

　オデットは困惑のあまり、言葉を失っていた。

「だが、前みたいなことになりたくない。二度と……二度と、あんたを傷つけたくない。……だから、二度と、あの男に近づくな。でないと俺、あんたに何をしてしまうか……」

　レオナルドは膝に手を置いて屈み、もう片方の手で双眸を覆った。瞼に置かれた手の関節に血が滲んでいる。オデットに触れないように自制しているようだ。

「レオン……」

　オデットがゆっくりと手を伸ばし、優しく彼の頭をかき抱いた。双眸を覆っていた手が外れて、レオナルドは頬を彼女の胸に付ける。

「お前は……子どものころの傷がまだ癒えてない……」

　彼女の腕の中で、レオナルドは括かつ目もくした。

「お前は塔に閉じ込められたことがあるから雨が嫌いだと言った。父母が愛し合っていなかったから、愛の言葉を欲しがったのかもしれない。でも、私はそうじゃないと思っている」

　困惑するのは、今度はレオナルドのほうになった。

　オデットはぎゅっと強く彼の頭を抱きしめた。

「……お前が愛されていなかったせいだ」

　レオナルドが顔を上げた。追い詰められた少年のような表情だ。彼自身、どうして、こんなにも愛される証しが欲しいのかわからなかった。オデットが言うように、今までいろいろ理由づけしてきた。最近では、オデットを愛しすぎるあまりに見返りが欲しいだけだと結論づけていた。

『レオンが殺される！』

　子どもの気持ちも考えずに、息子の前でそう叫んだ母。息子を心配しているようで、息子を恐怖に陥れた母──。

「私の肌は温かいだろう？　今ならお前は乗り越えられるはずだ。だって、私はお前を誰よりも愛している」

「オデット……」

　オデットの瞳は慈愛に満ちていた。

「……あんたと……結婚してよかった」

　喉が詰まって声を発せないような気がしたが、レオナルドは、なんとか感謝の言葉を絞り出すことができた。




　レオナルドが乱暴に閉めたドアは弾みで少し開いていた。そこから漏れ出る二人の会話を聞いていたイヴォンヌはちらっと中を盗み見る。

　妻にすがるレオナルドを、オデットがあやすかのように抱きしめていた。

　そんな彼の切迫した表情をイヴォンヌは見たことがなかった。オデットより十五年も長い付き合いだというのに──。

　彼女の〝王子様〟はいつだって自信満々で、輝いていたのだ。

　イヴォンヌは愕然とした。

「レオン、国王があまり不在にするのもよくない」というオデットの声が耳に入り、我に返ったイヴォンヌが顔を上げたところ、目の前にクリストフがいた。

「イヴォンヌ……どう考えても君の入る余地はないよ……？」

　夫の憐れむような眼差しを受けて、イヴォンヌはカッと赤くなった。

「わ、わかってるわよ！」

　イヴォンヌは夫であるクリストフから離れようと背を向けてずんずんと歩き始める。それなのに彼は隣に付けてきた。

「何か御用でもおあり？」

　忌々しげにイヴォンヌが横目で見ると、夫のクリストフがオーバーにお辞儀をする。

「美しくて気高い我が妻よ、結婚したのに愛してもらえない憐れな夫と踊ってくれませんか」

「あ、あなただって私の体目当てなくせに！」

　クリストフはイヴォンヌの手を取ってその甲に口づけを落とす。

「あなたが心をくれたら、いつだって差し出せるように、私の心はもうリボンで結んであるんですよ？」

　イヴォンヌは、この食えない夫を苦々しい表情で見下ろした。

「気き障ざな男ね」




　レオナルドは、まだバルコニーにから離れられないでいた。しがみつくようにオデットを抱きしめている。

「俺、イヴォンヌにダンスを乞われても今後は断る……。だから、侯爵にダンスに誘われても踊らないでくれ」

　オデットはレオナルドの頭を撫でた。

「イヴォンヌは恩人の娘だろう？　踊ったらいい。私は侯爵に恩も何もないから断れる。安心しろ」

　レオナルドはしばらく何かを考えている様子だったが、やがて顔を上げてオデットを見つめる。

「……やっぱり訂正。侯爵だけでなく五十歳以下の男と踊らないでほしい。ただしハリントン伯爵は許す」

「はぁ？」

「人によっては四十代後半でも許す」

「なんで、お前に許されなきゃいけないんだ！」

「そこらへんの年齢の男には勝てる気がするんだ」

「お前、どれだけ自分に自信がないんだよ」

　レオナルドが背筋を伸ばして、オデットの肩を抱き寄せる。頬にちゅっと軽く口づけた。

「あんたにだけは自信が持てないんだ。責任取れよ」

　オデットは呆れてものも言えなくなるが、彼の真剣な表情を見ているうちにおかしくなって、冗談ぽく睨にらんだ。

「面倒くさい男だな」








第三章　一人っ子でいいじゃない












　国花であるコーンフラワー（ヤグルマギク）、そのサファイア色の美しい花が咲く春のことだった。

　ナルミアの王太子アンリは、一歳と一カ月を迎えたこの日、初めて立って二歩だけ歩いた。王妃の居室で、長椅子の上でのことだった。

「レオン、見たか！」

　同じ長椅子に座るオデットは、アンリを抱き寄せて目をキラキラさせながら、レオナルドを見つめた。

「ああ、立った途端に歩いちゃうなんて、さすが俺たちの子だ」

　その脇の椅子でレオナルドは微笑む。

　ちょうど一年前、アンリが生後一カ月のときから、二人はセックスを再開した。だがオデットは未だに妊娠していない。

　ケンカもせず、毎晩睦み合っているというのに、だ。




　そして今晩も──。

　ベッドで脚を広げて座るレオナルドを背もたれにして彼の両脚の間に、オデットはすっぽりとはまっていた。彼がネグリジェを捲り上げて外すと、一糸もまとわぬ姿となる。

　レオナルドは眼下にある鳶とび色いろの豊かな髪をまとめ上げて、彼女の右肩から前身に垂らした。これでうなじが空く。

　レオナルドは両手をオデットの臍へその上で重ね、うなじに口づけた。

「ん……」

　オデットが首を傾けて顎を上げた。彼女は、うなじが弱い。でも、これからだ。

　レオナルドはうなじを吸ったり舐めたりしながら、両手で彼女の乳房をそっと包む。

「あ……あ」

　何度もそこをゆっくりと揉みしだかれ、大きすぎる悦楽の波から逃げるかのように、オデットがベッドに右手を突き、右側に倒れていく。

　だが、二人は密着したままだ。彼女を追うかのように、レオナルドも、ともに傾いていったからだ。やがて、オデットは上体をシーツに投げだした。

　レオナルドは、うつ伏せになったオデットの上に重なって、両乳房を持ち上げるように撫でながら、腰から双丘の割れ目へと口づけの位置を落としていく。オデットは猫の伸びのようなポーズでそれを受け入れた。

「は、あ……ん、あ……は……」

　オデットはもう官能に支配されていて、伸ばした手でシーツをぎゅっと握りしめ、びくびくと尻を突き出していた。彼女の絶え間ない吐息が甘く彼の耳をくすぐる。

　その声にレオナルドは狂わしいほどに酔わされ、彼の雄はすでに欲望で滾たぎっているのだが、まだ挿れない。彼女をもっと高めてからにしたいからだ。

　口づけの位置が太ももまで来たところで、両手を胸から外し、彼女の淡い茂みの奥にある扉を開いていく。その濡れそぼった蜜孔を親指と人差し指で広げ、指で中を掻きまわす。

「はぅ……ん！」

　オデットが臀でん部ぶを掲げたので、そこで彼は上体を起こし、脱げかけたガウンの隙間から屹立する剛直を、彼女の背後からぐぐっと押し入れる。前に回した手で彼女の股ぐらを引き寄せて、そこに背後から猛りをぶつけると、背後からなのに、奥までオデットをいっぱいにできる。

「あ……レオン……やっ、すご……んっ………」

　案の定、オデットは前後不覚で喘ぐことしかできなくなっている。

　レオナルドが、背後から彼女の腕を引っ張ったので、オデットは膝立ちのようになった。抽挿のたびにえび反りになって、艶やかな髪が宙を舞う。

「はぁ……あ、あ……レオ……も、だ、めー……」

　出し入れのたびに、ふるふると揺れる乳房を、レオナルドは空いているほうの手で覆った。

「ふ……くぅ」

　揺れるたびに尖った乳首に手のひらが当たり、呻くような声が漏れる。レオナルドは追い打ちをかけるかのように手を広げて指でふたつの乳首をぐりぐりと同時に愛撫してやる。もちろんその間も、彼女の中の路みちは彼の猛りにこすられてはびくびくとうねり、ますます彼を昂ぶらせていく。

「あ、ああ！」

　一際高い声で啼ないたあと、オデットから力が抜けた。なので、レオナルドは両腕で彼女の腹を引き寄せて、背と胸板を密着させたまま、どくどくと精を放ち、ぶるりと震えた。

　レオナルドは背後からオデットを抱きしめたまま横になり、そのまま二人は無言で肌を重ねていた。オデットがレオナルドのほうへ振り向いたのでレオナルドは首を伸ばし、彼女の上唇を啄む。

「次は女の子がいいな」

　オデットがそう囁くと、レオナルドの顔が明るくなった。

「オデットそっくりだと嬉しいな」

　レオナルドはオデットをぎゅっとする。

『どうせ、またすぐ孕はらんじゃうから』とレオナルドが言ったのは一年前のこと。

　短い春を惜しむように、二人は毎夜こんな調子だった。それなのに、オデットに妊娠の兆候は現れなかった。




　そんなとき、レオナルドは異母兄に息子が生まれたという情報を掴んだ。

　異母兄はレオナルドに国外追放されたあと、トゥール王国で暮らしていて、その動きが逐一レオナルドの耳に入るようになっている。

　異母兄は腑抜けなので、レオナルドは放っておいたが、息子となると話は別だ。その子が賢い男子で、周りが持ち上げたら、アンリの脅威になる。

　今更ながら、玉座を奪還したときに異母兄を消すか幽閉しておくべきだったと、レオナルドは後悔し始めていた。

　当時、レオナルドは守るべき妻も子もいなかったのでそういう選択をした。オデットは以前、そのことについて彼を批判したことがある。今思えばオデットの言う通りで、自分は甘かったのかもしれない。

　かといって、レオナルドは罪のない甥おいを殺す気にはなれないし、そんなことをしたら、彼の評判を落とすだけだ。




　アンリが生まれたといえ、まだ椅子に座って食事ができないので、『王家の食事の間』では、相変わらず大きなテーブルで二人きりで晩ばん餐さんをとっている。

　レオナルドはここでオデットに告げた。

「明日から、アンリの警備を強化する。今『王妃の居室』の『衛兵控えの間』に常駐している衛兵の数を、二人から五人に増やす」

「なぜ、急に？」

「歩けるようになったから、心配だろう？」

「そういうのは、侍女や乳母が細心の注意を払ってくれている」

「転んだり、椅子から落ちたりとか、そういうのはもちろん女性で十分だが、アンリは何と言っても世継ぎだからな」

「まあ、警備は厚いに越したことはないが……」

　オデットに訝いぶかしげな視線を向けられたような気がしたが、それはレオナルドの考えすぎかもしれない。異母兄のことは極秘扱いなので、オデットにバレるはずがない。




　翌朝、レオナルドが起きると、頬にオデットのかかとが食い込んでいた。

　オデットはレオナルドに不満があるとき、寝相がこの体勢になるのだ。おそらく無意識でやっている。

　レオナルドは一年前から、わからないことは裏で調べずに、オデットに直接尋ねることにしていた。

　オデットが目を覚ましたので、早速、訊いてみる。

「何か俺、悪いことした？」

　オデットがぶすっとした顔を向けてくる。

「してない」

「機嫌悪くない？」

「悪くない」

　オデットは口を左右に広げ、にかっと笑った。でも、目は笑っていなかった。




　翌朝、謁見から自室に戻ったオデットは、女官であるセザール男爵夫人の前で、不機嫌につぶやいた。

「口くち惜おしい……」

　男爵夫人が慌てて訊き返す。

「どうなさったんです？」

「レオンは、私がもう子どもを孕はらめないと踏んでいるようだ」

　夫人も内心、そのことが気がかりだったのでドキリとした。だが、それを表情に出すような女官ではない。にこやかに答えた。

「あら、まあ、おかげでレオナルド様と仲睦まじくて……よろしいじゃございませんか」

「うん。それはそうだけど……」

　夫人には、切札があった。

「実は、私も、第一子と二子の間が二年空いていますのよ」

「そ、そうか」

「そうですわよ。楽しめるのは今のうちですわ」

　オデットに艶やかな微笑みを向けたあと、侍女たちに指図して、オデットを着替えさせる。




　その二時間後、夫人は王の執務室にいた。

「そうか、オデットはそんなことを気にしているのか」

　二人はいつものローテーブルで向かい合っている。

「ええ。レオナルド様としては、ご懐妊なさらないことがありがたかったりするのかもしれませんが……」

　レオナルドは、ゴホンと照れたように咳払いをした。

「すぐ妊娠して、できなくなると思っていたので、こんなに長く愉たのし……ではなくて、オデットは俺から警備を強化すると聞いて、二人目を諦めたと誤解したんだな」

「警備の者が増えたのはありがたいですわ。男手が増えて」

「だよな？　でも、オデットの気持ちはどうしたらいい？」

「あら、今度から、私経由じゃなくて、オデット様ご本人に直接お伺いになるとおっしゃっていましたわよね？」

「うん。まあ、それもそうだが……訊いても答えてくれないし、本人が気にしているんだから、話題にしにくいだろう？」

　夫人はフフッといたずらっぽく微笑んだ。

「意地悪を申し上げてすみませんでした。妊娠しないことがストレスになっていらっしゃるようですから、それから解放して差し上げたらいかがでしょう？」

　レオナルドは腕を組み、渋い顔になる。

「どうやって？」

「それはお二人でお考えになられたほうがよろしいんじゃありませんこと？」

　レオナルドは困惑の表情を浮かべた。




「オデット……」

　ベッドの上で、レオナルドは横向きに寝ているオデットを背中側から抱きしめ、耳たぶを甘噛みする。

「レオン……」

　オデットは顔だけ少しレオナルドのほうに向けた。

「毎夜毎夜、これをするのは飽きた」

　ぐっさりと、レオナルドの心臓は大きな槍やりで突かれた。ショックのあまり、思考停止に陥る。

　だが、しばらくして、これは子どもができないストレスから解放されたいということではないか、と思い直した。

「じゃあ、あんたはどうしたいんだ？」

　ひきつり笑いで尋ねるが、オデットにはレオナルドの顔は見えていない。

「一カ月、別々に寝よう」

　ぐさぐさぐさと今度は矢が大量に刺さり、再び思考停止に陥ったが、「え、じゃあ今日は？」と訊くと、今日はＯＫとのことなので、とりあえず四回した。

　レオナルドはオデットを攻めたてながら「なんで別々なわけ？」「なんで一カ月なんだ？」と耳元で問いかけたが、彼女はとうとう口を割らなかった。




　翌日、レオナルドはハリントン伯爵を執務室に呼び出した。

　伯爵は、ローテーブルを挟んでレオナルドと向き合い、人差し指で髪の毛をくるくるとさせていた。伯爵が面白くないときにするしぐさだ。

「どうせ伯爵が何か入れ知恵したんだろう？」

　レオナルドはいらだちを隠さずに決めつけた。

「入れ知恵？　失礼な。なんで妊娠しないのかとオデットに訊かれて妙案をお教えしたまで。あれは……昨日の午後のことです」
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　春の柔らかな光が降り注ぐ中庭で、アンリ様は、テーブルの脚を握って体を支えていたかと思うと、おぼつかない足取りで、とてとてと歩き出しました。

　私もオデット様も乳母も、美形の衛兵も、そうでない衛兵も皆、アンリ様を温かな眼差しで見つめたものです。

　オデット様は目でアンリ様の足取りを追いながら、私に質問してきました。

『なあ、なんで妊娠しないんだろうな？』

『そんなの、私が聞きたいですよ。前はすぐできたんだから、前と同じようにしたらいいんじゃないですか？』

『えー、なんだろ。馬車の中でするとか？』

　私は思わず、半眼になってしまいましたよ。

『私が気を利かせて侍従の馬車に移ったあと、やっぱりやってたんですね』

『まあ、もう時効だろ』

『確か、前は一カ月間、ケンカしたあと、いっぱいしたんじゃなかったでしたっけ？』

『今回もケンカしろと？』

『いえ。一カ月しないで溜めたのがよかったんじゃないかと』

　そうしたら、オデット様は途端に顔がパーッと明るくなりました。

『なるほど！　それはあるかも！』

『オデット、男の子がたくさん欲しいんでしょう？』

『それはない。女の子のほうがいいくらいだ』

　オデット様は、帝王教育を受けているので、この答えは意外でした。彼女は後継者をたくさん欲しがるタイプだと思っていたからです。

　ちょうどそのとき、アンリ様がオデット様の足まで辿り着いたので、オデット様は、アンリ様を見つめ合える高さまで抱き上げ、優しい笑みを浮かべました。
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「何が妙案だ！　ケンカしてもいないのに、一カ月もできないなんて……。他人の閨けい房ぼうに首を突っ込むな！」

　レオナルドが拳でダンッとテーブルを叩き、語気を荒げたので、伯爵は不愉快そうに片眉を吊り上げた。

　レオナルドが続ける。

「俺は、子どもは生まれればそれでいいけれど、生まれなくてもいいんだ。オデットさえいてくれれば」

「オデット様の手にかかると、あなたは途端に切れ者のナルミア国王らしくなくなりますね。本来はあなたこそ、後継者をたくさん欲しがるべきでしょう？」

「そんなことは、わかっている！　だが、子どもができるようなことをしても、できないんだから、どうしようもないだろう!?」

　伯爵は肩を竦めて「それもそうですね」と答えた。




　おせっかいな外交官のせいで、オデットが『王夫妻の寝室』で眠らなくなったので、その晩、レオナルドは『王妃の居室』に顔を出した。

　オデットはもう寝室にいて、レオナルドを見るなり「ここではしないからな」と牽けん制せいしてくる。

　レオナルドはますます不愉快になった。

　だが、前もこんなことがあったことを思い出す。

　まだ新婚のころ、オデットがセックスしたくないというので、気分転換に馬の名産地アンティラを訪問しようと提案したときのことだ。それでオデットは機嫌を直したのだった。

　レオナルドは、寝室の扉を閉め、そこに体をもたれかけさせた。オデットと距離を置き、手を出す気はないという意志を示す。

「なあ、今度、海に行こうか」

　オデットが怪訝そうにレオナルドの顔をうかがった。

「なぜ唐突に、そんなことを言い出すのだ？」

「あんた、前、行きたいって言っていたじゃないか。雨が降って中止になって、そのあと妊娠して……行けないままだろう？　一緒に海辺を馬で駆けようよ」

「アンリはどうする？」

「歩けるようになったから、一緒に連れて行ってもいいし、留守番だってもうできるだろう？」

　オデットはじっとレオナルドを見つめる。

「アンリにも海、見せてやりたいな」

　オデットの表情が柔らいだので、レオナルドは扉から背を離し、姿勢を正した。

「じゃあ、アンリも連れていこう」
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　初夏の青い空の下、国王一家を乗せた黄金の馬車は海沿いの道を走っていた。その前後を騎馬兵と、お伴の馬車が固めている。

「すごい！　すごい！」

　馬車の窓から海を眺めて、オデットは興奮していた。

　海は空と溶け合うほどに青く、光を浴びて輝き、白い波が兎うさぎのようにぴょんぴょんと海岸まで跳ねてくる。

「絵で見るのとは全然違う！」

　レオナルドは無邪気に喜ぶオデットを見て、心の奥から温かな気持ちが湧き上がってきた。

　オデットはここ一年、ずっと〝母親〟になっていて、何かに触れて楽しんだり、喜んだりすることを忘れていたのではないか。

　砂浜に降りると、オデットは白いドレスをはためかせ、波の中に足を入れてはしゃいだ。砂浜には、アンリを抱っこした乳母がいて、その周りを衛兵五人が囲んでいる。レオナルドは、念のために、泳ぎが得意な者ばかりを厳選してきていた。

『妊娠しないことがストレスになっているようだから、それから解放して差し上げたら』

　レオナルドはセザール男爵夫人の言葉を思い出していた。別に妊娠しなくてもいいのだけれど、オデットは今、明らかにストレスから解放されている。

　初めて会ったときのオデットにまた会えたようで、レオナルドは男爵夫人に感謝した。




　その晩は、海の近くにある城に泊まった。

　いつもより少し小さいサイズのベッドで、二人寝転んで話をする。オデットは横向きになって肘を突き、レオナルドに微笑みかけた。

「お前は優しいな」

「え？」

「だって、忙しいはずなのに、こんな旅行に連れてきてくれるなんて……まあ、どうせセザール男爵夫人から聞いたんだろう？」

　ここは、夫人のためにも、しらばっくれなくてはいけない。

「な、何を聞いたと思ってるんだ？」

「ふん。私が妊娠しないと気にしているとか、そういうことだ」

「オデットは気にしてるの？」

「私は別に子どもが欲しいわけじゃない」

「俺だってそうだ」

　オデットが意外そうな顔になった。

「お前は国王だから欲しがらなきゃいかんだろう」

　オデットまでハリントン伯爵みたいなことを言う。

「なぜ？」

「だって、たくさん子どもがいると保険になる」

「アンリは俺たちの子だ。丈夫に育つに決まってるだろう？　保険なんて必要ない」

　一瞬、オデットが泣きそうな顔になった。

「レオン……」

　珍しくも、オデットからレオナルドにキスをしてきた。間近で、潤んだ瞳を向けてくる。

「……母国では私が保険だったんだ」

「オデット……そうか……」

　こういうときのオデットは儚はかなげで愛おしく、レオナルドは思わずぎゅっと抱きしめてしまう。顔を彼の胸に押しつけたオデットのくぐもった声が聞こえてきた。

「王妃の自分が、もっとたくさん男子を産まなければいけないと考えるんだが、母親としては、それはまるでアンリが死ぬ可能性を認めているみたいで、すごくいやだったんだ」

「そうか……」

　レオナルドはオデットの額にキスをする。

「トリニアみたいに、たくさん産んで保険にする国もあるが、うちは、一人を大事に育てればいいじゃないか。アンリに替えはきかないし、そんなもの必要ない」

「うん……そうだな。やっぱりお前と結婚してよかった」

　オデットの涙をレオナルドは舌で拭ったのち、キスの位置を少しずつ下げていき、彼女の唇に重ねた。

「レオン……」

「オデット……」

　見つめ合いながら、レオナルドが再び口づけをしようとしたところ、オデットがしゃべり始めたので唇と唇を突き合わせたところで止まった。

「一人を大事にするにしても……なんであんなに突然、警備を強化しようと思ったんだ？」

　レオナルドは、せっかくムードがいいところをぶった切られて、眉間に皺を寄せるが、相手は元来、ムードを壊す天才である。もう慣れている。

「実は、異母兄に息子が生まれて……。すまん、俺が甘かったばっかりに心配ごとを……」

　オデットの顔がみるみる険しくなっていった。

「馬の品質を落としたお前の異母兄にかぁ？」

「ああ、それどころか、いらん戦争をしかけて民を苦しめた、あの碌ろくでもない異母兄が……」

「それを早く言わないか！」

　オデットが急に上半身を起こした。

「今、なぜか猛烈に子作りをしたくなってきたぞ」

　レオナルドは戸惑いながらも、以前、郊外の城で子作りに励んだときのことを思い出した。

　レオナルドが敵国を訪問するというので〝血統を絶やさないために〟オデットはレオナルドと寸暇を惜しんでセックスし、見事、孕はらんだのだった。

　──もしかしてこの人、国家の危機を感じたら……孕はらむ!?

　レオナルドがそんな結論に至ったとき、オデットにぐいっとガウンの襟を掴まれた。横おう臥がのまま顔が近づく。彼女の目は据わっていた。

「ちょうど二週間分溜まったころだろ」

　オデットに肩を押され、レオナルドは仰向けになった。

「オデット？」

　レオナルドが戸惑っていると、オデットにガウンの紐を解かれる。

「ど、どうした？」

「どうしたもこうしたも……わかっているだろう？」

　何をしようとしているのか予想はついているが、ベッドではいつも受け身なオデットが積極的だから、訊いているのだ。

　オデットが上体を起こし、ネグリジェの裾を持ち上げて、レオナルドにのしかかる。彼の胸板に直に手を突いた。

　レオナルドのガウンは開はだけているし、オデットは夜着の下に何も身に着けていない。彼女の秘所が彼の大腿に押しつけられた。

　夜になり、涼しくなったとはいえ、初夏である、湿った肌と肌がねっとりと触れ合う。

　──あれ？　汗だけじゃない……？

　レオナルドは手を伸ばし、彼女の淡い茂みへと指を滑らせた。指先が蜜に濡れる。そのときオデットの蜜芽をこすったようで「はぁ……」という官能的な声とともに、オデットが顔を上げた。

　鳶色の艶やかな髪がばさりと落ちたところに、肩の開いた夜着をかろうじて留め置くリボンがある。レオナルドはそれを引っ張って夜着全体を下にずらす。オデットのたわわな乳房は、下から眺めるといつもより煽情せんじょう的だ。

　彼女の股の前で、モスリンの布地が盛り上がっていた。脱げかけたネグリジェで覆われた彼の性が雄々しくそそり立っているのだ。その剛直が布地ごと彼女の手で包まれたものだから、思わずレオナルドはびくっと反応してしまう。

　オデットが満足げに口の端を上げる。魔性を感じさせるような笑みに、レオナルドは下肢を熱くした。

　オデットは性急にも、腰を少し浮かせて、彼の雄を自身の中に呑のみ込んでいく。

「オデ……ト」

　めりめりと全て入ったところで、「んんっ……」と、オデットが背を弓なりにさせた。

　その張り出した乳房に、レオナルドは自おのずと手を伸ばす。両手で下から掬すくい上げるようにして、やわやわと揉みしだく。

「あ、は……あ……あ……」

　いつもよりトーンの高い声を放ち、その音とリズムを合わせるかのように、オデットが腰を前後に揺らす。ぬちぬちと淫いん猥わいな水音を立てながら、ぷっくりと張り出した臀部が滑る。

　オデットは秘所をぐぐっと押しつけ、彼の脇腹を抱き締めるようにぎゅっと脚に力を入れてくる。しかもそのタイミングで、彼の怒張に埋め尽くされた隘あい路ろを蠢しゅん動どうさせるではないか。

「く……オデッ……」

　まるで馬にでもなった気分だ。こうやってオデットに全てを絡めとられ、意のままに操られてしまう。

　だが、その繰り返しはとてつもない快感をもたらしていた。彼の雄は嵩かさを増すばかりだ。

　やがて胸を愛撫する余裕がなくなってきたレオナルドは上体を起こし、楔をさらに奥まで打ち込もうとするかのように彼女の臀部を掴んで引き寄せる。お互い座して向かい合った。

「あっあっあっあぁ……！」
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　そのたびに大きさを増した彼の漲みなぎりを、オデットがぎゅっぎゅっと締めつけてくるものだからたまらない。

「くっ……」

　不覚にも、レオナルドのほうが先に達してしまった。これはあまりないことだ。

「はぁ……」

　そのときオデットは満足げに微笑んで、ひときわ強く彼の性を包み込んだあと、レオナルドの胸に崩れ落ちた。

　のちにレオナルドは、何度もこの夜を思い出すことになる。オデットは馬の扱いが神業クラスなだけあって、最高の夜となったのだった。

　そして案の定、その後、オデットに月のものが来ることはなかった。








第四章　オデットの夢












　結婚三年目の春、オデットが産んだ第二子はまたしても男児だった。

　レオナルドはオデット似の女児が生まれるのを期待していたので、心しん中ちゅう、かなり落胆していた。

　だが彼は、これがオデットにバレないようにするつもりだ。オデットは子どもへの愛情が深いから、次男ニコラが望まれない子扱いされたと感じて失望しそうである。

　というわけで、レオナルドは王妃の寝室に入る前に口角を上げてみた。とびきりの笑顔を作る予定だ。

「オデット、よくやった！」

　彼は満面の笑みをたたえながら寝室へ飛び入った。

　ベッドヘッドのクッションの山にもたれ、ニコラを抱っこしているオデットが視線を向けてくる。ベッドの脇には、二歳になるアンリが立っていた。そして乳母や侍女が周りで見守っている。

　レオナルドは笑顔で両手を広げた。

「オデット、抱っこさせて」

「あ、ああ」

　オデットは戸惑いながら、レオナルドにニコラを渡す。オデットは、こんなに喜ばれるとは思っていなかったので戸惑いを隠せない。

　というのも、レオナルドは妊娠がわかってからというもの、『きっと女の子だ！』と言って、女児用の衣服や玩具を用意させては、可愛い可愛いと連呼していたからだ。

　その彼が腕にニコラをのせて、顔をのぞき込む。

　──またしても俺そっくり……。

　せめてオデットに似ていてくれたらよかったのにと内心がっかりしながら、微笑みをオデットに向けた。

「俺も手て馴なれたものだろう？」

　最初の子のときは抱き方もわからず、あたふたしたものだ。




　一カ月後には、ベッドで二人は熱いキスを交わしていた。今回は、第一子のときと違い、すんなりとセックスの再開ができた。

　──これも俺の演技力のおかげだな。

　レオナルドは悦に入った。

　ただ一人、男の嘘に敏感な外交官、ハリントン伯爵だけが彼の芝居に気づいていた。回廊ですれ違いざま、優雅にお辞儀をしてから、含みのある笑みを向けてくる。

「喜ぶ演技も大変ですね」

「なんのことだ？」

　レオナルドが怪訝そうに顔を向けると、伯爵は片眉だけ上げて微笑んだ。

　だが、勘付かれても、あくまでそれを認めなければ何も問題ない。政治や外交でも鉄則だ。




　半年後、ニコラがオデットよりも乳母のほうに懐いているのを見てとったレオナルドは『王家の食事の間』で提案した。

「オデット、そろそろ外遊はどう？　来月、一緒にレーヴィ王国に行かないか。妹にも会えるぞ」

　レオナルドは、オデットを小さな男二人から引き離して新婚旅行気分に浸ろうと画策していた。

　オデットの妹、セリーヌは、婚約こそオデットより遅かったが、オデットが婚約破棄のほとぼりが冷めるまで待っていたので、一足先にレーヴィ王国に嫁いでいる。絶対に行きたがるはずだ。

「そうか。セリーヌとは四年ぶりだな。喜ぶだろうなあ」

　そこでレオナルドは少し違和感を覚えた。

　──オデットではなく妹が喜ぶ？

「もしかして子どものことが気にかかってる？」

「いや、ニコラは私がいなくても大丈夫だ」

「じゃあ、決まりだ。来月、友好国レーヴィを訪問しよう」

　オデットは嬉しそうに微笑んでいた。




　そして一カ月後、二人は祭礼用の豪ごう奢しゃな馬車に乗り、近この衛え兵へいに守られて出立した。オデットは初めての外遊となる。

　馬車の中からの景色はとても新鮮なものだった。

　小麦畑がどこまでも広がり、民は国王夫妻の馬車に気づくと笑顔を向けてくれた。誰も穴の開いたボロなどまとっていない。質素ながらも清潔な服を着ている。

　オデットは首を回してレオナルドに顔を向けた。

「馬車が通る道の近くに困窮者を近づけないようにしていないか？」

「失礼だな。そんな命令は出したことないし、出さん」

「部下が気を利かせたとか？」

「疑い深いな。困窮者は各教会に集めて、衣食住を提供する代わりに職業訓練をさせている」

「やるな」

「持てる民は全てフル活用する主義なもんで」

　レオナルドが腕を組み、自慢げに片方の口角を上げた。

「民も幸せになるし、国庫も潤うというわけか」

「まあな。惚ほれ直した？」

「元々べた惚れだ」

「俺も！」

　レオナルドはオデットを抱きしめて口づける。




　そんな調子で三泊四日の長旅もあっという間に過ぎ、レーヴィ王宮に到着した。

　ナルミアほど大きくはないが、荘厳なバロック建築の宮殿だった。玄関ホールには、円柱が並び、そのアーチの頂上には天使の彫刻が模かたどられている。

　出迎えたレーヴィ国王はセリーヌより十六歳年上の三十六歳。賢王として民衆から慕われるだけあって、優しげな微笑みをたたえている。

「ようこそいらっしゃいました。お会いできて光栄です」

　レーヴィ国王に手を差し出されたので、レオナルドも手を出し、握手となる。

「こちらこそお招きくださり、ありがとうございました」

　国王の横にセリーヌがいた。レオナルドとオデットのお見合いは秘密裡だったので、これがお互い初しょ見けんになる。

　セリーヌは美しい女性だった。姉のオデットより背が高く、大人びて見える。セリーヌに比べると、オデットは小柄で可愛い感じだ。

「お姉様……」

　セリーヌがそう言ってオデットに抱きついたので、皆が驚いた。

　普通、王妃は公の場でこんなことをしない。

　オデットが笑いながら「こらこら」と言ってたしなめている。相当仲がいい姉妹のようだ。




　その晩、宮殿の大広間で開かれた歓迎晩餐会は、王族貴族二百人以上が出席する大規模なものだった。

　雛壇中央は国王二人、レーヴィ国王の横にオデット、レオナルドの横にセリーヌという並びだ。

　セリーヌは畳み掛けるようにオデットのことを訊いてきた。

「王子様たちは姉に似ていますか？」

「いえ、二人とも私似で、オデットは『ちびレオン』と呼んでいます」

　セリーヌの表情が曇ったような気がしたが、レオナルドは気のせいだろうと考え直す。

「姉はパンが好きでしょう？　ナルミアに美味しいパンはありますの？」

「ええ。オデットはナルミアのパンをえらく気に入って、婚礼の晩餐会のときもパンばかり食べていましたよ」

　レオナルドが思い出して苦笑をすると、セリーヌが一瞬目を眇すがめ、舌打ちをするような表情になったような気がした。

　──いや、まさか気のせいだ。

「姉はナルミアでも馬で駆け回っているのかしら」

「ええ。アンティラ産の牝馬がいて、シリル以上に素晴らしいと気に入っています」

「ふう～ん」

　顔に意地悪っぽさが浮かんだような気がしたが、これもきっと気のせいだ。

「ねえ、レオナルド様、姉は私と違って、小さいころから帝王学を学んできましたの。今、その知識を活かせているんでしょうか？」

「え、いや。オデットは育児で忙しくて……」

「あら、私も二人子どもがいますけど、乳母に任せてますわよ？」

「私もそれでいいと思うのですが、オデットは子どもへの愛情が深いんです」

　セリーヌがクスッと意地悪な笑みを浮かべたあと突然、カッと目を見開いた。

「レオナルド様にそっくりという王子様たちへの愛情が!?」

　──気のせいじゃない！

　その瞬間、レオナルドは彼女の悪感情をようやく認める。

　だが、妹と仲が悪いなんてことはオデットから聞いたことがない。レオナルドは二人の関係をとらえかねていた。




　夜、『貴賓の間』に入り、オデットに姉妹仲について尋ねようと思っていたところ、オデットの隣に立つ侍女二人が目についた。オデットの荷物が入っているらしき大きな櫃ひつを二人で持っている。

「レオン、セリーヌが私といろいろ話したいと言っていて、王妃の寝室で寝るが、いいだろう？」

　帰国したら、次はいつ会えるともわからない姉妹だ。

「ああ、もちろん。積もる話もあるだろう」

　そうやって送り出すしかない。ある程度の演技は、夫婦円満の秘訣である。

「レオンなら、そう言ってくれると思っていた。ありがとう」

　オデットはちゅっと軽くレオナルドの頬にキスをしてから、侍女二人を連れて、去って行った。

　新婚旅行気分で計画したレオナルドには大誤算だ。三泊のうちの貴重な一泊目が一人寝となる。

　──今度の外遊はオデットの知り合いがいない国にしよう。

　レオナルドは密かにそう決意した。




　花柄の刺繍が施されたピンクのドレープが天蓋から下がる少女趣味なベッドに、オデットはセリーヌと並んで座っていた。セリーヌは夜着までピンクで、あちこちにフリフリのレースが施されている。

　オデットはいつもの破は廉れん恥ちな夜着というわけにいかず、首元まで布地がある、シンプルなモスリンのワンピースだ。

「赤ちゃんは？」

　セリーヌには二歳の男児と一歳の女児がいる。

「もちろん、乳母に任せてるわ。クロエはとっても可愛いから、お姉様の二歳の王太子様にぴったりじゃない？」

「うん、そうだな。本人たちの気が合えばいいかもしれない」

「なあに？　それ。お姉様らしくないわ」

「どこが？」

「政略結婚に本人の意思なんて関係ないって、お考えになるかと思ったの」

「お前は全然変わってないな」

　そう言ってオデットは視線を自分の胸に落とした。

　もみもみもみもみと、先ほどから会話中もひたすらオデットの胸を揉み続けていたセリーヌが顔を上げる。その瞳はうっとりとしていた。ほうっと、美術品に感嘆するかのような溜息をつく。

「お姉様、この感触も変わってないわ……」

　今度は人差し指で弾力を楽しみ始める。

「でも心は変わってしまわれたわ」

　その指で心臓の位置を指す。

「今夜は、えらく絡むな。飲みすぎか？」

「レオナルド様に聞いたわ。お姉様、今、育児なさっているの？」

「ああ。想像以上に子どもが可愛くて、乳母に任せていられないのだ」

　貴族ですら育児は乳母に任せるのが普通である。ましてやオデットは王妃なのだ。

「そう。私はお姉様が幸せなら、それでいい……いいと思うのだけれど、私、やっぱり口惜しいの」

「何が？」

　セリーヌはつんつんをやめて、がばっとオデットに抱き着いた。

「だって！　お姉様、女王になるはずだったのに」

　オデットは苦笑いでセリーヌの背中をとんとんする。

「セリーヌ、買いかぶりすぎだ」

「そんなことない！　お姉様、算術も歴史もあんなにおできになって神童だって言われて、政治経済だってお父様から実地で訓練を受けてらしたわ。昔は私に、こんな政策を立てたいって夢を語ってくださったじゃないの！」

「いや、恥ずかしい」

　オデットはレオナルドに自慢げに語ったことがあるのを思い出していた。

「まあ、そういう夢が役に立ったりするんだな、これが」

　夢を語ったことで、まさかナルミア国王が釣れることになるなんて、思ってもいなかった。

　セリーヌはオデットが女王の座を捨てて、さっさとナルミア国王に嫁いだことをよく思っていない。オデットはセリーヌの希望の星だったのだ。

　セリーヌが顔を上げ、湿った瞳を向けてきた。

「では、お姉様、今、夢はおありなの？」

「夢……？」

　考えたこともなかったので、オデットは少し逡しゅん巡じゅんしたのち答える。

「アンリが立派な国王に……」

　だが、その答えはセリーヌによって途中で遮られた。

「そんな！　人の夢じゃなくて、お姉様ご自身の夢よ！」

「私自身の夢？」

「やっぱり、おありじゃないのね、お可哀想！」

　真顔で面と向かってそう告げられ、オデットは動揺する。

　──私が妹に憐れまれるなんて……。

「別に私は幸せだよ？」

　──幸せなはずなんだが……。

　セリーヌの落胆が棘とげとなって、オデットの胸をちくちくと刺していた。




　翌日のスケジュールは、葡萄ぶどう畑とシャトーの見学、そして大広間での舞踏会だ。

　葡萄畑でも、セリーヌはオデットに腕を絡めて甘えていた。

　広大な葡萄畑の緑を背景に戯たわむれる美人姉妹。

　──この図は悪くない。

　レオナルドはそう思い、レーヴィ国王に話しかける。

「あの姉妹のように、我々の国同士も仲良くしたいものですな」

　そうやって、レーヴィ国王との距離を縮めていき、半日で、『レオン』『フェルナン』と呼び合うまでになった。外交的には大成功と言えよう。




　歓迎舞踏会には、三百名もの王侯貴族たちが参加した。

　両国王夫妻によるファーストダンスが終わると、貴族たちも踊り始める。セリーヌの提案で、それぞれ相手国の王妃と踊ることになった。




　セリーヌがダンスのとき、レオナルドに必要以上にくっついてくる。レオナルドにしたら、レーヴィ国王の信頼を失ってはいけないので、非常にまずい。

　セリーヌは国王の視界に入らないときを狙って体を密着させてくるので、意図的だ。レオナルドが驚いて彼女の顔を見ても、艶やかな笑みで返してくるだけ──。

　レオナルドが戸惑っているところに話しかけられた。

「私、姉から、レオナルド様のことが好きって聞いたことがありませんの」

　ずどーんと、背後から銃で撃たれた気分である。レオナルドは一瞬で瀕ひん死しになった。

「レオナルド様にはちゃんと『愛してる』って言っているのかしら」

　──最近だって言われた……。

　だが、あれは落ち込んでいる息子を慰めるような『愛している』だったような気がする。オデットに指摘されて気づいたが、大人になっても、親に愛されなかったことを引きずっているなんて、レオナルドにしたら恥ずかしくもある。

　だが、あのときレオナルドは、オデットの愛の深さに救われた。

「そんな言葉より、もっといい言葉をもらっています」

　レオナルドは真しん摯しな眼差しをセリーヌに向けた。

「そう。よかったですわ。姉は演技できないタイプだから心配だったけど……」

　──え？

「ちゃんと大人になったんですね」

　──ええ？

　夫に好意を示すのは、大人になって演技ができるようになったから、というわけだ。

　また、セリーヌが胸を押しつけてきた。顔が似ているのにオデットより小ぶりなのが新鮮だ。

　──って、こらこら、俺、何を考えているんだ！

「こんな素敵な旦那様だったら、私なら優しくして差し上げるのに……」

　しかも、ものすごく艶っぽい表情でレオナルドを見つめてくる。

「あとでお話ししたいことがありますの。お時間いただけませんでしょうか」

　レオナルドが我に返った。

「それはオデットも同席ですよね？」

　いらぬ誤解を招きたくない。しかもレーヴィ国王に知られてもまずい。

「いいえ。二人きりで」

「それはよろしくないかと」

「何か誤解されていらっしゃいませんこと？　私、レオナルド様と姉との仲を良くして差し上げたくて、こう申していますのよ」

　──すでに仲いいんだけど……。

　おせっかいなところはハリントン伯爵を彷ほう彿ふつとさせる。

「フェルナン……レーヴィ国王に許可をいただければ……」

「それなら大丈夫ですわ」

　セリーヌが、ふふっと余裕の笑みを浮かべた。

　──フェルナンは、この若い妻の言いなりなのだろうか。

　かくいうレオナルドもオデットの言いなりだから、全くトリニアの王女というのは恐ろしい。

　ダンスが終わったので、レオナルドは早速フェルナンに相談してみる。とにかく、誤解は避けねばならない。

「セリーヌ王妃が、私たちの夫婦関係についてアドバイスをするために、私と二人で話したいとのことです。問題ありませんでしょうか」

　すると、フェルナンが同情するような瞳でレオナルドを見つめた。

「そうですか。頑張って」

　──これじゃ、まるでうちの夫婦仲が悪いみたいじゃないか。

　思わず、救いを求めるような目で、オデットのほうを見やる。オデットはセリーヌとしゃべっていたが、レオナルドの視線に気づいて、微笑みかけてくれた。優しげな笑みだ。

　──これも演技なのか……。

　レオナルドが第二子出産でオーバーに喜んだように、オデットも演技しているのかもしれない。

　その後、セリーヌに、王妃の私室に来て、と誘われたが、舞踏会場のバルコニーにしてもらった。そこでもセリーヌは距離を縮めてくる。

「私、本当はナルミアに嫁ぎたかったんです」

　──やっぱり色仕掛けか。

　レオナルドは少しあとずさった。

「それは光栄です。ところで、もしかして、オデットと仲が悪いんですか」

「いいえ。私は何をされても怒ったり逆らったりしませんでしたわ。だからケンカにもなりません」

「何をって、たとえばどんなことです？」

「たとえば森で採ってきたカブトムシをアクセサリーと言って、私の頭にのせてきたりしても……」

　レオナルドは思わず噴き出してしまった。

　──やっぱりオデットは最高だ。

　笑うレオナルドに、セリーヌが不愉快そうな視線を向けてきたので、彼は咳払いをして真面目な顔に戻る。

　すると、セリーヌが潤んだ瞳で彼を見つめ、その小さく白い手を彼の胸にそっと置いてきた。

「姉は私のことを嫌いじゃないけれど、私は姉が嫌いだから……安心して」

　姉には言わないから自分と浮気しろということだ。

　──可哀想なオデット。こんなに性格の悪い妹がいて、嫌われていたなんて。俺がその分、たくさん愛してやる。

「別に今更、ナルミアに嫁ぎたいだなんて言いません。一回でいいから……」

　セリーヌがそう畳みかけてくる。夫婦仲的にも外交的にも無理だし、そもそもこんな意地悪な女はご免だ。レオナルドはオデットの口ぐせを真似てみる。

「一回でもだめです。神の教えに反します」

　すると、セリーヌは、その大きな瞳をまん丸にさせたあと、ぷっと笑った。

「いやね。姉みたいですわ。じゃあ仕方ないわね。でもさっき、鼻の下を伸ばしていたでしょう？」

　セリーヌはレオナルドを試していたのだ。レーヴィ国王夫妻の仲は良好だと、間諜スパイの報告によって知らされていたが、あれは本当だったようだ。

「だって、あなたはオデットに似ているから。オデットにそう言われたような気になるでしょう？」

　レオナルドは少し安心して微笑んだ。

「ふーん。姉を愛しているんですのね。でも、残念。一度も姉からレオナルド様のことを好きって聞いたことがないのは本当ですわ」

　ずどーんと古傷を再び銃で撃たれた気分だ。

　色仕掛けは避けられても、問題の根本が解決していない。こういうときは周りから攻めず、本人に直球勝負だ。




　その夜、『貴賓の間』のベッドの上で、二人は向かい合って寝転んでいた。外国の賓客に自国の豊かさを見せつけるための部屋なので豪華絢爛だ。ベッドもやたら大きくて天蓋は黄金、そこから垂れるドレープも金糸の刺繍がふんだんに施されすぎていて重々しい。

　レオナルドは両手でオデットの頬を包み、鼻が触れ合うくらいの近さで見つめる。

「なんで俺のことを好きだってセリーヌに言ってないんだ？」

　オデットが眉根を寄せる。

「なんでそんなことを妹に言わなきゃならないんだ？」

「それは、ほら、オデット以外の人から、オデットが俺のことを好きだと言っていたと聞いたら、嬉しくなるじゃない？」

　レオナルドはオデットに口づけした。

「そういうものか」

　オデットを仰向けにさせ、覆いかぶさる。

「そういうものだ」




　翌日は、レーヴィ王家が誇る宮廷劇場でオペラ観劇となる。オペラ好きの先代が宮殿の中に大劇場を建てたものだ。

　黄金で彩られた中央ボックス席にレオナルドとオデットが現れると、貴族たちは立ち上がって拍手で歓待した。

　オペラが始まると、並んで座るオデットとセリーヌが小声で何か話し込んでいる。明らかにオペラの内容についての会話ではない。

　──どうせそれぞれの夫についての愚痴でも言ってるんだろう。

　レオナルドは二人の様子を一いち瞥べつして、そう思っていた。

　すると突然、オデットがフェルナンに「失礼。しばらく王妃様をお借りいたします」と、立ち上がった。セリーヌは手を引っ張られ、連れていかれる。その後ろを両国の侍女たちが追った。




　ことの起こりは、ボックス席に着くなり、セリーヌがオデットに、ある告白をしたことだ。

　レオナルドの予想通り、二人の会話は夫についてではあったが、愚痴ではなかった。

「お姉様はレオナルド様のことをなんとも思っていないのに、レオナルド様はお姉様に夢中なようね？　さすがだわ！」

　オデットは顔が熱くなるのを感じて扇であおいだ。一体、レオナルドは妹に何を語ったのか。

「な、なんでそんなことがわかったんだ？」

「私がせまったからよ」

　オデットは開いた口が塞がらない。

「お前、……何がしたいんだ？」

「お姉様から夢を奪ったんだから、こらしめてやろうと思って。でも、お姉様にべタ惚れみたいだから、赦し……」

　セリーヌはオデットの変化に気づいて、ハッとした。

　唇をぎゅっと一文字に結び、顔がこわばっている。膝の上で結ばれた手はわなないていた。

　オデットがこんなにも憤っているのを見るのは初めてのことだった。

「セリーヌ、顔を貸せ」

　今まで聞いたことのない威圧感のある声、今まで向けられたことのない怒りに燃えた瞳。セリーヌを睨む姉の顔は蒼白し、唇が震えていた。

　セリーヌは心の中でこう叫んだ。

　──殺される！

『しばらく王妃様をお借りいたします』と、オデットが告げたとき、セリーヌは、すがるようにフェルナンを見たが、残念ながら夫はその目つきに気づくことなく、破顔して頷いた。

　──ここは引き留めてほしかったところなのに～～！

　恐怖に震えるセリーヌの腕をオデットが引っ張って庭に出る。オデットは無言で、ずんずんと白い円形の東屋ガゼボのほうに歩いていった。

　セリーヌは、よくこの東屋ガゼボに座って庭の花々を愛でている。だが、オデットの目的はどう考えても花ではない。しかも、オデットは侍女たちに、下がれと言わんばかりに、手のひらを掲げた。侍女たちは、そこで足を止める。

「お姉様、ごめんなさい。お怒りなのよね？」

　おずおずとセリーヌが問うと、オデットが顔だけ振り向かせた。

「お前……夢がないとか、私をけなすのは、いい」

「え、いえ、そんな、けなしているつもりなんて……！　ただ、変わってしまって残念だなと思っただけで……」

　キッと、獣のように鋭い眼差しを向けられ、セリーヌはおののいた。

「それがけなしているんだよ！　私は誰にも憐れまれたくないし、憐れまれるような境遇になどおらん！」

　オデットは声を張り上げた。少し高台にある東屋ガゼボなら聞こえない。王妃同士が喧けん嘩かしたなんて思われては外交上よくないと思って、ここまで来たのだ。

「そ、そうでしたか。お姉様はいつもそうです。誇り高いお姉様は私の誇りで……」

　ちょうどそのとき東屋ガゼボに着いた。

「お前のことは妹として愛している。だが、レオンは私の夫だ。私の大事な家族だ」

「は、はい」

「そのレオンを疑ったり、こらしめたり、赦したり……それは、私を侮辱しているのと同じことだ！　わかるな？」

　セリーヌがオデットに本気で怒られたのは、これが初めてだった。

「は、はい。失礼いたしました」

「わかったのなら、いい」

　オデットがいつものオデットに戻った。穏やかな表情だ。

「……お前に夢のことを言われて、気づかされることがあった」

「そうですか……」

　気づいたことについて、姉がよかったと思っているのかどうなのかがわからず、セリーヌはドキドキしながら次の言葉を待った。

「私は目の前の赤子の可愛さに夢中になっていた。だが、子どもはこれから手が離れるだろう。だから夢は……これから……」

　そこまで言いかけて、オデットはようやく答えに辿り着いたようで、急に顔を明るくした。

「そうだ！　これからだ。これから探すんだ。今なら、レオンがいる！　そう、レオンと探せばいい！　人間は変わる。少なくとも私はいつの間に変わっていた。夢だって変わるさ。私は今、夢がないんじゃない。新しい夢を探し始めるときなんだ！」

　オデットはいつしか会心の笑みを浮かべていた。

　その笑顔を見ていると、セリーヌは涙が出そうになった。姉は昔から全然変わっていない。

「お姉様、いつもそうやって輝いていて。素敵だわ、お姉様……最高よ」

　セリーヌがオデットの胸の谷間に顔を突っ込んだ。ハアハアと息づかいが荒い。

「ほんと、お前、相変わらず変態だな」

「だって私、胸が小さいんだもの！」




　オデットは『賓客の間』に戻り、人払いを頼んだ。侍女たちが出ていくと、レオナルドはオデットを抱き上げ、膝の上に横座りにさせた。

「途中で抜け出して……どうした？」

「セリーヌから聞いたよ。あれはお前が私のことを本当に好きかどうかテストしていたみたいだな。思いっきり叱ったら、しゅんとしていた。赦してくれ」

「あれ、テストだったんだ」

「セリーヌから、お前が私のことを好きだって聞いて……お前の言う通りだな」

　オデットは恥ずかしくて『夢中』という言葉は使えなかった。それでも照れてしまう。

「え？　何が？」

「いや、本人以外から聞くのは嬉しいものだな……」

　オデットは急に恥ずかしくなり、扇を広げて顔を隠した。

「オデット……」

　レオナルドの声が喜びを孕はらんでいる。

「実は、私が婚約したとき、泣いて悲しむ妹に、『私が他国に嫁いでも、一番好きなのはセリーヌだということは変わらない』と慰めたので、お前のことが気に入らないのだ。セリーヌは今も昔も私のことが大好きだから」

「そうか、姉のことが嫌いっていうのは嘘だったんだな……」

　──あいつ、そんなことを言って誘惑したのか……。

　レオナルドが「よかった」とつぶやいて、ホッとした様子になった。オデットが妹に嫌われていることを気にしてくれていたのだろう。

「お前、いいやつだな……」

　オデットの口元が自然と弧を描いたが、まだ扇を広げていたので、目しか出ていない。その扇をひょいっと取り上げられた。

「うん。で、そのいいやつは、オデットのことが大好きなんだ」

「レオン……」

　膝上で横座りをしているオデットは上体だけレオナルドに向けて、彼の頬に手を置いた。すると、レオナルドが顔を傾け、唇を重ねてくる。肉厚な舌がオデットの舌に触れた。

　オデットが舌を伸ばして彼の舌に絡めると、レオナルドは舌を引っ込めて唇で彼女の舌をとらえた。舌をちゅうっと吸いながら、ドレスの鉤留めを外し、コルセットの紐を引っ張ってゆるめる。

　一旦、唇が離れた。

「どうせ着替えるんだから、脱がしてやるよ」

　そんな言い訳、必要ないのに、と思いつつ、オデットは「ああ」と、口の端を上げた。

　レオナルドが片腕でオデットを抱き上げて尻を浮かせ、ドレスや下着を拭い去る。再び着座したとき、オデットは横座りではなく、レオナルドを背もたれにして同じほうを向き、一糸まとわぬ姿となっていた。

　レオナルドは体を傾けて屈み、その白いうなじにキスを落としながら、両脇の下から手を差し入れてふたつの乳房を下から掬うように揉んだ。

「んっ……」

　オデットは、びくっと両肩を上げてしまう。しかも、レオナルドが乳暈の周りに円を描くように指を動かし、じわじわと攻めたててくるものだからたまらない。優しく撫でられて気持ちいいのだが、早く快楽の中枢を愛撫してほしくて悶もだえてしまう。執しつ拗ように、だがそうっと乳房に指が這い、段々と彼女の下肢は熱くなり、全身が粟立つ。

　──もうだめだ……。

　オデットは顔だけ振り向かせて「レオン……」と名前を呼ぶ。

　レオナルドは首を伸ばしてちゅっと口づけると、「わかってる……」とだけ答えて、もの欲しそうに立ち上がったふたつの赤い果実を親指でぐりぐりと潰すように圧おした。

「ふわ……」

　オデットは強い快感に顎を上げ、彼の大腿をぎゅっと掴んだ。すると眼前に彼の顔が現れ、額に口づけを落とされる。

　──あ、幸せ。

　官能で朦朧とする中、彼の愛情を噛みしめていると、レオナルドが彼女の両脚を彼の膝の外までガッと大きく開いた。大腿に置いていた手が外れて、支えをなくしたオデットは彼の胸板に背を預ける。

　眼前には淫らに開かれた自身の太ももがあり、その中央に彼の指が食い込んでいる。すでに太ももまで濡らしていた愛液が外気に触れてひんやりとした。全身の感覚が開いていくようだ。

　レオナルドは、彼女の細い脚に挟まれている筋肉質な両脚を大きく広げて、白い太ももをさらに左右に押し広げていく。彼女の秘所は午後の明るさの中で暴かれ、オデットの目にも入った。

　さすがのオデットも見ていられなくて「ちょ、やめ……」と、脚を閉じようとするが、彼が膝を上げて阻止する。

「隠してやるよ」

　何を今更というような笑いを含んだ声と同時に太ももの付け根が彼の骨ばった指四本で覆われた。親指が茂みの中から蜜芽を探し当てて、そこを何度も優しく弾はじく。と同時に、もう片方の手を大きく広げて、ふたつの乳首が同時に指の腹でぐにぐにと捏こねられる。

　しかも彼女の臀部の谷には布越しではあるが彼の雄がすっぽりと入り込んでいた。

　オデットは全身をわななかせる。

「あ、ふぁ……や……あぁ……は……あっあっ……あふ……レ、レオン……！」

　オデットの中から悦よろこびが溢れて止まらない。朦朧としながらも視線を背後に向けると、レオナルドも限界といわんばかりに眉間に皺を寄せ、口を引き結んでいた。

「もう、無理、レオン！」

　小さな叫びにレオナルドはトラウザーズをゆるめ、彼女の腰を浮かせて、尖端をねじ込む。

「あぁ……」

　レオナルドが彼女の腰を少し持ち上げては落とすように揺らし、浅く小刻みに抽挿してくる。

　はぁはぁとオデットの息が荒くなった。

　──この期ごに及んで焦らして！

　なんだかいじめられているような気分になっているところに、苦しげな声が耳に入る。

「オデット、やめ……そんなに締め……」

　これではまるでオデットがいじめているようだ。

　──何を耐えてるんだ、レオンは……。

　そういえばレオナルドは、『あんたが気持ちよさそうにしているのを見るのが気持ちいい』と言っていた。今も妻を気持ちよくさせようと、全力を尽くしているのだろうか。

　オデットは顔を少し振り向かせ、横目でレオナルドを見ながら、荒い息の中、「早く、来て……」と声を絞り出した。

　レオナルドが目を見開いて、かあっと顔を赤くする。

「なんだ、オデット、そんなに色っぽく……！」

　オデットは臀部に彼の昂ぶりをじゅぶりと押しつけられた。すでにふくらみきったその剛直が彼女の蜜壁をぐいっと突然押し広げ、奥まで突いてくる。

　まるで、元々ひとつだった欠片かけらが元に戻ったような感覚に陥る。

　レオナルドも同じなのか、抽挿をやめた。彼女の中を彼の形に変えたまま、じっとして、オデットの全てを感じ取っているかのようだ。

　オデットは背を弓なりにして、頭頂を彼の胸にすりつける。彼の性をぎゅっぎゅっと何度も締めつけているのを自身で感じた。そのたびに腰を掴む彼の手が何かに耐えるかのように力んだ。彼も感じてくれているようだ。

「あ、レオ……も？　うれし……」

「オデット、俺、限界……」

　レオナルドは片腕でオデットを持ち上げて目の前のテーブルに手を突かせた。はずみで挿入が浅くなり、蜜壁をこすったものだから、オデットは「ああ！」と、腰を突き出した。その拍子に、彼の剛直が奥まで入り込む。

　レオナルドは片手でオデットの腰を掴んで支え、もう片方の手で乳房を掴み、更なる奥を目指して、ぐっと腰を押しつけた。ゆっくりと大きく性を引き、再び大きな動きでぐっと奥を突いたらそこに留まる。彼女の中のうねりを感じ、また我慢ならなくなると再び引いて、ずんっと子宮口を圧迫する。

　オデットはこういう緩かん慢まんな動きのほうが好きなのだ。

　やがてオデットは細腕で体を支えられなくなってくる。レオナルドは繋がったまま、ジュストコールを脱いでテーブルにかけた。オデットをテーブルに引き上げて、上体をうつぶせにさせる。

　彼の雄をヒクヒクと抱きしめながら、オデットは頬をテーブルのジュストコールに着けて惚けたように空くうを見ていた。

　レオナルドはオデットの背に覆いかぶさり、片手をオデットの顔の近くに突いて、出し入れを再開させる。オデットの目の前にある、彼の骨ばった大きな手は、力が加わるたびに、その血管の流れを浮き彫りにした。

　それを目にしながら、オデットは快感にゾクゾクと包まれ、喘ぐこともできず、ただ、猫の啼き声のような音を発しながら、荒い吐息で快感を逃すことしかできない。

　ぐっぐっぐっと下腹を押しつけられていくうちに、高みに押し上げられていくような感覚になる。

「ふわわ……！」

　昇っていく中、彼の情熱が放たれたのを感じて、「あぁ」と小さく呻いたあと、頭の芯まで甘い痺しびれに侵された。

　オデットが正気を取り戻すと、椅子に腰かけるレオナルドの腕の中にいて、目と目が合う。心の中に幸せが沁みわたっていく。

「オデット、ずっとこうしていたいのはやまやまだが……そろそろ晩餐会の衣裳に着替えないと」

　バッと、オデットは慌てて起き上がった。




　現実に引き戻された二人がきらびやかな衣裳に着替えて参加した晩餐会は、レーヴィ国王夫妻をはじめ王族たち十数名での、こぢんまりとした会だった。

　セリーヌはレオナルドの横で殊勝な面持ちをしていた。ちらっとレオナルドに視線を送ってくる。

「姉の旦那様に試すようなことをして、すみませんでした」

　──姉の旦那に!?

　普通ここは『一国の王に』だろうと思うと、レオナルドはおかしくなって、下唇を噛んで笑いをこらえた。

「姉妹仲がいいようで何よりです」

　優しく微笑んで応えると、セリーヌが口をへの字にして、むうっと不機嫌になった。

「余裕ですね」

　乙女心は複雑だ。




　その夜、『賓客の間』で、レオナルドが『やっと明日帰れる』みたいな心境になっていると、オデットが意気揚々と告げてきた。

「食事のとき、レーヴィ国王に、お前とどんなに愛し合っているかを伝えておいたぞ。こないだのお礼だ」

「は？」

　オデットが、こらこら、みたいなノリでレオナルドの肩を軽く叩いた。

「お前が言ったんだぞ。私以外の人から、私がレオンのことを好きだと言っていたと聞いたら嬉しいって」

「あ、ああ」

　──確かに言った。

「も～、レオン、物忘れ激しすぎ～！」

　今度はもっと強めに背をバシーンと叩かれた。

　レオナルドはいやな予感しかしない。




　案の定、出立の朝、エントランスホールの前で、フェルナンがいやらしい目つきでレオナルドに微笑みかけてくる。

「いや、昨日、オデット王妃から聞きましたぞ。王妃とすこぶる仲がいいようで羨ましい限りです。セリーヌからは夫婦仲が悪いと聞いていたのだが、取り越し苦労のようでしたな」

　ハハハと屈託なく笑っている。

「そんなご心配をしていただいていたとは恐縮です」

　──そうか、これが、オデットが『どんなに愛し合っているか』を伝えた結果というわけか。

　取り越し苦労だったと、レオナルドは胸を撫で下ろした。

「私は年なのかな、一日、二回が限度ですよ」

　レオナルドはいやな汗をかき始める。

　フェルナンは顔をレオナルドの耳元まで近づけて囁いた。

「あ、でもセリーヌには内緒にしておきますからね。ベッドで七回してってねだられたら困っちゃうから」

　レオナルドの心中は真っ青だが、顔は真っ赤になっていたことだろう。

　──こんなに疲れる外遊は初めてだ。




　馬車の前ではセリーヌがオデットとの別れを惜しんでいた。オデットの胸に顔を突っ込んだ状態で──。

「ああ、お姉さまの胸に顔を埋うずめられるのも、これが最後なのねー」

「今度はナルミアに来てよ」

「うん、行きたい。娘を連れていくわ」

　そう言いながら、レオナルドのほうをちらっと見るセリーヌ。優越感に満ちた笑みを彼に向け、自分のほうが愛されていると言わんばかりだ。

　──そうか、そういうことか。

　このときレオナルドはやっと合点がいった。セリーヌにとって自分は永遠のライバルなのだ。

　レオナルドは噴き出しそうになるのをこらえ、真面目な顔で別れの挨拶をして馬車に乗り込んだ。




　ここからナルミア王宮まで、アンティラ産の名馬を使って、どんなに飛ばしても四日はかかる。中継の城や邸宅は寝るだけで、大してゆっくりできない。

　馬車に揺られて二日目の夕方、ナルミア王国の領地に入ってしばらくしたときのことだ。

　オデットは窓から外を眺めていた。

「明後日、やっとアンリやニコラに会えるな」と、呟つぶやくと背後から「アンリが泣いて喜ぶよ」というレオナルドの声が耳に入る。

「ああ。本当に一刻でも早く着いてほしい」

「俺は一刻でも長くあんたとこうしていたいけどな」

　レオナルドがオデットの腰に手を回した。

「なあ、レオン、別にレーヴィ王国を悪く言うわけじゃないが、ナルミアのほうが、小麦畑が整然としているし、荒れた土地が少ないと思わないか」

　レオナルドがハハッと軽く笑った。

「それ、最初に会ったときに俺がトリニアで言った台詞セリフと同じだな」

「あ、そういえば……！」

　レオナルドがオデットの背後に重なるようにして、外に目を遣やる。

「あの頃、我が国はレーヴィ王国どころか、悪政で荒れた土地だらけだったんだよ」

「そうか。お前はなかなかの賢王だな。数年でここまで豊かにするなんて、普通、できることではない」

　そのとき、セリーヌの『お姉様、今、夢はおありなの？』という問いかけが頭に浮かんだ。

　──個人的な夢を叶かなえることに意味なんかある？

　オデットは王妃であり、何かになりたいと夢見る子どもではない。

　──この国が豊かなら、それ以上、何を望むというのだ？

「小麦畑の面積が急激に増えたのはオデットのおかげなんだよ？」

「え？」

　意外な言葉にオデットが振り向くと、レオナルドが満足げに微笑んでいる。

「トリニアの農政改革でうまくいった施策とそうでない施策を詳しく教えてくれただろう？」

「え、ああ、そんなこともあったな……」

「農民のやる気を引き出し、実際にいい結果を挙げた施策だけを、試用期間なしにぶっつけで全国で行ったので、一気に農地が広がって国民が豊かになったってわけ」

　オデットが喜ぶだろうと思って、レオナルドが笑顔を向けた。だが、オデットは口をぎゅっと引き結んでいる。

「どうした？」

　オデットの瞳から涙の粒が、ぽとっと零れた。

「ええ!?　なんで泣いてるんだ？」

　レオナルドは慌ててハンカチーフを取り出し、オデットの目に当てた。

「レオン～」

「なんだ、なんだ？」

「お前、昔っから……ずるいんだ」

「え？　俺、なんか、悪さした？」

「こうやって、いつも私の弱いところを突いてくるんだ……」

「な、なんで弱ってんだ？」

　オデットの瞳から涙が止まらなくなってきたので、レオナルドはハンカチーフで左右の頬を交互に拭く。

「おっ、お前がいつの間にっ……わ、私の夢を叶えて……ヒクッ……くれて……たんだなって……」

「小麦畑が夢？　あんたらしいな」

　オデットは本格的に泣き始め、がばっと、レオナルドの胸に顔を埋めた。
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「え、ちょっと、どうした？」

「うっ、うるさい！　泣か……せろ！　せっかく、お前と結婚して……よかったって思ってるとこなんだから……」

「ええ!?　オデット……？　俺はいつもそう思ってるよ？」

　戸惑う国王をよそに、王宮までの長い道のり、広大な小麦畑の中を、国王一行の馬車の列はガラガラと大きな音を立てて全速力で進んでいく──。




　宮殿に戻ると、アンリが喜ぶどころか、いじけていた。

　オデットが「会いたかった」と、嬉しそうに抱き上げたというのに、ぶすっと不機嫌なままだ。しかもなぜかレオナルドを睨んでくる。

　人の心は読めないとつくづく思うレオナルドだった。








第五章　可愛い恋敵












　外遊中に孕はらんだオデットは、初夏に女児を出産した。前々から用意していた女の子の名前『フローラ』が遂に役立つときが来たというわけだ。

　女児と聞き、レオナルドはいてもたってもいられず、まだ出産直後だというのに、彼女の寝室に乗り込んで、赤ちゃんの顔をのぞき込み、それがまたオデットそっくりの青い瞳の愛らしい顔なものだから、オデットが生まれたときもこんな感じだったんだろうかと、うっとりと見つめ、抱き上げ、頬にキスをし、頬ずりし……そこでやっと気づいた。

　オデットが唖あ然ぜんとしている。四歳のアンリの視線も冷たい。レオナルドの態度は次男が生まれたときと全く違っていたのだ。

　──芝居が必要なのはニコラが生まれたときではなく、むしろ、今だったのかもしれない。

「お、女の子は初めてだから、つい頬ずりしてしまったよ」

　レオナルドは引きつり笑いで取り繕い、オデットにフローラを戻した。

「そうか、女の子を欲しがっていたもんな」

　オデットにそう言われて、レオナルドはアンリのほうを向いて微笑を作った。

「いや、お父様は男の子でも女の子でも嬉しいからな」

「ぼくは、女の子のほうが嬉しいよ」

　アンリは一点の曇りもない目で言い切った。

　レオナルドはそれを受けて、乳母に抱っこされているニコラを一瞥してから訊いた。

「ニコラも可愛いよな!?」

「ぼく、ニコラよりフローラのほうが可愛い。だって、お母様に似てるもの」

　きっぱりと言い切ったアンリを見て、レオナルドはつくづくアンリは自分に似ていると思う。

　──そうだ。オデットに似てるほうが可愛いに決まっている。




　レオナルドは、本当は一日中フローラと一緒にいたいぐらいなのだが、なるべく上二人が生まれたときと同じように振る舞おうとしていた。

　執務室の窓から庭を見下ろすと、オデットがミモザの木の下に敷いた布で、息子二人を遊ばせている。

　──今、チャンス!?

　レオナルドは側近であるリュカに「すぐ戻る」とだけ告げて、『王妃の居室』に向かった。

　そこでは、フローラが乳母に抱かれて眠っていた。午後の優しい光の中で、きらきらと宝石のように輝いている。

　──いや、違う。

　レオナルドは頭を横に振った。

　──どんな宝石だって、この子の前ではくすんで見えるというものだ。

　レオナルドは侍女と乳母に「オデットには内緒だぞ」と告げて、抱き上げる。

　──男の子と全然違う。

　赤子のときから、女児は男児より柔らかくできているようだ。

　フローラは瞳をぱちくりと開けて、レオナルドを見つめて笑った。

「笑ってくれた」

　──俺に微笑みかけてくれた。

　これがくせになってしまい、レオナルドは時間を見つけては、フローラとの逢瀬を楽しむようになった。

　これが波紋を呼ぼうとは、レオナルドは思ってもいなかった。




　ことの発端はアンリだ。

　オデットが庭にいるのを認め、レオナルドがいつものように『王妃の居室』に入ると、乳母は待ってましたと前室までやってきて、フローラを差し出した。

　居室に入った途端、フローラと抱き合うなんて、まるで恋人同士のようだ。事実、フローラは父親がやってくると、むにゃむにゃと嬉しそうな喃なん語ごで迎えてくれる。

「フローラ、ご機嫌い……」

　そのとき突然、重厚な扉が勢いよく開いて、アンリが現れた。その背後に侍従が二人立っている。アンリは侍従に任せず、自分で扉を開きたいお年頃だった。

　ギョッとしたのはレオナルドだ。コホンと咳払いして、さりげなくフローラを乳母に戻す。

「ア……アンリは庭で遊ばないのか？」

「絵本が読みたくなって、選びに来たのです」

「本が好きなのはいいことだ」

「お父様は、なぜここに？」

「え、いや、みんなどうしてるかなって気になって来たら、フローラしかいなくて……」

「へえ……」

　アンリが不審そうにじろじろと見てくる。執務室から庭が見えることをアンリは知っているのだろうか。

　──四歳なのに、この威圧感……さすが俺とオデットの子だ。

「あ……ゆゅ……あ」

　フローラのご機嫌な喃語が耳に入り、レオナルドがちらっと見たところ、フローラがレオナルドのほうに手を伸ばしている。

　思わずレオナルドも手を差し出しそうになるが、やめた。

　──すまない。抱き上げてやりたいのはやまやまだが、アンリだって可愛いんだ。

「お父様、フローラとお母様、どちらがお好きなんです？」

　それはあまりに意外な質問だった。レオナルドがフローラへの偏愛を隠しているのは、アンリやニコラがいじけないように配慮してのことだ。

　──言い間違いかな？

「アンリもフローラもお父様は大好きだぞ」

　アンリが冷めた視線を送ってくる。アンリは父親似だが、元々、レオナルドより目つきが鋭い。

「ぼくはいいんです。男ですから。お父様はお母様とフローラ、どちらがお好きなんですか」

　──なんと、四歳で自分より人のことを考えるなんて、さすが俺とオデットの子！

「それは比較するようなものではない。どちらも愛してる」

「ぼくはお母様のほうが好きです」

「そうか。素敵なお母様でよかったな」

　するとなぜか、アンリが不機嫌になった。

「お父様よりもぼくのほうが、お母様を好きだということですね？」

　──もしかして俺と張り合ってる？

　レオナルドはおかしくなって、アンリを抱き上げた。

「おやめください。ぼくは赤子ではありません」

　手足をばたばたさせているのも可愛らしい。

「そのくらい負けず嫌いなほうが、立派な国王になれるぞ！」

　レオナルドはこのときまだ気づいていなかった。自分の息子が〝男〟であることに──。




「お母様、俺はどんなことがあっても、お母様だけを愛してるからな」

　絵本を持って庭に戻ったアンリは敷布の前で仁王立ちして、いきなりこんなことを言いだした。

「何があった？　唐突だな。でも自分のことは『私』と言ったほうがいい。お父様がお母様の前で『俺』と言っているのは真似しないでくれ」

　アンリが肩を怒らせた。

「俺は、真似なんかしてない！　お父様と違って、俺はお母様一筋なんだから！」

　──ん？

「お父様と違って？」

　アンリが、しまったというように手を口に当てている。

「どういう意味だ？」

「な、なんでもない。俺は何も見てない……！」

　アンリは慌てたように敷布に座る。膝を立て、その上に大きな絵本をのせて顔を隠した。

　──なんだ、この浮気現場でも見てきたような……。

　オデットは内心、冷やっとしたが笑顔を作って、アンリを抱き上げて膝に下ろす。

　アンリは頬を母親の豊満な胸に着け、顔を小さく揺らして、嬉しそうにその弾力を楽しんでいた。




　もやもやとした気持ちのまま、オデットは王宮舞踏会でレオナルドとダンスを踊っていた。

「最近、イヴォンヌと踊らなくなったな。恩人の娘だから気にしないと言ったろう？」

　レオナルドが腕の中でオデットをくるりと回転させる。

「別に、誘われないから踊っていないだけだ」

「なんで、イヴォンヌは誘わなくなったんだ？」

「さあ？　俺と踊りたくなくなったんじゃない？」

　レオナルドが斜め前に視線を向けた。視線の先にはバラデュール侯爵夫妻がいた。侯爵が踊りながら、オデットにウィンクを投げかけてくる。相変わらず女たらしだ。

「あんた、そんな質問して……侯爵と踊りたくなったのか？」

　レオナルドの顔がみるみる険しくなっていく。

「え、そういうわけじゃ……」

　──この嫉妬深さはいつも通りといえばいつも通り……。

　だが、オデットは不信感が拭えなかった。むしろ深くなったぐらいだ。あんなにレオナルドに執着していたイヴォンヌがレオナルドをダンスに誘わなくなるなんて、どうにも解せない。

　──ダンスをする必要がなくなった……!?

　つまり、王宮舞踏会以外でも会えるようになったということだ──。




　あくる日も快晴だったのでミモザの木の下で、オデットは息子二人がボール遊びをするのを見守っていた。ハリントン伯爵がやってくると、二人は大喜びだ。

「ミシェル、いつもの、いつもの！」

　ニコラにせがまれ、伯爵はニコラの手を取って腕を上げていく。すると、ニコラは足で伯爵をよじ登ることができる。腹まで登ると、伯爵は高い高いをしてくれるのだ。ニコラは嬉しそうにキャッキャッと笑っている。

「ミシェル、ぼくもやってよ！」

　伯爵は「アンリ様は最近大きくなられたから」なんて苦笑しつつも、ニコラを下ろして、今度はアンリを引っ張り上げた。

　いつもの穏やかな午後の光景だ。

　ふと執務室を見上げる。たまにレオナルドと目が合うときがあるが、今は窓辺に立っていない。

　──あれは、もう五年前か。

　オデットが執務室にこっそり入り込んだことがきっかけで、レオナルドと仲違いすることになった。あれ以来、執務室を訪れていない。だが、今も執務室の鍵を持ち歩いていた。

　アンリは伯爵に肩車をしてもらい、普段、届かない高さにある木の枝を触って上機嫌だ。

　そのアンリが昨日、うっかり、こんな言葉を漏らした。

『俺は何も見てない……！』

　──一体、何を見たというのだ……？

　裸の王様を見て裸だと言えるのは子どもだけだ。

　オデットは、すっくと立ち上がった。こんな宙ぶらりんな気持ちを放置しておくのは好きではない。考えが悪いほうへばかり転がっていくのがオチだ。

「伯爵、レオンに用があるので、しばらく外す」

「ごゆっくり～」

　伯爵がいやらしい笑みを浮かべた。何を想像しているのかはわかるが、それを否定するのも面倒なので、オデットは宮殿に向かった。そのあとに侍女が続く。




　執務室を侍女がノックすると、中の侍従が扉を開けたので鍵は必要なかったが、レオナルドはいなかった。リュカと数人の従者がいるだけだ。レオナルドの不遇な時代にずっと寄り添ってきたリュカは口元にひげをたくわえ、今や側近中の側近となっている。

　リュカは立ち上がってお辞儀をした。

「オデット様、いかがなさいましたか」

「え、いや、レオンはどうしてるかなと思って……」

「今しがた、少し外されるとおっしゃって……てっきりオデット様のところにいらっしゃるのかと思って、特にどこに行かれるのか聞いておりませんでした。申し訳ありません」

「え、いや、それはいいんだが……」

　──どこに行ったというのだ……？

　オデットは鎌をかけた。

「そうなのだ。レオナルドが、時々、執務中に私のところに来るんだけれど、今日はすれ違ったのかもしれないなぁ」

　レオナルドはできるだけ早く仕事を終わらせて家族と過ごすという信念があり、執務中に会いに来たりはしない。だが、オデットは今、自分が抱いている疑惑を検証したかった。リュカが『いつの間に抜けてらっしゃってたんですね』なんて驚いてくれれば、安心できる。

　だが、リュカの返事は疑惑を一層深めるものだった。

「そうかもしれませんね。最近、執務が終わるのを待ちきれないようですね」

　夫婦仲がいい証拠と言わんばかりに、満面の笑みを浮かべている。

　そのとき、点だった小さな疑惑が結ばれて一本の線になった。

　──レオンは浮気している！

　おそらく相手はイヴォンヌである。執務中に抜けて会っているので、王宮舞踏会で踊る必要がなくなったのだ。

「失礼する」

　オデットは踵きびすを返した。




『王妃の居室』に戻ると、オデットは「一人にしてほしい」と侍女に告げて寝室に入った。ベッドの上に這い上がる。

　今までだってレオナルドに疑惑を持ったことは何回もある。

　新婚当初は〝王妃〟が仕事だと思っていたから、正妻と妾の区別をはっきりさせるために同じ呼び方にするな、などと抗議をした。

　アンリを出産したばかりのときは、セザール男爵夫人と密会していると誤解して、実家に帰ると言ったこともある。だが、あのとき、絶対に追いかけて否定してくれるという気持ちがどこかにあった。

『陥落寸前』とハリントン伯爵が言ったときは、ベッドをともにできない日々が長すぎるから、そこまで追い詰められたのかと思い、彼の寝室に入った。

　あれは全て『寸前』だったが今回は違う──。

　オデットは今までに感じたことのないような恐怖に襲われ、べディングの中で四つん這いになって顔をシーツに突っ込んだ。しばらくしてオデットは顔を上げる。こんな気持ちになったことがあるのを思い出した。

　──そうだ、レオンが殺されるかもしれないと思ったときのことだ。

　だが、今の恐怖はそれとはまた違う、いやな感じがする。

　──昔は怖いものなんてなかったのに……。

　やはり、愛は人を弱くする。以前は浮気疑惑を持っても怒るだけだったが、今、疑惑でなく確定したせいか、オデットは怒る気にさえなれないでいた。

　──いつの間に、こんなにもレオンのことが好きになっていたのか。

　オデットはフローラを出産してまだ一カ月も経っていないので、レオナルドの寝室に戻っていなかった。

　──寝室に戻ればすぐにレオンは……。

　口惜しくてオデットの瞳から雫しずくが一粒零れる。

　──なんだ、娼婦しょうふじゃあるまいし。そんな、体で夫を繋ぎ止めるようなことを……！

　ぶわっと涙が溢れ出す。

　──いやだ、こんな利己的な涙はいやだ！

　レオナルドが死ぬわけでもない、ただ単に自分から、自分の好きな男が離れていくだけで泣くなんて、認めたくなかった。

　そのとき隣室から、アンリや侍女の声が聞こえてきた。

「アンリ様、お待ちください。オデット様はお一人になりたいと……」

「俺だけは特別だからいいんだ」

　扉が開いたので、オデットは慌てて手の甲で頬の涙を拭いた。

「ど、どうした？　アンリ」

「お母様、泣いてるのか」

　心配そうにアンリが駆け寄ってくる。

「え、いや、そういうわけでは……」

「ミシェルもお母様が戻られないから心配してたぞ」

　そのときになってやっとオデットは自分がすぐに戻るようなことを言っていたことを思い出した。

「あ、そういえば……すまない」

　アンリがベッドによじ上って、オデットの背に手を回す。

「もしかして執務室にお父様がいなかったのか？」

「あ、ああ……」

　アンリは何か合点が言ったような顔をした。

「そうか……。俺はいつだって、お母様を守る騎士だから、辛いことがあったら言ってくれ」

　オデットは目を丸くしてじっと見つめてしまう。ふっくらした頬の真ん中にあるピンク色の可愛らしい唇から発せられた言葉なのに、その口ぶりは、まるでいっぱしの男のようだ。

　──そうだ、私にはアンリがいる。

　オデットはアンリを膝にのせて抱きしめる。

「ありがとう、アンリ」

「ああ。俺がお父様の分まで愛してやる」

　その言葉はオデットを元気づけず、さらに落ち込ませた。

　だが、アンリは四歳になったばかりである。自分の不用意な言葉がなぜ母親を悲しませたのかがわからない。自分の愛を伝えたいだけなのだ。それなのに母親は元気にならない。

「お母様、俺だけじゃだめなのか？」

　膝上で見上げるアンリに、オデットが寂しげに微笑みかける。

「アンリがいてくれてよかった」

　頭頂を母親の頬ですりすりと撫でてもらっているが、アンリは嬉しくなれなかった。オデットが明らかに気落ちしているからだ。




　その晩、オデットは晩餐のテーブルに現れなかった。

　アンリだけが親と一緒に食事をしているので、レオナルドとアンリ、二人だけの食卓となった。

「お母様が食事に出ないなんて珍しいよな？」

「執務室に行かれてから、気分が優れないようです」

　アンリは一口大に切ってある鶏肉にフォークを刺したまま、レオナルドに咎とがめるような視線を送った。

　レオナルドは以前のいやな記憶を思い出していた。偶然だろうか。あの日もオデットが執務室に来て、こともあろうに彼が同盟目当てで結婚したと勘違いしたのだ。

　──オデットはまた何か誤解をしているのでは？

「そうか……。何か相談しに来たのかもしれない。食後、お母様のところに行くよ」

　アンリが嫌悪感をむき出しにした。

　それを見て、レオナルドは小さく溜息をつく。

「アンリ、お父様にとって、オデットとフローラが同じくらい愛いとしいのと同じで、お母様の愛はアンリと俺で競うようなものではないよ？　オデットの愛を取り合うようなことはやめような？」

　それは父親の本心からの言葉だった。本音というのは子どもに届くものである。アンリは、にわかにレオナルドに敗北感を感じ始める。

「……俺だけじゃ、オデットを幸せにできない」

　いつも、父親の前では『ぼく』と言っていたアンリが突然、レナナルドがオデットに語るような口ぶりでつぶやいたので、レオナルドは面食らった。

　アンリが急に立ち上がる。ただし、椅子から自力で下りることができないので、椅子の上で起立していた。

「好きな女を悲しませるな！」

　レオナルドはしばらく唖然として、アンリの大真面目な顔を眺めていたが、手を少し掲げ上げて、人払いをした。使用人たちが一斉に下がる。

「オデットが俺のせいで悲しんでいるというのか？」

　レオナルドは座ったままで問うた。目線の高さがちょうど同じくらいだ。

「そんなことにも気づかないなんて、お父様は本当にお母様を愛しているのか！　お父様がフローラばっかり可愛がるから嫉妬してるんだよ！　女心のわからない男だな！」

　それはいくら王太子とはいえ、国王に向けて許されるような口のきき方ではなかったが、レオナルドは怒ったりしない。

「そうか……。アンリは本当にお母様のことが好きなんだな」

　むしろ、その愛情を嬉しく思う。オデットの騎士は今やレオナルドだけではない。いずれ、この息子が大きくなれば、自分より頼もしくなるだろう。

「お、お父様、そんな余裕をかまして……ずるい……です」

　アンリが顔を真っ赤にして再び椅子に腰を下ろした。

「俺は日中、仕事をしていてオデットと会えないから、その間かんは、お前に任せる。いつの間にかこんなに頼もしくなったんだなぁ」

「だから、それがずるいって……」

　消え入るような声でアンリがひとりごちた。




　オデットが寝室でふせっているところに、隣室からレオナルドの声が聞こえてきた。

「子どもたちは子ども部屋に連れていってくれ。誰も入れるなよ」

　レオナルドは遂に浮気を報告するつもりだろうか。オデットの心臓は、恐怖でバクバクと脈打つようになる。

　ノック音が三回響いたあと、扉が開いた。

　ベッドの中から、ちらっと見ると、レオナルドが真面目な顔をしている。

「オデット、話したいことがある」

　──妻に明かさないといけないくらい、浮気が本気になったということか！

　べディングをかぶって目だけ出しているオデットの横に、レオナルドが腰かける。

「オデット、あんたが庭にいるときに、俺がこっそり会ってたこと、知ってたんだな？」

　オデットは目の前が真っ暗になったような気持ちだ。

　──庭にいるところをチャンスと思ったわけか……。

「さ、最低だな！」

「陰でこそこそやって、すまなかった。知ったら、いやがるかなと思って黙ってたんだが、バレたときに、ここまで傷つくとは思ってもいなかった。でも、やっぱり彼女は特別なんだ……」

　その内容は想像以上に衝撃的な内容だった。

　そもそも浮気相手のことを知ったらオデットが傷つくことがなぜ想像できないのか。それでもなお、浮気相手を『特別』と言うなんて無神経にもほどがある。

　オデットは動揺しながらも、必死で平静を装った。これが王妃としてせめてもの矜持きょうじだ。

「で、お前はどうしたいのだ？」

「バレたうえは、いたしかたない。執務室を抜け出したりせず、堂々と可愛がりたい」

　──よくもいけしゃあしゃあと！

　アンリや子どもたちのために、この浮気者な夫と添い遂げないといけないのか、と想像して、いや、やはり夫のことが好きだからこそ、それは耐えられそうにないと思う。

「そんなにショックを受けないでくれよ。オデットが好きだから、オデットと似てるから、オデットが小さいときは、こんな感じだったのか、とか、そんなことを考えて、いつまで眺めていても飽きないんだ」

　オデットはそこで初めて違和感を覚えた。

「私に似ている？」

　イヴォンヌはどう見てもオデットには似ていない。

「誰だそれ」

　レオナルドは怪訝そうに眉根を寄せた。

「誰だと思って聞いてたんだよ」

　イヴォンヌの名を口にしたくないオデットが黙り込んだので、レオナルドは言葉を継いだ。

「なんで、ここでとぼけるんだ？」

「違う、本当にわからないんだ。誰と会っていた？」

　──小さいってことは若い女。私に似た侍女なんか、いただろうか。

「フローラ以外に誰がいるんだよ」

「はあ!?」

　オデットは手にしていたべディングをガッと引いて顔を出した。驚きの余り、そのふたつの青い瞳は零れ落ちんばかりに見開かれていた。

「な……なんでそんな、こそこそ！」

「ごめん、子どもは平等に可愛がらないといけないと思って……」

「ばか！」

　オデットはレオナルドの膝上に跨り、彼のジュストコールの襟を掴んで揺らした。

「ばかばかばかばか！」

　オデットの目尻に涙が滲む。これが安堵からなのか、怒りからなのかはオデット自身でもわからない。

「え？　何？　もしかして、他の女と密会してると思ってた？」

　嫉妬してもらえたのが嬉しいのか、レオナルドの口元がゆるんだのをオデットは見逃さなかった。余計に腹が立ってくる。

「お前、あの馬車の中で、なんでも話し合う夫婦になるって誓ったじゃないか！　お前が陰でこそこそするから、こっちは……!!」

　大粒の涙がぼろぼろと零れるのを見て、レオナルドは事態の深刻さを知る。オデットの背に腕を回してぎゅっと抱きしめた。

「隠していてごめん。でも、オデットが知ったら、よく思わないだろうと思って……そのせいで余計にいやな思いをさせてしまうなんて……」

「なんで、フローラを可愛がると、私がよく思わないんだ？」

　腕の中で不穏な声が上がる。

「だから、さっき言っただろう？　子どもを公平に扱わず、一人だけひいきにするなんていやがるかなと思って……」

「はあ!?　なんでいやがるんだ？」

「だって……」

　理由を言うのを躊躇ちゅうちょするレオナルドを、オデットがぎろりと睨んだ。

「だって、あんた、十四のころ、弟がひいきされて傷ついていたじゃないか！」

　レオナルドはそう言ったあとに後悔した。触れてはいけないところに触れたような気持ちだった。ごくりと唾を呑み込み、次なるオデットの反応を待つ。

　オデットはしばらくぽかんと口を半開きにしていたが、突然、アハハと腹を抱えて笑い出した。

　レオナルドはその笑いがどういう笑いなのか、意味をとらえかねていた。

　オデットがひとしきり笑ったあと、ジュストコールから手を離して、レオナルドの首をかき抱く。笑いで怒りが飛んでいったようだ。

「あれから何年経った？　十年近いぞ。弟が生まれたおかげで、お前と結婚できたから、今では弟に感謝したいぐらいだ」

「そ、そうか……ならよかった」

　ホッと安堵の息を吐くレオナルドを、オデットは優しい瞳で見つめた。

「そうだ。女の子は一人なんだから、思いっきり可愛がればいいじゃないか。実は私は男の子のほうが可愛いんだ」

「え？　そうなんだ」

「もちろんフローラも可愛い。でも、アンリとニコラはお前にそっくりだから……」

　二人ははたと、見つめ合った。

「なんだ、俺たち同じじゃないか」

　一緒に笑った。




　翌日、オデットは乳母と侍女を集めた。レオナルドが秘密裡にフローラに会いに来ていたことを彼自身から明かされたと告げる。すると、皆が皆、堰せきを切ったように証言し始めた。

「私どもも、フローラ様を見にいらっしゃることを秘密にしてほしいだなんて、変なことをおっしゃると思っていたのです」

「ご内密にしていただきたいのですが、国王様は、とても幸せそうに抱っこしていらっしゃいました」

「国王様にはおっしゃらないでいただきたいのですが、子煩悩なことは、決して恥ずかしいことではないと思うのです」
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　といった具合だった。

　ただし、アンリだけは違った。

「お父様は浮気な男だが、俺はお母様だけを愛しているからな」

　そのときになってオデットはやっと、この騒動を巻き起こした張本人が誰だかに気づいたのだった。








第六章　過去からの使者












　ガリガリガリガリガリ──。

　紙と机に八つ当たりするように、手紙を書き続ける母、マルティナ。

「レオン、あなたが殺されたら、私、どうなっちゃうの？　私にはあなたしかいないのに……」

「お母様、私は、ここで死を待たなければならないのでしょうか」

　その机の横で心配そうに母親を見上げる十歳のレオナルドを一瞥してマルティナは手を止めた。髪をかきむしる。髪には以前のようにきらびやかな装飾品が何も着いていなかった。

「そうならないように、お母様は故郷に手紙を書いているのです」

　ガリガリガリ──。

　その音から逃れるように、レオナルドは小さな部屋を速足で歩く。ベッドに這い上がり、壁にもたれた。両手で耳を塞ぎ、両膝を立てる。

　レオナルドは心の中で叫んでいた。

　──お母様、嘘でもいいから、私は殺されないって言ってよ、ねえ！　お母様！




　レオナルドが、がばっと起き上がると額に汗が滴っている。ここは、彼の寝室だ。幽閉されたときの夢でうなされるのは久々だった。

　おそらく、昨日、異母兄が亡くなった報しらせが届いたせいだろう。

　異母兄のことは、レオナルド自身、心の整理がついていなかった。レオナルドが生まれたとき、六歳だった異母兄、リシャール。長男としてちやほやされているところに、レオナルドが生まれてショックだったことだろう。

　内心はともあれ、異母兄として、一緒に遊んでくれたことが何度かあった。

　レオナルドを幽閉した首謀者はリシャールの母方の実家だ。それはわかっているが、王位に就いたのはリシャールだという厳然たる事実がある。

　──リシャールは俺が幽閉されたとき、喜んだのか、悲しんだのか……。

　それから十二年間、レオナルドは辛酸を舐めた。二十四歳のとき、軍を従えてナルミア王宮に乗り込むと、この三十男は泣いて懇願した。

「伯父たちが戦争をしたがっただけで私はやりたくなかったんだ、レオン、助けてくれ」

　──レオン。

　レオナルドをそう呼べるのは親しい者だけだ。

　以前、オデットは、レオナルドが異母兄に殺されることを危惧していた。リシャールに息子が生まれたと聞いたとき、オデットが言うように自分は甘かったかもしれないと、レオナルド自身、後悔したこともあった。

　だが、自分をレオンと呼ぶ者がこの世から消えた──、そう思うと、レオナルドは素直に喜べないのだった。

　視線を横にやると、上半身が落ちそうになったまま眠っているオデットがいた。寝ている間に動いて夜着がずれたらしく片方の肩がむき出しになっている。

　レオナルドは僅かに口角を上げて、オデットを引っ張り上げた。そしてベッドに横になって彼女を抱きしめる。

　──温かい。

　レオナルドの瞳から涙が一粒落ちた。

　父母に愛されることなく、あのまま殺されたかもしれない自分が今、こうして国王の寝室で愛する妻と一緒にいるなんて信じられない。

　レオナルドは彼女の頬にキスを落とした。

　──柔らかい。

「……ん」

　オデットがようやく起きたようだ。彼の腕の中で眠そうに目を開けた。

「おはよう」

　レオナルドが微笑むと、オデットはちらっと窓のほうに目をやった。

「……雨か」

　オデットは、自身を包むレオナルドの腕を掴んで支えにし、ぐぐっと全身の位置を上げた。

「ほれ」

　胸をレオナルドの頬に押しつける。

「……扱いが雑だな」

　相変わらずムードもへったくれもないオデットだ。

「だって、お前、最近、雨が平気になっているだろう？」

　──ばれたか。

「ううん、こうしてオデットが温めてくれないとだめだ」

「嘘つけ」

　半分は本当だ。そうでないと、レオナルドはまた過去の記憶に呑み込まれてしまう。

「オデットが優しくしてくれるから、むしろ好きになった」

「現金なやつだ」

　レオナルドはオデットの胸に、すりすりと頬ずりをする。

「なあ、レオン、何かあったんだろう？」

　ピタッと止めて、レオナルドは顔を上げた。

「なんでもお見通しか」

「そうでもないぞ。こないだは、レオンの浮気相手がまさかフローラだなんて思いもしなかった」

　オデットが拳を作ってレオナルドの頭を軽くぐりぐりとした。

「……根に持ってるな」

　拳が手のひらになって、レオナルドの頭を撫で始める。

「なあ、レオン、愛は人を弱くすると思わないか？」

　意外な言葉だった。

「どうして？」

「私は愛する者ができるたびに弱点ができたような気がするんだ。たとえばお前が死ぬかもしれないと思ったときとか、浮気しているかもしれないと思ったときとか……そんな苦しみ、以前はなかった」

「それは、二人になったからだろう？」

　レオナルドは顔の位置を上げて、オデットの唇に唇を重ねた。

「もちろん、失うことへの恐怖は俺にだってある。だが、俺は失う者さえなかった時期が長かったせいか、あんたを好きになったおかげで、ここまで来れたと思ってる」

「そ、そうか。それは……よかった」

　鼻と鼻が触れ合うくらいの距離で、オデットが照れくさそうに笑った。

　──俺にこんな幸せが訪れるなんて……。

　全く人生には何が起きるかわからない。

「実は……俺の異母兄が病死したそうだ」

　これはオデットにはいいニュースなはずだ。

「そうか……。そいつには、アンリより小さい子がいたのだろう？」

　そいつ呼ばわりだ。

「ああ。今、四歳だ」

　オデットの瞳から涙がだーっと流れた。

「え？　どうした？　オデット？」

　レオナルドは親指で彼女の頬を濡らす雫を拭きとる。

「だって……まだ四歳なのに、父親が……」

「オデット……！」

「……だから、私は……弱くなったって……ヒクッ……言っ……」

　レオナルドはぎゅっと強く抱きしめた。

「そうか、そうだよな。生きている者の視点で考えないと……。甥には罪がない。生活に困らないように、少し援助をしよう」

「レ……レオン……！」

　かつて、異母兄を殺さないレオナルドを甘いと責めたオデットも、いつの間に甘くなっていたようだ。

　レオナルドは密かにそれを嬉しく思った。








第七章　ハリントン伯爵の帰国












　オデットとの結婚記念に植樹した中庭のミモザは、今や爆発したように咲き誇っている。どうしたらこんな全方向に広がれるのかと思うが、オデットの母国の国花だから、レオナルドはそんな無粋なことは口にしない。

「お母様のお花はとっても綺麗でちゅねー」

　一歳になったオデット似の娘を抱き上げ、顔と顔を突き合わせてレオナルドはそう告げた。フローラはキャッキャッと上機嫌だ。

　春風に揺られるたびに真黄色の小さな花が落ちてくる。まるで黄色い雪だ。一つ一つを見れば綺麗と言えなくもない。その下で大きな敷布を広げて、レオナルドはオデットと三人の子どもたちを遊ばせていた。乳母だけは同じ敷布に座り、侍従や侍女は少し距離を置いて周りで控えている。

　──絵に描いたような幸せとはこのこと……。

　オデットが子どもに向ける優しい眼差しを見つめながら、レオナルドが幸福に酔いしれていると、ハリントン伯爵が現れた。

　オデットがワインとチーズを勧めると、伯爵も敷布に腰を下ろした。伯爵は僅かに笑みを浮かべ、一人一人と目を合わせる。彼の視線がオデットのところで留まった。

「オデットはもう大丈夫ですね」

「何が大丈夫なんだ？」

「私がいなくても、もう大丈夫でしょう？　そろそろ帰国しようと思うんです」

　オデットはものすごくショックを受けたようで、その大きな青い目をさらにまん丸とさせて黙り込んだ。なので、代わりにレオナルドが応じた。

「そうか、もう六年にもなるもんな」

　つまり二人は結婚六周年というわけだ。ミモザの木も爆発するはずだ。

「任期があるわけじゃなし、もっとここにいたらいいだろ？」

　オデットの口角は上がっているが瞳は笑っていない。

「実は、私が目をつけていたトリニア一いちの美少年が社交界デビューしたと聞きましてね。女に盗られる前に男色に目覚めさせないと……」

　伯爵が見たことのないような真剣な顔で告げてきたので、オデットは引き止められなくなってしまった。人の恋路は邪魔できない。

「そ……そうか、健闘を祈る」と寂しそうに告げた。

　そんな所在なげなオデットを見て、レオナルドは抱きしめたくなってしまう。伯爵がいなくなることで里心がついているのかもしれない。

　──オデット、あんたには毎日笑って過ごしてほしいんだ。




　その夜、オデットはしょんぼりとして寝室に現れた。

「明後日には発つらしい……」

　オデットがベッドに上がって、レオナルドの隣に膝を立てて座る。

「えらい急だな」

　オデットが膝上に頭を突っ伏した。いつもより、か細く見える。レオナルドは彼女を力づけるように、肩を抱いてやった。

「……これでは心の準備どころか贈り物も間に合わない」

「あとで、ものすごくきらびやかな衣裳でも贈ってやれよ」

「うん。本音で話せる人がいなくなるのって……かなりこたえるな」

　オデットが首を傾け、レオナルドの肩に頭を寄せた。

「俺がいるじゃないか」

　レオナルドは空いているほうの手をオデットの背に回してぎゅっと抱き寄せる。するとオデットが顔を上げて見つめてきた。

「レオンには無理だ」

　ヒューンと、遠方から解き放たれた矢がレオナルドの頭にぐっさりと刺さった

『ミモザ、爆発でもしたのか』と彼が口にしないように、オデットも『この城、大きすぎだろ』などと伯爵に陰口を言っているのかもしれないと疑心暗鬼になる始末だ。

　──夫婦は所詮、他人……というわけか……。

　レオナルドは、あとで伯爵に相談だと思ってから気づいた。その伯爵は明後日にはいなくなるのだ。自分一人でなんとかしなければならない。

「俺だけができることをしてやるよ」

　オデットの顎を指で上げて彼女の小さく赤い口に舌を押し入れる。しばし舌を絡め合わせ、唇を離したときにはオデットの瞳はとろんとしていた。

「……確かに、これは、お前だけだ」

　──だが心は、俺だけでは埋められないというわけか。

　レオナルドはオデットの首元のリボンを解き、腰まで一気に下ろした。円やかな乳房がふるんと飛び出す。

「あんたの中を俺でいっぱいにしてやる」

　今更何を言い出すのだというようにおかしそうに笑っているオデットの首筋に、ちゅっちゅっと音が出るような口づけを落とすと、彼女の瞳が閉じた。オデットは感触だけでレオナルドを感じようとしているようだ。

「……ん」

　オデットの手がレオナルドの首をかき抱いたかと思うと、彼のうなじからガウンの中へと侵入してきた。ゾクゾクさせてやろうと思っていたのに、直に背を撫でられて逆にゾクゾクしてしまうレオナルドだ。

　彼はガウンの紐を解いた。すると、オデットがガウンの中で手を左右に開く。それにつれてガウンがずり落ちていった。

　結婚六周年、お互い何をしたいのかがわかっている。オデットは直接肌を重ねるのが好きだ。

　──もちろん、俺も。

　オデットの胸は柔らかく、豊ほう穣じょうだ。レオナルドはその谷間に顔を埋め、頬ずりをしてふるふると揺れる乳房の感触を楽しんだ。

　ふふっと、優しい笑い声が聞こえて、レオナルドの心の中にじわじわと幸せが広がっていく。

　だが、オデットは彼だけでは満たされない何かを抱えているのだ。

　こういうとき、レオナルドは余計に繋がりたくなる。劣情に駆られてオデットの下肢へと手を伸ばそうとしたとき、腕に手を添えられる。

「レオン、私は立って背後からというのをやってみたいのだが」

　オデットは閨で時々、大胆な提案をしてくる。結婚当初、馬の交尾を見たあと『馬乗位』を発明したとか言って後背位をねだられたことがあるので、大方、動物か虫の交尾でも見たのだろう。

　相手を立たせてする、というのは悪いような気がして遠慮してきたので、レオナルドは、ふたつ返事で頷いた。脱げかけているガウンを放り、ベッドの縁に腰かけて膝上にちょこんとオデットをのせる。眼下には彼女の白い背中がある。少し屈んで首元に口づけを落とした。オデットは首がめっぽう弱い。そうしながら、彼女の前身に腕を伸ばして手のひらで乳房を掴んだ。指が食い込む感触を楽しみながら、しばらく、ふにゃふにゃと揉みしだく。

「ふっひゃっひゃっんっ」

　力を込められるたびに、猫のような高い声が漏れる。だんだんとオデットの首が傾いていき、髪の毛が横に流れる。うなじが空いたので、レオナルドはそこをべろりと舐め上げた。

「にゃっ……んっ」

　またしても猫のような声を耳にし、レオナルドも猫になった気分で、キスは封印して、うなじをペロペロと舐めた。

「やっ……にゃっ」

　オデットがびくびくと上体を揺らしている。気持ちいいのだろう。レオナルドが屈んで背筋に舌を這わせると、「ふ……くぅん」と、今度は子犬のような声が漏れた。

「そんな声、出されると俺も犬になるぞ」

「ふ、くぅ？」

　──ゾクゾクする。

　その子犬のような可愛い返事に、レオナルドは下肢の昂ぶりを感じながら、今度は彼女の腕を肩にかけて、オデットの体を横にねじる。腕が上がっているので眼前の乳房はいつもより突き出すように揺れていた。

　レオナルドは屈んで、乳暈を甘噛みする。

「やぁ……噛んじゃ……」

　人間に戻ったオデットは、涙目で、胸元にある彼の顔を見下ろした。レオナルドが脇下から回り込んで乳暈にかぶりつき、そこをきつく吸い上げてくる。乳房は引っ張られて淫らに形を変えていた。レオナルドがオデットの反応を見るかのように流し目を向けてくる。

「そんな目で……」

　見てほしいのか、見てほしくないのか、オデット自身にもわからない。わかるのは、目が合ったときに自分の中から蜜がとろりと垂れたことだけ。

「ひゃぁ……！」

　その蜜を掬うように彼の指が秘裂を辿った。蜜が彼の大腿に滴りでもしたのだろうか。

　オデットの全身を喜悦が貫く。

　──ちょっと触られたぐらいで……。

　自分で自分を意外に思いながらも、オデットの中から声が溢れ出す。

「ふぁっ、はぁ……あふ……ふぅ……」

　オデットは、両脚をもぞもぞと彼の脚にこすりつけるように動かし、肩に回した手で彼の髪の毛をくしゃくしゃとしてしまう。

　レオナルドは追い打ちをかけるかのように、とぷりとその蜜源へと指を沈めていく。

「ああっ！」

　オデットの脚がびくびくと痙けい攣れんした。

　レオナルドは彼の肩にかかる、ふわふわとした鳶色の髪を感じながら、中指を折っては伸ばしと、しばらく蜜を掻き出しながら、親指で蜜芽をぐりぐりと撫でる。すると、オデットは顎を上げて、身をよじった。熱に浮かされたようなオデットの唇は赤い薔薇のように赤く、だらしなく開いた口からは絶え間なく喘ぎ声が漏れ出る。

　レオナルドは片脚をベッドの外に伸ばして床に着け、肩にかかった腕をぐいっと引っ張った。

「立てる？」

「あ、んっ……」

　返事なのか嬌声なのかは定かではないが、立ってするのは元々、オデットの希望だ。肩を組んだような状態で立ち上がり、彼女の手をベッドの柱に置いた。その間も指は挿れたままだったので、蜜壁の感じやすいところに当たるらしく、オデットは「あっ、あぁ……」と、よろめきながらも柱にすがった。

「しっかり掴まっているんだよ？」

　レオナルドが中指を抜く。ちゅくっと卑ひ猥わいな音が立った。

「ふぁ……」

　指で蜜芽をいじるのはやめずに、レオナルドは後ろから、すでにそそり立っている熱杭を穿った。

「ああ！」

　立ったままで、いつもと違うところを刺激されている上に、ふくらみ始めた蜜芽を親指と人差し指で優しくつまんでさすられるものだから、オデットの喘ぎ声が止まらなくなる。力が抜けて崩れ落ちそうになったので、レオナルドは彼女の腹に腕を添えて支えてやる。彼が熱情をぶつけるたびに、オデットは、びくんびくんと背を反らせ、中では、うねうねと彼のそれを包んでくれる。その収斂しゅうれんが頻繁になってきたので、レオナルドは片目をぎゅっと瞑った。

「く……」

　──先に俺が持ってかれそう……。

　オデットは、もうすぐ果てるだろう。

　──そのときまで耐えるんだ。

「レオ……あぁ！」

　オデットが驚いたような声を上げたその瞬間、レオナルドは彼女の中で弾けた。

「ふぁ……」

　オデットの声がやんだあとも、ぐっぐっと下から杭を打つかのように、ひとしきり彼の残ざん滓しを呑み込ませる。

　やがて、オデットを抱えたまま、レオナルドは背中からベッドに倒れ込んだ。




　城のエントランス前には豪奢な馬車が停まっていた。レオナルドとオデット、そして長男のアンリが見送りに出る。周りを衛兵、使用人、貴族たちが囲んでいた。陽気で粋な伯爵はナルミア社交界の人気者だったのだ。

　その中にはバラデュール侯爵夫妻もいて、クリストフが伯爵と談笑していた。

　レオナルドはクリストフに寄り添うイヴォンヌを見て、心が温かくなる。四年もひとつ屋根の下で暮らした仲だ。自分が幸せにできなくても幸せになってくれれば嬉しい。

　伯爵が馬車のほうに向かったので、オデットが歩み寄る。

　伯爵が馬車の前で歩を止めて、オデットとレオナルドに向かい合った。

「ナルミアでの六年間は楽しくて、あっという間でした」

「これからは私の親や弟妹をよろしく頼むぞ」

「ええ、もちろんです。トリニア王家のこと、手紙でオデットに報告するから楽しみにしていてください」

「ミシェルのように気の合う外交官は二度と現れないよ」

　寂しげに俯うつむくオデットに伯爵が困ったように微笑みかけた。

「気が合いそうな外交官を選ぶよう伝えますから、ご安心ください」

　オデットが泣きそうになっているというのに伯爵は颯爽と踵を返した。馬車に半分脚を入れた時点で、ちらっと顔だけ向けてくる。

「本当に彼、ものすごい美形だから、一刻も争うので申し訳ありません」

　そう告げて、伯爵は馬車の扉を閉め、さっさと馬を走らせ、去っていった。

　オデットがレオナルドに身を寄せる。

「残されるほうが悲しいものだな」

「ああ……」

　実は今頃になって、レオナルドも寂しくなっていた。

　──いろいろ相談に乗ってくれるいい奴だったのに……。

　やっとオデットの喪失感を理解したレオナルドは、その晩、ベッドでオデットを後ろから抱きしめながら、こう頼んだ。

「なあ、オデット、俺にも伯爵に話していた本音を言ってくれよ」

「それは……やめておく」

　ヒュンヒュンヒュンと、矢が立て続けにレオナルドの心に刺さった。

　──俺は外交官の替わりにもなれないような存在なのか……。

「なんで……というか、そもそもオデットは何を話していたんだ？」

「いろいろだ。政治のこと、社交界の人間関係、育児のこと……あと……あ、これは内緒だ」

　結婚六周年、こういうときどうしたらいいのかも、わかっている。

「オデット、いつまで秘密にしていられるかな？」

　レオナルドはオデットの足首を掴んだ。

「ひ、卑怯な……」

「俺たちの間には隠し事はないはずだろう？　話してごらん」

「や……やめ……！」

「話すまで、やめない」

「ひ、ひぃー、いやー！」

　何をしているかというと、レオナルドが足裏をコチョコチョとくすぐり、オデットが爆笑しているのだ。

「降参……？」

「わかったよ。降参だから、やめてくれ！　閨のことだよ」

　レオナルドは掴んでいた彼女の足を落とした。

「もしかして……まだそれ、やってた？」

「だって、ミシェルに感想が聞きたくて」

「か、かんそう!?」

　──俺、マンネリじゃないよな、俺、結構ちゃんと愛撫しているよな、俺、回数多すぎかな。

　オデットは彼の心配を察したらしく「安心しろ、ミシェルは否定的なことは言わなかった」と先回りして答えた。

「そりゃ、外交官は、国王夫妻には仲良くしてもらわないと困るからな」

　余裕の表情でそう告げながらも、心中では、密かに安堵するレオナルドだ。

「レオンは顔もガタイもいいから『自分だったら、レオナルド様にこんな体位でしてもらいたいな』とかそういう前向きな感想で、とても参考になった」

「もしかして、『立ったままやってみたい』とか唐突に提案しだすのって……」

「実は自分で思いついたわけではないのだ」

　オデットは手を頭に置いて、照れたように笑っている。

　──動物でも虫でもなく、伯爵の入れ知恵だったとは……。




　ミモザが爆発するほど大きくなっても、まだ知らないことがあると知った春──。




　翌月、替わりの外交官が着任した。

　レオナルドとオデットがエントランスに迎えに出ると、そこには孔雀くじゃくのように派手な男がいた。実際、帽子に刺してある羽は孔雀のそれではなかろうか。中性的な顔立ちなので似合っているといえば似合っている。

「オデット様ぁ！　ハリントン伯爵からお噂はか・ね・が・ね！　あたしたち、気が合うと思ってるんですぅ」

　彼は、オデットの前でお辞儀をしたあと、レオナルドのほうに目を向けてきた。

「やだー、本当にイケメ……じゃなくて、国王陛下、わたくし、トリニアのボシェ伯爵家の次男、ディディエで～す。今日から外交官として頑張りますのでよろしくお願いしまぁす」

　ディディエはその細い腕を上げてガッツポーズを取った。その肘が外側でなく、内側に向かっているのはご愛敬あいきょうか。

　レオナルドは屈んでオデットに耳打ちした。

「あんたの国はすごい人材の宝庫だな」

　オデットは、ふふふと含み笑いで返す。

「さすがミシェル、いい人選で楽しくなりそうだ」

　レオナルドは、今後は彼に妻との密事が筒抜けになるのかと諦めたような気持ちになるが、オデットが嬉しそうに微笑んでいるので、少し喜ばしく思った。








第八章　アンリの婚約












「オデット、お父様の寝室に行くのはやめて、いつもここで寝ろよ」

　アンリは、王妃の寝室の扉に手を突いて足を組み、ベッド上のオデットに語りかけた。おそらく、このポーズは彼が最も自分がかっこよく見えると考え抜いたものだ。

　彼は六歳になっても相変わらずだった。

　オデットは月末、月のもののときだけ、自身の寝室で子どもたちに囲まれて眠っている。アンリは、月末だけでなく、ずっとここで寝てほしいと言っているのだ。母親としては、それは叶えてやりたい願いだが、妻としては、それを叶えることが難しい。

　不思議なもので、同じ環境で暮らしていても兄弟は全く違う生き物だ。次男のニコラは父親と張り合ったり、母親を独占しようとしたりせず、マイペースで与えられた状況を楽しんでいる。

　今も、オデットのベッド脇にあるベビーベッドに横たわるフローラの頬を指でつんつんと差して、ニコニコしていた。




　そんなある日、妹であるセリーヌから、レーヴィ国王と娘を連れて、ナルミアを訪問したいという、内々の打診が来た。長男を連れずに、娘だけというところに、妹の意図を感じる。

　オデットは以前、レーヴィ王国を訪問したとき、セリーヌと交わした会話を思い出した。

『一歳のクロエはとっても可愛いから、お姉様の二歳の王太子様にぴったりじゃない？』

『うん、そうだな。本人たちの気が合えばいいかもしれない』

　そのあと、『お姉様らしくない』と、セリーヌにたしなめられたのだ。

　セリーヌが言うことも一理ある。これは国と国とのことだ。早速その晩、レオナルドに相談することにした。




　ベッドの上で、オデットは、手紙を読むレオナルドの顔を見上げる。

「レーヴィ王国なら、婚姻で同盟を強化するのも悪くないだろう？」

「うん、それはそうなんだが……アンリには好きな子と結婚してほしいから、もしお互い気に入ったら──でいいよな？」

　レオナルドも同じ考えだと知り、オデットは嬉しくなって身を乗り出した。

「私もアンリとクロエの気持ちが一番大事だと思ってたんだ」

「俺が、あんたの国に行って、お見合いしたときみたいに？」

　レオナルドがこれ見よがしに流し目を送ってくるものだから、オデットは戸惑う。

「ん、まあ……あのときは……」

「そんなに気に入ってなかった……？」

「すまん！　出国したかっただけだから」

　──確かに、セリーヌが言うように、あの頃から私はかなり変わった。

「とはいえ少しは……好意があったんだろう？」

　レオナルドは当時の自分の印象が気になっていた。

「……お前は変わらないな」

　オデットはプッと噴き出す。

　レオナルドは、オデットと結婚するために国王になったという。現実主義者リアリストのセリーヌからしたら信じられない男だろう。

「どういう意味……？」

　レオナルドが不服そうだ。

「変わった国王もいたものだと思ったんだ。アンリは私への執着が強すぎるから、同世代の女の子と触れ合うのもいいよな？」

「それもそうだが、ごまかすなよ」

　オデットは膝立ちになって、顔を近づけ、レオナルドの頬に手を伸ばした。

「今は大好きだから、昔のことなんてどうでもいいだろう？」

「それが聞きたかったんだ……」

　レオナルドがその手を取って、手のひらに口づけながら、野性的な眼差しを向けてくる。

　オデットは胸がドキドキと高鳴るのを感じ、新婚じゃあるまいしと、取り消そうとした。

　──違う、むしろ今だ。

　よく考えたら、オデットは初夜のときは半ば義務としてレオナルドと抱き合ったのだった。

　──今頃になって、ときめいているなんて、な！

　おかしくなって、オデットが口の端を上げると、レオナルドが片眉を上げて、のぞき込むように顔を近づけてくる。

「笑ってない？」

「うん、えーっと。あの、そうだ。こないだディディエが、日常の素晴らしさを感じるために不自由になることも必要だと教えてくれてな」

　ディディエというのは、女装こそしていないものの、色はピンク、柄は薔薇を好む、中性的なトリニアの外交官である。

　レオナルドは彼について享楽的な印象を持っていた。そんな神の教えのようなことを話題にするとは人は見かけによらないものである。

「で、その不自由はどうやって実感するんだ？」

　なんで、ベッドでいい雰囲気になったタイミングでこんな会話になっているのかとレオナルドは訝しく思ったが、いや、相手はムードを壊す天才だから、と納得する。

「手を縛ったり、目を隠したりしたらいいそうだ」

　レオナルドは雷に打たれたような衝撃を受けた。

　──トリニアの外交官は、二代続けて有能すぎる！

「そうか、なるほど。それはいい提案だ。では、実践に移してみよう」

　レオナルドはなるべく厳おごそかに告げながら、オデットのネグリジェの裾を持ち、恭うやうやしく捲り上げて、ゆっくりと頭から抜いた。緩慢な動きのほうが儀式風になると思ってのことだ。オデットは信心深いのであからさまに快楽を追求することをよしとしない。

　──そのくせ、一旦、閨ごとになると、すごく気持ちよがるんだよな。

　そこがいいのだと、内心にんまりしながら、レオナルドは自身のガウンの紐を解く。オデットの両手をまとめ上げ、紐を使って彼女の頭上で優しく縛り、紐の一方をベッドの円柱に一周させて括くくった。自身のガウンは脱ぎ捨てる。

　オデットが顔を赤らめ、困ったように眉を下げた。

　──ちょっとちょっとちょっと、可愛すぎだろうが！

　レオナルドは司祭のように、こほんと小さく咳払いをする。

「まずは少しずつ不自由さを実感するために段階を踏むことにする。目隠しはまた今度がいいだろう」

　ただ単に表情を見ていたいだけである。

　両手を上げていることで、乳房が引っ張り上げられ、いつもより前に張り出している。その先端はもう尖っていた。

　──ちょっとちょっと、厳かな中、もう感じてるよ、この信徒！

　レオナルドはあえて周りから攻めることにした。

　オデットに覆いかぶさり、脇下をべろりと舐め、そのまま舌を、乳房の外輪に沿って這わせる。すると、乳房が微かすかに揺れ始め、甘い吐息が耳に入る。




　∞の字を描くように、レオナルドが双丘の外輪に舌を這わせ、時々、脇下に寄り道までするものだから、オデットはもうたまらない。特に脇の下は甘くくすぐられるようで、もぞもぞとしてしまう。

　手を固定されているので、なされるがままだ。レオナルドにすがりたくてもできない。

　──確かに、自由がなくなるのはいやな面がある。

　だが、さっきレオナルドに縛られているときに背筋を駆け上った快感はなんだったのか。

　──だめだ、快楽に堕ちては……！

「はぅ……う……はぁ」

　胸中の煩はん悶もんに反して、口からは嬌声がほとばしる。それも仕方のないことだ。レオナルドが上目遣いで自分を観察しながら舌で胸の周りを愛撫しているのだから。

　オデットがその、焦らされるような快楽に体を弓なりに浮かせて耐えていると、レオナルドが片方の乳房に手を置いた。胸のふくらみを潰すようにぴんと張った手のひらで円を描くように撫でられて、「あぁ！」と、オデットは小さく叫ぶ。さらに追い討ちをかけるかのように、レオナルドが空いているほうの乳首にかぶりついてちゅうっと吸ってくる。

　早くこうしてほしかったような気もするが、いざそうされると、その強い快感からどうやって逃れようかと身をよじってしまう。そのたびに、オデットと柱を結ぶ紐はぴんと張り、彼の背中に回した脚をあがくようにこすりつける。

「はぁ……はぁ、はぁぁ……はぁ」

　不自由がこんなに気持ちよくていいんだろうかと信じられない思いでよがっていると、紐にぶらさがっている振り子にでもなった気分だ。

　レオナルドは咥える乳房を替えながら手を上に伸ばした。紐で括られた手首を、その大きな手で包み込む。

「痛くない？」

「ん……ない、でも痛くても、いい」

　レオナルドは上体を起こす。

　眼下にあるのは両手を紐に引っ張られ、尖った乳首の周りを濡らし、脚の付け根から蜜を垂らした淫らな妻の姿だ。

「オデット、俺、もう我慢できないよ」

「来て」

　その甘い声に、レオナルドはぶるっと震えて、脚の間に入り込む。その濡れそぼった花弁を味わうかのように、切っ先でつついた。

「ん、んんん」

　オデットの脚がぴくぴくと痙攣する。

　そろそろだ。レオナルドはさっきから屹立したままになっていた怒張をねじ込む。オデットの両脇に手を突き、背を反り返らせてより深く繋がろうとする。

「ああっ」

　オデットが胴震いした。

　レオナルドは嵩を増した剛直を僅かに引いては、またずんっと奥まで突き、隘路を彼のもので埋め尽くす。

「は、や……て、手……取って」

　オデットが浮かされるように言うので、やはり痛いのだろうかと、レオナルドはゆっくりと抽挿しながら、手首の紐を解いた。
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　すると、オデットの両手が彼の背中に回る。痛いのではない、彼を抱きしめたかったのだ。その小さな手の感触にレオナルドは我を忘れて、がっがっと速く、激しく、その昂ぶりをぶつけてしまう。彼女もまた、きゅうきゅうと彼の性を抱きしめて応えた。

「オデ……ト……！」

　レオナルドが爆ぜる。

　びゅくびゅくと注がれる彼の飛沫をオデットは微笑みを浮かべて受け容れた。





†　†　†






　オデットが、セリーヌに、訪ナルミアを歓迎する旨の手紙を書いたので、レーヴィ王国から正式にナルミア王国訪問申し込みの親書が届いた。

　オデットは子ども部屋で、アンリを抱き上げる。

「アンリ、もうすぐお前の婚約者が来るぞ」

「俺、いつの間に婚約してたんだ？」

　アンリが憮然とした。そうしながらもちゃっかり、母親の胸に偶然、手が当たったふうを装って、そのふくらみを掴んだ。

「すまん、半分冗談だ。レーヴィ王国の叔母様が娘と結婚させたがっていてな」

「いやだ、俺はお母様と結婚するんだから……！　お父様と別れて俺にしろよ」

　この息子にはオデットは驚かされっぱなしだ。思わず爆笑してしまった。

「アンリ、ありがとうー！　ありがとうー！」

　笑いながらそう言われ、アンリの顔がますます渋くなっていく。

　だが、この小さな恋人の発言に、オデットは笑いが止まらなかった。





†　†　†






　レーヴィ国王夫妻と娘のクロエがナルミア王国を訪問する日がやってきた。

　朝食の時間、レオナルドとアンリは揃って浮かない表情をしていた。

　アンリの弟妹はまだ朝食をともにしていないので三人の食卓だ。長細いテーブルで国王夫妻は向かい合い、アンリはオデットの隣にちょこんと座っている。

「レオンの義妹いもうととアンリのいとこが来るのだから、二人とも、もっと楽しそうな顔をしたらどうだ？」

　オデットがフォークとナイフを置いて、二人の顔を交互に見やる。

「俺はレーヴィ国王とは、フェルナン、レオンと呼ぶ仲で、今後の外交について膝を交えて話したいんだ。オデットたちは、妹やいとこと楽しく過ごすといいよ」

　レオナルドがにっこりと作り笑いをした。

「なんだなんだ、感じ悪いな。女子おんなこども扱いして」

　オデットが顔をしかめると、レオナルドは慌てた様子になる。

「いや、外交については、オデットも交えて。でも、ほら、前みたいにセリーヌと同じ部屋で寝たりするんだろう？」

「うん？　まあ押しかけてくる可能性はあるな」

「そうそう、俺はそのことを言っているんだ」

　レオナルドは、セリーヌがいる間はオデットと一緒に寝られない上に、またどんな対抗意識を燃やされるのかと、いやな予感がしていた。

　ふと、隣を見ると、アンリも憂鬱そうにしている。このくらいの時期は男同士で外を駆けまわるほうが楽しいだろう。

　レオナルドとアンリは同時に溜息をついた。




　先触れが届き、王妃の居室で、長男アンリ、次男ニコラ、長女フローラは、正装に着替えさせられていた。身だしなみを整え終えたオデットが、子どもたちのいる部屋に入ってくる。

　そこには、ジュストコールに赤いサッシュを肩に掛けて、王太子然としているアンリがいた。

　オデットは思わず、アンリを抱き上げた。

「素敵な王子様だこと！　レオンも小さいとき、こんな感じだったんだろうな」

　アンリの眉根がきゅっと寄った。そうしながらもオデットの胸にさりげなく手を置いている。

「お父様は、俺ほどは、かっこよくなかったと思うよ？」

　オデットはぶぶっと噴き出した。

「そうだ。アンリは世界一かっこいいぞ！　いとこのクロエも一目惚れしちゃうな」

「お母様、私はまだ婚約など……」

「大丈夫だ、わかっている。冗談で言っているだけだ。婚約などまだ先のこと」

　そのとき、居室のドアがノックされた。

「レーヴィ国王御一行の車列が目視されたそうです」




　ナルミア国王一家は王宮のエントランスに集まった。王宮の前には、使用人から重臣までもが整列している。そこにレーヴィ王国の黄金がふんだんに使われたきらびやかな馬車が騎馬の近衛兵に守られて到着した。

　まず降り立ったのは貫禄あるレーヴィ国王、フェルナンである。その後ろからセリーヌの顔がひょこっとのぞいた。セリーヌはオデットを認めると、ぱーっと顔を明るくした。

　そのあとに続くのが侍女に手を引かれた薄茶色の髪にはしばみ色の瞳の女の子。ピンクのふりふりのドレスに大きなピンクのリボンを頭にのせていて可愛らしい。

「まあ、見て、なんて愛らしい」

　オデットがレオナルドの耳元で囁いた。

「ああ。フェルナン似だな」

　オデット似なら、アンリが気に入って、自分といちいち張り合わなくなるのでは、というレオナルドの希望はここで潰えた。

　ぼふっと音がして、オデットに視線を向けると、胸の谷間にセリーヌの頭があった。

　──両国王の挨拶だってまだなのに、この姉妹は……。

「こらこら、ここは人目があるぞ」

「あら、いけない、ついくせで」

　セリーヌが顔を上げる。

　レオナルドはセリーヌを見て見ぬふりで、フェルナンに近づき、挨拶をした。




　実際、レオナルドの予想通り、アンリはクロエに失望していた。オデットの姪めいだから、少しは似ているのでは、という淡い期待があったのだ。




　レーヴィ国王一家が到着したその日の夕方にはもう歓待の晩餐会や舞踏会が開かれるということで、アンリはニコラとクロエと三人で、子ども部屋で遊ぶことになった。

　ニコラは部屋の隅で逆立ちして、ミモザの木になりきっている。足を左右に広げることで、その枝ぶりを示しているのだろう。

　──相変わらず、マイペースなやつ。

　ニコラの協力はさっさと諦めて、不本意ながらアンリが相手をすることとなった。周りにはレーヴィ王国から付いてきた侍女たちがいる。これは外交の一環なのだ。

「クロエは何をして遊びたいんだ？」

　アンリはおもちゃのある棚のほうに手を広げた。ここには人形だって、ミニチュアの城だって、木馬だってなんだってある。

　クロエは上目遣いでちらっとアンリを見やる。

「アンリ様が遊びたい遊びがいいわ」

　──じ・ぶ・ん・が・な・い！

　これだから、アンリは母以外の女が嫌いなのだ。

　オデットが子どもならきっと、木馬じゃなくて生きているポニーに乗ろうとか、虫採りに出かけようとか、水鉄砲で戦争だとか──きっと楽しい提案をしてくれたはずだ。

　アンリがこういった遊びを提案したとしても、このフリフリドレスの女がそれに付いてこられるとは思えなかった。

　だが、アンリはそれが完全に誤解だったことをのちのち知ることになる。

　そのとき、ダンッと大きな音がした。

　ニコラが足を地に着けて人間に戻ったのだ。

「目隠し鬼をしよう」

　それはいい提案だった。

　というのも、いつも侍女を交えてやっていたからだ。子どもだけでやったほうが、真剣勝負ができるというものだ。いとこが男だったらよかったのに、と心で悪態をつきながらもアンリは賛同した。

「では、年長の私がまずは鬼になろう」

　王太子として、主語も『私』でかっこよく決まったと思いつつ、アンリは侍女が差し出す黒い布を受け取って目の位置で閉める。すると二方向からパチパチと手を叩く音がした。

　──音が大きいほうがニコラだ。

　アンリがニコラのほうに近づくと、その音も離れていく。なので、足早で進み、指先が少し触れたところで「はい、捕まった！」と、飛びかかるようにむにゅっと取り押さえた。

　──むにゅっ？

　そこで気づいた。音が大きいほうがクロエだったのだ。

　──何これ、柔らかい。

　体の造りがニコラと根本的に違う。掴んだのは二の腕だったが、太ってもいないのにこんなに柔らかいものなのか。

　アンリは慌てて離れて、双眸から布を拭い去った。

　眼下では、クロエが後ろ手を突いて目を丸くして見上げている。彼女の侍女が心配した様子で駆け寄ってきた。

　もしクロエがオデットだったなら、アンリが見下ろしたとき、その胸の谷間に目がいっただろうが、この五歳児には何もない。ウエストもくびれてはいない。

　──だけど、柔らかかった……。

「ごめん、ニコラだと思って……荒々しくしてしまった」

　アンリが手を差し出すと、クロエが握り返して立ち上がる。

　──手も、柔らかい。

「え、いえ、少し……驚いただけで……ア、アンリ様なら、何をされても構いませんわ」

　その瞬間、アンリの中から甘い思考が飛んでいった。こういうセリフには寒気がする。従順な女に嫌悪感があるのだ。

　だが、それも誤解だと、このときのアンリはまだ知る由もない。




　夜、やはりオデットは王妃の居室でセリーヌと一緒に寝ることとなる。

　舞踏会が終わり、レオナルドはオデットと回廊を歩いていた。

　レオナルドが、あからさまにげんなりとした表情をしている。以前、レーヴィ王国を訪問したときと同様に、舞踏会でセリーヌに散々、オデットとの仲を張り合われたのだ。

　オデットはちらっとその表情を見てから、彼の腕に腕を絡める。

「一回だけ、しない？」

　甘い声で囁かれて、レオナルドはぶるっと身震いした。

「いいね」と屈んで耳打ちする。




　レオナルドが、王の居室に入るなり「少し寝室で休憩する」と侍従たちに告げた。オデットは夫に腕を引っ張られ、寝室まで連れていかれる。

　侍従によって扉が閉められると、レオナルドの両手がオデットの腰に回り、ぐいっと引き寄せられた。レオナルドが伏し目になって顔を近づけてくる。途端に二人を甘い空気が包んだ。

　レオナルドの陶然とした顔を目の当たりにしてオデットは自ずと唇を開く。彼の肉厚な舌に舌を絡めながら、オデットは背に手を回した。

　しばらく、ちゅ、くちゅとお互いの舌をむさぼる音だけが寝室を満たす。

「……あっ」

　レースの胸元から入り込んだ手に、直に乳房を揉まれ、オデットは声を上げた。ごつごつとした指の感触が伝わってきて、オデットが頭を後ろに傾けたので唇が離れた。そのまま壁に押しつけられる。

「オデット……」

　レオナルドはパニエごとスカートを捲り上げて、彼女の足元にひざまずく。スカートがぱさりと彼の上半身を覆った。

「あ、レオン……あっ！」

　いきなり秘所に口づけられて、オデットは上体を引き、肩と肘を壁にこすりつけるようにした。レオナルドはいつもより性急だ。

「……もう濡れてるよ」

　スカートの下からくぐもった声が聞こえてくると同時に熱い息を秘所に感じて、オデットは「うぅ……」と呻いて顔を上げる。しかも彼が滴る蜜をちゅぱちゅぱと吸ってくるではないか。

「あっあっあっ」

　膝ががくがくとしてきて、立っていられなくなると、レオナルドが花芯を舐め上げながらも、両手で腰を支えてくる。だが、支えられるのは下半身だけで、オデットは前傾した。




　レオナルドは、これ以上続けるのは無理だと判断し、スカートから外に出て、立ち上がった。片腕で、オデットの背もたれを作ってやり、胸当てからピンを外そうとすると、その腕に彼女の手が添えられる。

「これ……取れる……」

　息も絶え絶えにオデットが告げてきた。

「え？」

「パニエだけ……取れる」

「ドレスを脱がさなくても？」

「ん……ミシェルが贈ってくれた」

「伯爵が？」

「ん……」

　レオナルドは再びスカートを捲って、パニエの付け根を観察した。確かに、上部と繋がっていないし、肩から釣る紐もない。ウエスト周りの紐を解くと、それだけでパニエがぱさりと床に落ちた。

　──最高！

　遠くからサポートしてくれるハリントン伯爵に感謝しつつも、レオナルドはスカートの裾を噛んでたくし上げた。自身のトラウザーズをゆるめて性を開放すると、はちきれんばかりに屹立する雄芯が現れる。

「んん……」

　大きさを増した怒張の硬さは、布地を通しても腹に伝わってきて、オデットはこれから始まる甘い時間の予感に身もだえた。

　彼の両手に尻を掬い上げるように揉まれたかと思うと、いきなり宙に浮く。レオナルドがオデットを抱き上げたのだ。

　すると、彼の剛直が彼女の太ももの間にするりと入り込み、垂れる雫を受けとめた。

「ふ……くぅ」

　その卑猥な感触に、オデットは太ももをレオナルドの腰にすりつけながら、彼の首にしがみつく。彼の楔はやがてぬめぬめと湿りけを持ち、彼女の花弁の上を行ったり来たりするようになる。

　彼の性に優しく撫でられ、オデットは顎を上げて嬌声を漏らすことしかできない。

　レオナルドが噛んでいたスカートの裾を外した。

「オデット……いくよ」

　臀部を持ち上げる手に力が入ると同時に、欲しかったものがぬるりと侵入してくる。

「あぁ！」

　オデットは、びくんと大きく上体を反り返らせて、彼そのものが、彼女の中で大きさを増していくのを感じていた。

　彼が腰を少しひいてはぐぐっと押しつけてくる。そのたびに、尻に骨ばった長い指が食い込む。オデットは喜悦に全身を貫かれた。

「は……あ、もう……や……だめ……レオッ……」

「オデット……そんな……絡みついて……オレも……」

　彼の抽挿が速さを増してくる。捲れ上がったスカートのこすれる音と、二人の蜜が混じり合う淫猥な音の中、オデットは圧倒的な快楽に甘やかな悲鳴を上げた。全身の力が抜けていく。

「まだ、まだだ……オデット……どれだけ繋がっても……足りない……」

　絶頂を迎えた虚ろな頭にそんな掠れた声が響き、オデットはまた官能に侵食されていく。

　レオナルドは彼女と繋がったまま、自身の首に巻きついているオデットの両手をまとめ上げて、肩に掛けた。

「あぅ……あっ！」

　さらに高く抱き上げられたかと思うと、今度はがっがっと、下から情熱を打ちつけてくる。

　レオナルドが動かしているのは性だけではない。腰を動かして灼熱の棒で突き上げるたびに、彼女の全身をぎゅっと抱き寄せるものだから、たまらない。奥まで抉られるようだ。再び全身を喜悦が駆け上ってくる。

「あ、熱……あつ……レオ……あぁあぁ」

　オデットが熱に浮かされたように喘ぎ、体を痙攣させる。震えるのは外だけではなく、中でも蜜壁でうねうねと彼を圧してしまう。

「く……そんな」

　煩悶するような声で耳元をくすぐられ、膨らみ上がった熱棒に飛沫を吐かれる。

　ぎゅっと目を閉じて彼を感じていたオデットは高みまで昇っていくような感覚の中、閃光を見た途端、どーんと落とされたように、弛し緩かんした。




　ぐったりと肩にもたれかかるオデットを抱えたまま、レオナルドは壁に手を突いて息を整える。

　しばらくしてから、彼女をベッドに下ろし、服を直してやった。ぐったりと横になっているオデットの口元がほころんでいる。

　──可愛い……。

　結婚して七年になるというのに、レオナルドは毎日彼女を求めずにはいられない。だが今晩はすぐにでもセリーヌのところにやらなければならない。

　レオナルドが彼女のふわふわな頬に口づけを落とすと、オデットがぱっちりと目を開けた。

「……そろそろ行かなきゃな」

「ああ」




　侍従が『王の居室』の扉を開けたので、オデットが「じゃ、レオン、また明日」と立ち去ろうとしたところ、腕を引っ張られる。

「オデット……」

　レオナルドの半ば閉じられて色っぽい瞳が近づいてきたと思うと、唇が重なった。

　侍従たちがいる前で、こういうことをするのは珍しい。

　やがて舌がぬるりと入り込んでくる。オデットも舌を絡めて応えた。普段なら人前でこんなことをしないが、事後の甘い余韻がいまだに二人を包んでいた。

　二人が唇を離したとき、レオナルドの口元に滴が零れた。彼が舌でそれを舐めとる。

　そんな表情を眼前にして、ぞくぞくしている自分を抑えながらオデットはこう告げた。

「三日だけ辛抱しろ」

「わかってる……」

　レオナルドが前髪を掻き上げる。最近渋さもまして、ますますいい男になってきたとオデットはずっと見ていたい気がするが、我慢して踵を返した。

　回廊の角になぜか、アンリの侍女、ドロテーがいる。

「ドロテー、どうした？」

　それを耳にして、レオナルドも回廊に出てきた。ドロテーの後ろにアンリがいた。
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「アンリ、夜更かしはよくないぞ」

　レオナルドがそう言うと、アンリが嫌悪感をむき出しにして睨んだ。

　──もしかして……見られた？

　オデットはヒヤッとした。軽いキスなら子どもの前で何度もしたことがあるが、深い口づけはしないようにしていたのだ。

「両陛下、申し訳ありません。アンリ様は、王妃陛下に至急お話ししたいことがおありだそうです」

　ドロテーが膝を屈めてお辞儀をした。

「アンリ、どうした？」

　オデットが手を差し出したのに、アンリに手を振り払われてしまう。

　──やっぱり見られたか……。

「な、なんでもない。もう寝ます」

　アンリが背を向けたので、ドロテーと衛兵があとに続いた。




　アンリは、クロエと自分はどうも合わないと訴えようと、両親を訪ねたのだ。が、二人の濃厚なキスシーンで頭がいっぱいになり、それどころではなくなっていた。

　ベッドに戻り、まんじりともせず朝に……なるような気がしたが、そこは六歳児である。すぐに深い眠りに落ちた。

　あっさり寝てしまうなんて、子どもっぽいと口惜しく思いながら、アンリは朝食をとった。

　その後、侍女たちに、昨日と同じく、王太子らしい金糸の刺繍の入ったジュストコールを羽織らされる。大人が舞踏会で着るような服だ。髪の毛も念入りにセットされた。

　──元々かっこいいのに、これ以上かっこよくさせてどうしよ……。

　そこで思いついた。やはり、母親は自分を売り出すつもりではないかと。きっと父親と舌を絡め合うのが楽しくて、長男が邪魔になったのだ。

　自分の居場所がなくなったような、心にぽっかり穴が空いたような気持ちになる。

　が、アンリの心情の変化など侍女たちが気づくわけもなく、ニコラやフローラと一緒くたに、裏庭に連れていかれる。

　男たちが会議をしている間、女子おんなこどもは、ここでティーパーティーをするらしい。レースのテーブルクロスの上には、田園風景が描かれた大きな花瓶に溢れんばかりの花々が生けられている。その周りには美しい皿に盛られた焼き菓子が所狭しと置いてあった。

　アンリは早くその男たちの〝会議〟とやらに参加したいと横目で見ながら、侍女に手を引かれていた。

　オデットとセリーヌが並んで座り、ほかにも椅子が五、六脚あるというのに、子どもの椅子はなかった。普段の食事では、弟妹とは違い、アンリだけは父母と一緒にテーブルに着くというのに、今日はなかった。

　そのままミモザの木まで連行される。木陰に敷かれた布の上に座るよう促された。

　そこには、クロエと侍女が先に腰を下ろしていた。クロエは白のレースがフリフリで肩に大きなピンクのリボンが付いた服を着ている。

　──いつもゴテゴテと着飾る女なんだな。

　こんな女と結婚したら、税金の無駄遣いをされてかなわないと思いながら、オデットのほうを見やる。今日もシンプルだがセンスのいい紺色のドレスを着ている。誇らしげな気持ちになったあと、昨夜のキスを思い出した。

　あまり考えたくはないが、母は舌を入れられるだけでなく、入れていたような気がする。

　アンリはぶるぶると頭を振った。

　侍女の手て燭しょくだけで、そこまで見えるわけがない。妄想だ。

　現実に目を向けると、フローラは温かな日差しが気持ちいいらしく、侍女に抱っこされて眠っている。

　ニコラはミモザの木に足を寄りかからせて逆立ちをしていた。頭にミモザの花まで付けて、ミモザの木になりきっている。今日も〝外交〟を王太子の自分に押しつける気だ。




　仕方ないので、アンリはクロエのほうを向いて提案した。

「おままごとでもするか」

「アンリ様がしたいのなら、ぜひ」

　──じ・ぶ・ん・が・な・い！

　苦々しく思いながらも、笑顔を作る。齢よわい六歳にして、社交術に長たける自分をかっこいいと思いながら──。

「では、オレ……私が農民の父親で、クロエが母親だ、いいな」

「は、はい。ですが、農民の母親とは、どんなことをするのでしょうか」

　──自分で考える力がないし、国民についての知識がないのだ、この女には。

　アンリは小さく溜息をついた。

「たとえば、この雪のように散るミモザを小麦粉だと思って集めて、パンを作ってみてはどうか」

「は、はい」

　──なんでもいいなりか。

　正直、何も面白いとは思えないが、仕方がないので、畑を耕したり、藁わらと称して、雑草を持ったりして、ままごとを続行した。

　すると、テーブルの向こうから笑い声が聞こえてくる。

　レオナルドとフェルナン、両国王の従者、そして、トリニア大使ディディエとレーヴィ大使が談笑しながらやってきたのだ。あの空いている席はそういうわけだ。

　アンリは急に惨めになった。

　王太子だというのに、子どもというだけで、地べたに這いつくばって畑を耕す自分。しかも、いくら外交とはいえ、この五歳のつまらない女とままごとをする自分。

　レオナルドがオデットに何か耳打ちして、いやらしい笑みを浮かべながら席に着いた。それなのに、オデットが楽しげに微笑んでいる──。

　それからの自分の行動はアンリ自身でもよくわからなかった。ただ、父親と張り合いたい、母親に嫉妬させたいという気持ちが原動力だったのは確かだ。だからといって、あんな行動をとることはなかったと、のちのち何度も後悔する羽目になる。

　アンリは父母から目を逸らし、目の前のクロエを見据えた。

「お前、俺になら何をされても構わないって言ってたよな？」

　言葉遣いが突然変わったからか、クロエはその切れ長の緑眼をまん丸とさせている。

「来いよ」

　アンリがクロエの手を引っ張って、木の幹の裏側に回った。ここならテーブルからは見えない。

「目を瞑るんだ」

　案の定、クロエは言われるがまま目を閉じた。

「これから起こることは誰にも言わない、いいな？」

「は、はい」

　アンリが唇を近づけて少し触れた瞬間に、ダンッという音がした。

　ニコラが人間に戻って発した第一声はこれだ。

「キスしてる！」




　驚いたのは大人たちだ。

　セリーヌは嬉しそうにオデットに抱き着いて「アンリったら、おませ！」と喜んでいる。

　両国王は「いや、最近の子はすごいですな」「もう婚約させますか」と、困ったように笑い合った。

　だが、オデットはいやな予感がしていた。

　アンリが昨日のキスをして真似をしようとしたか、はたまた父親と張り合おうとしているのではないかと。

　愛情もなく、そんな理由でキスされるなんて、クロエにしたら迷惑な話だ。

　──クロエを傷つけていないといいのだが……。




　クロエは傷ついてはいないが憤っていた。

　近隣諸国にクロエと歳の近い王太子は二人しかいない。一人はオデットの弟で、もう一人はオデットの息子だ。そんなわけで、母親であるセリーヌから、なんとしてでも、アンリをものにするよう指令を受けていた。

　そしてセリーヌは、アンリをものにする方法をクロエに手取り足取り指南していたのだ。

　あれは、クロエが父母とナルミアを訪問する一カ月前のことだった。





†　†　†






　セリーヌは、王妃の居室で椅子を突き合わせ、至近距離でクロエと対峙した。人払いがしてあって、二人きりだ。

『男性は基本、何歳でも同じです』

　セリーヌが教師のような語り口になった。

『はい、教官！』

『女性から頼られると喜びます。絶対に逆らわず、従順さをアピールするのです』

『はい、教官！』

『早速ですが、実践に入ります』

　実戦かと思い、クロエはワクワクと、顔を紅潮させる。

　セリーヌが顎を少し引いたかと思うと上目遣いになった。

　──え？　私、今、頼られてる？

　五歳の娘にさえもそう思わせるほどの演技力で上目遣いをキープしたまま、セリーヌは舌ったらずな愛らしい声でこう告げた。

『アンリ様のおっしゃる通りですわ』

　まるで母が可愛らしい乙女になったようで、テクニックのすごさにクロエは口をあんぐりとさせた。

　セリーヌがその体勢のまま固まっている。これを模倣しろということだ。

『アンリの言う通りです』

　クロエはとりあえず天井に目を向ける。

　すると、セリーヌは上目遣いをキープしたまま、指で、瞳の向くところは天井ではなく、相手の瞳であることを示して復唱する。

『アンリ様のおっしゃる通りですわ』

　──子ども同士でも、相手は王太子。『様』を使って、『おっしゃる』と尊敬すべきなのね。

　クロエはセリーヌをじっくりと観察し、顎を少し引くことがコツであることを見てとった。

『アンリ様のおっしゃる通りですわ』

　するとセリーヌは上目遣いをやめ、満足そうに微笑んだ。

『クロエはなんでも呑み込みが早いわね』

　大好きな母に褒められて、クロエは嬉しくなる。

　──もっと喜んでいただけるように頑張らなくちゃ！
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　クロエは期待をかけられると力を発揮してしまうタイプである。一カ月で〝淑女力〟を完璧にマスターし、王妃となるべくナルミア王国へと旅立った。

　馬車の中でも、セリーヌに何度も、『本性を隠して、アンリに媚こびて媚びて媚びまくるのよ』と、釘を刺された。

　なぜ、こんなに牽制されているかというと、クロエが度を越したお転てん婆ばなためだ。子ども部屋でおもちゃを見せられたときの彼女の本音はこうだった。

　──弓矢も、虫採り網もないのか！

『アンリ様が遊びたい遊びがいいわ』は、ある意味本音だった。遊びたいと思える攻撃的なおもちゃがなかったのだ。

　農民の母親がどんなことをするのかわからなかったのは、狩猟にしか興味がないためだ。

　だが、そんなクロエの本性を知ることなく、彼女を見くびったアンリは、レオナルドへの対抗心から、失礼な物言いをした挙句に許可なくキスをした。




「何するのよ！」

　クロエがドンッとアンリを押したので、アンリは尻もちを着いた。

　──まずい！

　クロエは驚きのあまり、うっかり本性を出してしまったのだ。慌てて木の幹から顔を出し、大人たちの反応を見た。

『キスしてる！』というニコラの情報だけを真に受けて一様に喜んでいるようだ。

　クロエは身近な視線を感じて横を見た。

　ニコラは恐れ入ったようにクロエを凝視していた。自分より背の高い兄が一瞬で倒されたのだから当然だ。この様子なら、『クロエが倒した！』とか、余計な発言はしないだろう。

　幸い、ここは大きな木の幹が邪魔して、大人たちからは見えない。

　──ありがとう、ミモザ！

　少しホッとして、アンリに視線を戻すと、彼は呆然と地面に座り込んだままだった。

　クロエは母親の言葉を思い出した。

『絶対に逆らわず、従順さをアピールするのです』

　──まずい、嫌われた！

　さしあたって、相手国に悪い印象を与えないようにしないといけない。

「アンリ、立って」

　クロエは今更、可愛い娘ぶっても無駄だと思い、普通のしゃべり方をして、アンリの手を掴んで引き上げた。

「あ、ありがと……」




　この小さなカップルは、大人たちの席に招かれる。

　子ども用の椅子が急遽きゅうきょふたつ用意されて、アンリとクロエは並んで座らされていた。

「アンリはクロエのどこが気に入ったんだ？」

　レオナルドが満面の笑みでアンリに尋ねるのを、クロエは蒼白になって聞いてきた。ちらっと母親に目を向けると、セリーヌは喜びで顔を紅潮させている。ここで、自分が突き飛ばしたことが明かされたら、今度は怒りで顔を赤くするに違いない。

　──私のせいで戦争になったらどうしよう！

「え、えっと……」

　アンリが戸惑いながらも、クロエを一瞥した。

「可愛いところ？　ですか」

　──うそー！

　大人たちが盛り上がる中、あまりに意外で、クロエはくきっと首をひねって、アンリを凝視した。

　アンリは大人たちに囃はやし立てられて俯いている。

　──男の子ってキスしたら好きになったりするの？

　クロエは何が起こっているかわからなかった。




　帰り際、クロエは、エントランスで別れの挨拶をするときに、「クロエは本当に可愛いなぁ」と、伯母のオデットに抱き上げられた。

　オデットは、さりげなく皆から離れて、クロエに耳打ちする。

「クロエ、お母様は私の息子と結婚させたがっているかもしれないが、クロエがいやなら、ちゃんといやって言うんだよ。お母様に言いにくかったら、私に言ったらなんとかしてやるから」

「伯母様……」

　クロエは自分の気持ちを大切にしてくれる存在があることに感激しながらも、この王宮に向かう途中、馬車の中から見た風景を思い出していた。
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　ナルミアは平地が多いため広大な麦畑がどこまでも続いていて、海があるため珍しい魚を売る行商がいた。皆、質素ながらもきちんとした服を着ていた。

　一頭の精せい悍かんな青あお鹿か毛げの馬が近くの道を駆け抜けていくのが目に入る。貝と龍の王家の紋章を馬に垂らしているので、上に乗っているのは王家の役人であろう。もしかしたら、レーヴィ王家の馬車の進み具合を伝達しているのかもしれない。

『お母様、あの馬、すごく速いわ！』

　興奮するクロエとは対照的に、セリーヌはあまり興味がなさそうに『ナルミアには馬の名産地があるのよ』とだけ答えた。

　やがて、石造りの城壁が見えてくる。それはどこまでも続いていた。

　正門に辿り着き、宮殿の全貌が目に入る。大きな窓と窓の間に彫像が飾られていて、サファイア色の屋根が印象的だ。青空のもと、威風堂々たるたたずまいであった。
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　断れるという選択肢が現れた途端、クロエは急にこの国が惜しくなった。

「伯母様、私、この国の小麦畑も駿しゅん馬めも大きな宮殿も、とっても気に入ってますの。あと、海のお魚も食べてみたいし……」

　オデットがおかしげに笑いだした。

「そうか。そうだよな。男の子が好きとか嫌いとか、そういう年頃じゃないよな。今度来たら、海魚の料理を出すように言おう！」

「嬉しいです。ここに来る途中で、まん丸とした赤いお魚を見たのです」

「クロエは好奇心が旺盛なんだな。お前は私と似ているような気がする。アンリやナルミアがいやになったら、お母様のことは気にせず、私に言うんだ。いいな？　私は婚約破棄をしたことがあって、それでよかったと思っているんだ。好きな人と結婚するのが一番だからな？」

「は、はい！」

　クロエは、この自分と同類である伯母をキラキラした瞳で見つめた。




　オデットに抱き上げられるクロエをアンリはちらっと見上げた。

　このとき、アンリはまだクロエの本性に気づいてはいなかった、キスをしたのがバレてしまったために、クロエのことを今更嫌いだなんて言えなくなってしまっただけだ。

　それに、突き飛ばされただなんて、かっこ悪いことを、愛する母親に知られたくないというプライドもあった。

　アンリは、フェルナンと談笑しているレオナルドに視線を向ける。

　──変な対抗心を出したばっかりに！

　おかげで『俺はお母様一筋だからな』と言えなくなってしまったではないか。

　そんなことを考えていると、いつの間にレーヴィ王国一家は馬車に乗り込み、馬が駆けだした。

　アンリが、バツが悪そうにちらっとオデットを見上げると、オデットが屈んで顔を近づけてくる。

「アンリ、可愛い婚約者ができてよかったな」

　好きな女に、好きでもない女との婚約を祝われるなんて、アンリにしたら悪い冗談でしかない。

「でも、それでも、俺は……俺は……」

　アンリはしばし逡巡したのち、顔を上げてオデットを見つめる。

「……お母様を愛してるんだ！」

　浮気男みたいな台詞を吐いて、絶望的な気持ちになっているアンリの頬に、オデットがちゅっと優しくキスをする。

「そうか。ありがとう」

　微笑むオデットを前に、アンリはちらっと父親を見上げた。

　レオナルドが満足そうに頷いている。

　──もう、張り合えない……。

　アンリは敗北感に打ちひしがれ、肩を落とした。








第九章　狩るか、狩られるか












　あれから九年経ち、アンリは十五になった。

　父譲りの長身と、きりっとした目元を彩る深みのある翠眼で、社交界の乙女たちの視線を一身に集めている。口元もきりっと結ばれて無愛想なものだから、氷の王太子と呼ばれていた。

　舞踏会で彼はまず、オデットの女官アデールの娘、ポリーヌと踊る。

　母親が女官だったので幼なじみだ。ポリーヌは母親に似て、おっとりとして愛らしい。しかも彼女はいつもアンリに尊敬の眼差しを向けてくる。

　──重い。

　ポリーヌだけではない。年下の乙女たちは皆が皆、憧れの眼差しで見てくるのだ。それを嬉しく感じられれば、王太子業も楽しいかもしれないが、アンリはそうではなかった。

　アンリは自分が王太子に生まれ落ちたからといって、人より優れているなどと思わなかった。父親のように自力で王位を奪還したわけではない。

　アンリがダンスに誘うと、ポリーヌは面おも映はゆそうに小さく微笑み、アンリの手を取った。小柄な彼女が自分の腕の中で踊る。王太子と踊れて嬉しいようで、ちらちらと見てくる。

　だが、その視線の先は、アンリだけではない、他の乙女たち、そして母親にも向けられていることを、アンリは見逃さなかった。

　アンリは気づいている。ポリーヌはアンリが好きなわけではない。王太子と踊る彼女自身が好きなのだ。そうしたら、皆に一目置かれるから。

　──下らない！

　なぜだかこういうとき、クロエに押し倒された幼い日のことが思い出されるのだ。

　クロエの燃えるようなヘーゼルの瞳。普段はブラウンに見えるが、光を浴びていたせいか、その光彩はブラウンからグリーンへと美しいグラデーションを描いていた。尻もちを着いたときの痛みは、時が経つにつれて甘美な疼うずきを伴うようになっていた。





†　†　†






　女の子は突如として花開く──。

　それをアンリが知ったのは、馬車からレーヴィ王妃が降りたあとにクロエが姿を現した瞬間だった。

　午後の柔らかな日差しに照らされた肌は大理石でかたどられた彫像のように白く滑らかだが、その頰にはほんのりと赤みが差していた。切れ長の双眸は憂いを秘めて耽美的ですらある。

　アンリは九年ぶりに見たクロエの美しさに目を瞠みはった。クロエは十四になっていた。再会に九年かかったのは、セリーヌがその間に二男一女を出産したためだ。

　ニコラが耳打ちをしてくる。クロエがアンリを伸のしたのを唯一知っている人間だ。

「かなり女らしくなられたようですね？」

　含み笑いをするニコラを横目でちらっと見て、アンリは片方の眉を不機嫌そうに上げる。その質問には答えず、前を見据えたままでいた。外国の賓客を前に弟と雑談というのはよくないという考えもあるが、それよりも、クロエをもっと見ていたかった。

　──元々、見栄えは悪くなかった。

　両親の挨拶が終わり、アンリが前に出ると、レーヴィ母娘がお辞儀をした。以前とは変わって今日は、普通のお辞儀だと思いきや、突然、クロエが目をまん丸とさせ、媚こびるように首を傾げた。

　──結局、この女も他の女と同じだ。

　アンリはそう思ったが、実際のところ変わっていないのは、クロエというより、この母子の関係のほうだ。クロエが普段通りの顔で挨拶をしようとしたところ、母親に小突かれたので、しぶしぶ首を傾げて上目遣いを作ったのだ。

　アンリとニコラも同時にお辞儀をする。

　ニコラがずずいっと前に出た。

「クロエ様、兄の婚約者がこんなにお美しいとは、羨ましくて仕方ありませんよ」

　柔らかな笑みを浮かべるニコラ。兄弟はともに父王レオナルド似だが、アンリはレオナルドより眼差しがやや鋭く、ニコラは華やかな造形である。

「まぁ」

　セリーヌが嬉しそうに目を細めたが、クロエは平然として口の端を僅かに上げただけだった。媚びる相手は王太子だけということか。こういう女はこの国にもたくさんいる。

　そして、ニコラはハンデがある分、女子を喜ばす術を磨いてきた。

　──まずい。

　ニコラに媚びた笑みを浮かべるクロエを想像してしまった。

　──いや、まずくない。

　アンリは思い直した。クロエはニコラに押しつけて、自分は好きな女と──。そこまで考えて、やっと気づいた。十五にもなって好きな女がいないことに。

　いまだに母親以上に愛せる女と巡り会っていないのだ。




　また前回と同じく、侍女たちに子ども部屋へと連行される。

　今回は、ナルミア国王がおらず、王妃と王女のおしのび訪問なので、歓迎舞踏会は開催されない。それに、もし結婚となったら、結婚披露の舞踏会で社交界デビューとなるのが習わしだ。

　とはいえ、社交界デビューしていない年下の弟妹と同じ扱いということをアンリは不愉快に感じ、隅の長椅子で足を組んで座っていた。クロエはニコラとフローラと輪になって何やら話している。

　それを観察していると、クロエは黙っていると近寄りがたい美貌だが、笑うと少し可愛い。あの媚びたような笑みは、自分以外の者と一緒のときは見受けられない。

　──俺の前で可愛い娘ぶってるのがバレバレなんだよ。

　心の中で悪態をつきながらも、少し喜んでいる自分に気付いて、アンリは自身に驚いた。ここはムカムカするところではないか。

　と、そのとき、急にフローラが輪から飛び出してきた。

「ねえ、舞踏会をしましょうよ！」

　十一歳のフローラは父親と兄二人に甘やかされて、わがまま放題に育っている。フローラが言いだしたら誰にも止められない。フローラの視線はまっすぐにアンリのほうを向いていて、それを受けて、クロエとニコラもアンリに目をやった。

　なんでも恋愛に結びつけるのが好きなフローラのことだから、婚約者同士がもっと仲良くなれるようにとか、そういうおせっかいを思いついたのだろう。

　女官のバランド子爵夫人が立ち上がり「では、私が演奏しましょう」とチェンバロの前に座った。

　芸術的センスが皆無のオデットを危惧して、レオナルドは芸術方面に明るい女官を子どもたちに付けている。子爵夫人はチェンバロやハープの演奏が得意だ。

　仕方ないので、アンリは重い腰を上げて、クロエのほうに向かい、手を差し出した。意外にも、クロエは挨拶をしたときのような上目遣いにならず、無表情で手をのせてきた。

　──さっきまで、ニコラには笑いかけていたくせに。

　ニコラはにこやかにフローラの手を取ってダンスのポーズを取っている。

　子爵夫人がチェンバロでワルツを弾き始めたので、アンリはいらだちながらも、優雅にクロエをリードした。クロエの手は柔らかく、腰は細く、大地の色をした瞳には長いまつ毛が稲穂のように垂れ、唇はフサスグリの実のように赤く艶つややかだ。

　そのとき、アンリは下肢が熱くなったのを感じた。

　──まずい！

　ペタンコな胸を見て気持ちを萎なえさせようと、アンリはクロエの胸元に目をやった。毎朝、起きると立ち上がっている棒に困らされているが、この棒の嗜し好こうは把握しているつもりだ。

　眼下にはうっすらと谷間があった。

　──まずい！　少しはあるのか。

　その浅い谷間は、母親の深い谷間よりも却かえってエロティックに感じられた。棒が硬くなる一方だ。

　──触りたい。

　アンリは心の中で頭かぶりを振った。違う、自分が触りたいのではないと。触れば棒が治まってくれるのではと、相棒へ配慮をしてのことだと。そんな自分に都合のいい解釈をし始める。

「ここは、そのうちふくらむんだろうな？」

　気づいたら、アンリはクロエの左胸に手を置いていた。

　次の瞬間、手のひらが飛んできた。アンリは素早くその手首を掴む。六歳のときとは違い、護身術をマスターしている。

　──手首、こんなに細いんだ……。

　クロエは踊るのをやめ、怒りで肩を震わせていた。

　それなのに、呑気にもアンリはその燃える瞳のなんと美しいことかと、目が離せないでいた。




　怒りでわななきながら、クロエが思い出していたのは、伯母であるオデットの言葉だった。

『私は婚約破棄をしたことがあって、それでよかったと思っているんだ』

　アンリは相変わらずだ。今回も王女クロエをみくびって失礼なことをした。こんな男と一緒になってもいいことなんてない。

　──婚約破棄よ！

　だが、そんなことを母に訴えても言いくるめられるだけだ。なんとかして、こっそりオデットに伝えないといけない。

　そのとき「国王ご夫妻とレーヴィ王国王妃様がおいでです」という声かけとともに、扉が開いた。

　フローラの弾んだ声が響く。

「お兄様たち、さっきから見つめ合ってらっしゃるんですのよ！」

　案の定、大人三人は大盛り上がりだ。レオナルドなんて「昔の俺たちみたいだな」なんて言って、嬉しそうにオデットの肩に手を回す始末だ。

　アンリが、ちらっとクロエの顔に目をやると、もう怒った様子がない──どころか、また目を大きく開けて上目遣いでアンリを見ているではないか。思うところがあり、セリーヌに目をやる。ものすごく嬉しそうにオデットに抱きついている。

　──もしかして……。

　アンリがこの母子の関係に気づき始めたとき、オデットの声が耳に入った。

「二人で庭を散歩してきたら？」

　アンリはそのままクロエと中庭に出る。六歳の春にキスをしたミモザの木はさらに大きさを増し、この春も爆発したように花を落としている。アンリが階上を見上げると、セリーヌの宝石がたくさん付いた盛り髪が窓際でちらっと目に入った。みんなで見物しているのだ。そんなことだろうと思ってはいたが、しゃべる内容まで聞こえないのでよしとする。

　アンリは、さっきの疑惑をクロエに直接尋ねるつもりだった。すなわち、母、セリーヌから、アンリに媚びるように言われているのではないか、と──。

「あの、さっきもしやと思ったんだが、セリー……」

　途中まで話したところでクロエに遮られる。

「アンリ、やっと二人きりになれたわね」

　クロエはさっきのような不自然な表情ではなく、憂いを秘めた瞳をまっすぐにアンリに向けてきた。しゃべり方も普通である。やはり母親がいるところでだけ、可愛い娘のふりをしていたのだ。

　アンリは急に心臓がドキドキし始める。

　このクロエなら悪くない。棒を挿れると女子は変わると聞いた。表情を乱し、瞳を潤ませ、甘い吐息のような声を漏らすのだと。

　このクールな顔は、ベッドで一体どのように乱れるのか。そんなところを想像したら、また棒が硬くなってきた。

　まずいと思いながらも、きりっとした表情をクロエに向ける。

「二人きりになりたかったんだ？」

　──いけない、にやけそう。

「お願いがあるんです」

　クロエは真剣だ。

　──うん、いいよ。たとえ母親のためだとしても、棒を挿れさせてくれるなら結婚しても……。

「アンリ様から婚約破棄をお願いしてほしいんです」

「え!?」




　驚きでぽかんとしているアンリに、クロエは冷ややかな視線を送った。

「だって、私のこと、好きじゃないでしょう？」

　クロエがそう畳みかけると、アンリは「え、いや、まあ」と動揺した様子だ。

「本当に好きなら、あんなひどいことを言って胸を触ったりしませんよね？」

　クロエが取ったのは、相手の瑕か疵しを突く作戦だ。

　案の定、アンリは目を見開いて固まっている。この傲慢な王太子は誰かから責められたりしたことがないのだろう。

　──ざまあみろ！

　胸がすくような思いだ。

　それなのに、アンリが的外れな質問をしてきた。

「お前、そんなことを言って、本当は好きな男がいるんじゃないのか」

　自分が好かれない理由がそれしか考えつかないとは、なんという短絡的な思考だろうか。きっと、この国の女たちが王太子妃になりたいあまりに、この割と美形で賢そうな王太子をちやほやするものだから、自分の魅力だと勘違いしているのだ。

　──呆れた！

「好きな男性ひとはいないわ。でも、いつか本当に愛せる人ができたら素敵だなあって思うの──」

　クロエはこう言えば、アンリが退ひいてくれると踏んでいた。従順そうな演技に騙されてクロエのことを気に入っただけなのだから、気がないとわかれば興味を失うだろうと高を括っていたのだ。

　だが、アンリは意外にもギラギラと鈍く光る瞳を向けてきた。

「俺のことを愛せないということか」

　クロエは意外な質問に戸惑いながらも、「そうね」とだけ答えた。

　アンリは並んで歩きながらも、横目で鋭い眼差しを向けてくる。何もしゃべらないので、あまりの気まずさにクロエが言葉を継いだ。

「ただ単に、まだそういう人がいないってことよ。でも、いつか巡り合えるかもって思うだけでも素敵じゃない？」

　アンリが何も答えない。

「アンリもそんな女の子が見つかるといいわね？」

　その瞬間、アンリの中で何かがブチッと切れたのが、クロエにもわかった。

　アンリが真顔で距離を縮め、背に片腕を回してきた。クロエの全身を引き寄せる。

　クロエは顔面にボフッと彼の首元を飾るレースを押しつけられた。息苦しいので顔を上げると、唇に生温かいものが重なる。

「う…………」

　クロエは慌てて彼の肩を押したがびくともしない。ちょうど散歩道は緑廊パーゴラに入ったところで、上からは見えない。

　──援軍は絶望的！

　だが、もし、のぞかれていたとしても、助けるどころか喜ばれるのがオチだ。クロエが自分でなんとかするしかない。

　手がだめならと、クロエは右膝でアンリの股関を蹴り上げた──つもりだが、彼の背が高いため、決定的な打撃を与えられなかった。とはいえアンリが唇を離したので、目的は達したといえる。少しは痛手があったようで、アンリは片目を細めていた。

「お前、やるな」

　彼が喜んでいるように見えたが、そんなわけはない。これは今からクロエをいたぶるところを想像しての笑顔だろう。

　仕返しされる前に逃げようと、クロエは地面を思いっきり蹴って全力で体を傾けたが、腕の包囲は崩せなかった。それどころかアンリの腕が腰へと移り、彼の大腿に括りつけられたようになる。

「離せ！」

　クロエが手でアンリの顎をぎゅうぎゅうと押し上げた。

　アンリは顔がやや上向きになりながらも、片方の口角を上げて見下ろしている。その余裕のある所作が腹立たしく、クロエはキッとアンリを睨ねめつけた。

　それなのに、アンリがにやけているではないか。

　──なんなの、さっきから反応が意味不明！

「たまんないなぁ。煽あおってんの？」

「はあ？」

　意味をとらえかねてクロエがうろたえていると、その隙に両脚をまとめ上げ、ベンチに押し倒された。クロエは足をばたつかせて暴れる。

「ちょ！　何をする！」

　アンリの顔が真上にあり、クロエをじっとのぞき込んでいる。

「どっちのクロエが本当なんだ？」

　──猫かぶり、バレてたー！

　それなら話が早い。

「そう、そうよ！　女らしさのかけらもない、狩りが大好きで弓が得意なお転婆、これが私の正体なの！　だからさっさと愛想を尽かして！　離してよ！」

　──さようなら、巨大宮殿！　あの駿馬に乗ってみたい人生だった……。

　クロエは失ったものの大きさを想って遠い目になった。アンリの〝背景〟には未練がある。

　そこに意外な言葉が耳に入った。

「運命の女と、もう出会っていたなんて気づかなかったよ」

　しばし唖然としたのち、この不思議な生き物をクロエは観察し始めた。アンリの頬は赤らみ、その視線は熱を帯びてくる。

　人が恋に落ちる瞬間を見るのは、クロエにとって初めてのことだった。クロエが呆気に取られて抵抗を忘れていたところに、また唇を押しつけられる。

　クロエは慌ててアンリの髪の毛を引っ張った。

「いい、いいよ。このくらい手ごたえがあるほうが、いい」

　アンリが舌なめずりをしている。狩りの得意な彼女は自分が狩られる側になったようで不愉快だ。

「何がいい、いいよ。私、アンリの宮殿目当てなのよ！」

　思わずあさましいことを口にしてしまった。

「宮殿が大きくてよかったって初めて思えたよ」

　アンリが満足げに口の端を上げている。

「は？」

　──この人、頭おかしい。

「むむ……！」

　再び口づけられたが、抵抗する気力もなく、なされるがままとなる。

　そこにフローラの弾んだ声が飛び込んできた。

「あー！　キスしてるー！」

　クロエが慌てて起き上がると、緑廊パーゴラの生い茂る葉と葉の隙間で、青い瞳が光っている。

　少し離れたところから、「やだ、またー」「俺がトリニアにお見合いに行ったときと同じじゃないか？」「懐かしいな」などといった大人たちの弾んだ声が響いてきた。

　──だめだ、もう他家にお嫁にいけないわ。

　アンリは妹のことなどおかまいなしで、クロエをじっと見つめて手のひらをにぎにぎと親指で押して、そのぷにぷにした感触を楽しんでいる。

　自分のどこを気にいったのか、クロエにはさっぱり理解できないが、こうなったら取引するのみだ。

「アンリ、もしかして、あなた、私と本当に結婚したいの？」

「いいな、その強気な発言……」

　話が噛かみ合っていないが、大人たちの声が近づいてきたので、クロエは間を置かずに続けた。

「もし結婚するなら、ウィペットという犬種のペットを連れてくるわよ」

「さすが、クロエ。かっこいい犬を飼ってるな。狩りのお伴か？」

　あまりの肯定ぶりに戸惑いながらも、クロエは次の質問に移る。

「ええ。そう、私の相棒よ。で、狩りで乗る馬はアンティラ産がいいんだけど？」

「ああ、もちろん。我が国の王族の馬はアンティラ産と決まっている」

　──やった──！

　クロエは目を輝かせながら続けた。

「弓矢の練習場を作ってほしいの」

「もうあるよ！」

　と、アンリは語調を強め、興奮した面持ちでクロエの手を握りしめた。

「結婚してください」

　それはちょうど、オデットたちが緑廊パーゴラに足を踏み入れたところだったので、弟妹を含んだ見学者五名はパチパチと拍手をしながら、若いカップルが座るベンチへと歩み寄る。

　二人の結婚は、来春、クロエが十五になってからということですぐにまとまった。
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　結婚が決まってからというもの、クロエが何をしていたかというと、鍛錬である。それも騎士がするようなハードな内容だ。

「クロエ様、危のうございますー！」

　侍女や護衛が心配して見上げる中、クロエが石垣をよじ登っている。さすがに王女として手が荒れるのはまずいので、手袋を二重にしたが、盛装のときに着用する優雅な手袋なので、最上部に辿り着く頃には大抵、ビリビリだ。

　業を煮やした侍女が告げ口したようで、とうとう母であるセリーヌがやってきた。

　それは薪まき割り訓練のときだった。決して薪が必要なわけではなく、腕力をつけるためだ。

「うおりゃ────！」

　ガッコーンと薪は見事に真二つとなった。

「ク、クロエ、もうすぐ輿こし入いれだというのに、何をしているの……！」

　クロエが振り返ると、セリーヌが目を剥むいている。

「お母様、だからこそですわよ」

　クロエは斧おのを肩に担いだ。

「だからこそ？」

「お母様、国王に嫁ぐのに一番大切なものは処女っておっしゃってましたわよね？」

「え、ええ」

　話の流れが読めず、セリーヌは目を泳がせながらも頷いた。

「それを守るには腕力が必要ですわ」

「ま、まあ、そんなことを……！　護衛がいるではありませんか」

「護衛がいても、どうしても隙はできますでしょう？」

　クロエは、腕が立つだけでなく、口も立つ乙女だった。

　原因はアンリだ。膝でキックをしても決定打にならなかったのが、今でも口惜しくて口惜しくて口惜しくてならないのだ。あのときはキス止まりだったからいいものの──。




　この半年間、二人は手紙のやり取りをしてきた。

『クロエ、本当は君に会いたくて会いたくて会いたくていてもたってもいられないんだけれど、今会ったら、キスどころじゃすまなくなるって警戒されていてね。こないだこっそり抜け出してレーヴィ王国に向かったのだけれど、国境近くで捕まってしまったんだよ。父王の情報網は本当にすごくて困っ……』

　そこまで読んで、クロエはふーっと胸を撫で下ろす。あんな野獣が来たら、一瞬で妊娠してしまいそうだ。

　ナルミア国王には全力をかけて、息子の国外逃亡を阻止してもらいたい。

　対してクロエの手紙は、アンリとの温度差が激しい。

『結婚の条件について、改めて確認させていただきたい。

　レーヴィ王国第一王女クロエを甲とし、トリニア王国王太子アンリを乙とする。

　一、乙は甲のペットのために甲の居室の中に犬の寝床を作る。

　二、乙は甲の入国前に、アンティラ産の若い駿馬を用意し、甲が毎日乗馬できる体制を整える。

　三、乙は甲が弓矢と猟銃の練習場を自由に使えるようにする。

　四、甲が慣れないうちは、乙は月に一回以上、甲を狩りに連れていく。その後は甲が自由に狩りに行っていいものとする。

　五、甲が自室で、一人で寝たいときは、乙は甲の意思を尊重する。』

　こんな調子で九まで続いたあと『十、性交について、甲には拒否権があるものとする。』で締められた。

　契約書に同封された手紙はそっけないものだった。

『私の署名入りの同じ内容の紙を二枚お送りするので、一枚は署名ののちご返送ください。ただし、この契約は二人の間だけの極秘事項です』

　アンリは全て呑んだ。

　というか、こういうつれない態度を取られれば取られるほどアンリは燃える性質たちである。クロエは知らずに、アンリを煽りまくっているのだ。

　だが、クロエにとっては切実な問題だ。特に十の性交への拒否権が大事だった。

　先日、叔母から閨指南を受けて、クロエは気持ち悪くなった。

　ベッドの上で、狩られる兎よろしくプルプル震えて、男にいやらしいことをされるのを耐えなければいけないらしい。そんなことをしないと子が生まれないとは、なんたる悲劇！

　だが、王妃は子孫を残すのが義務だ。実際、母親のセリーヌは今や三男二女の母である。

　好きかどうかもよくわからないアンリのために、命の危険を冒してまで、たくさん子を産まないといけないのかと思うとクロエは暗あん澹たんたる気持ちになるのだ。

　──あー、女って損！

　そんなとき、クロエは伯母のオデットを想う。

　オデットは十七まで女王になるべく教育を受けてきた。一体どんな想いでナルミアに嫁いだのだろう。ナルミアを訪ねたとき、伯母は一見、楽しそうに見えたが、きっと内には忸怩じくじたる想いを秘めているに違いない。




　春になり、輿入れでレーヴィ王国を離れる日がやってきた。

　クロエは乗馬服姿で、弓矢の入った筒と弓を肩から提げ、森で馬を疾走させる。昨日までの雨から一転して快晴の朝だ。青葉にしたたる水は、木漏れ日を受けて輝いていた。

　やがて幼いころから弓矢の的として使っていたハンノキが現れた。カシやトネリコなどこんもりした広葉樹が多い中、幹が葉で覆われておらず的まとに適している。

　ただし、自然を愛するクロエは生きている木に矢を射ったりはしない。枝に下げた木製トレイを的にしている。アンリに弓矢の練習場を欲しがったのは、木を傷つけないためだ。

　クロエは馬上で弓を構えた。

　──この結婚がうまくいくなら、矢よ、外れろ！

　彼女が外すことなんてめったにない。うまくいかないだろうと踏んでの賭けだ。クロエがぎりぎりと矢を引いた瞬間、馬が前脚を上げ、放たれた矢は的から大きくそれて地面に刺さった。

　近くを兎が駆けていく。馬はこれに驚いたようだった。

　クロエは呆然とその兎が跳んでいく先を眺めた。

　──これじゃ、まるでうまくいくみたいじゃないの！

　クロエがとぼとぼと宮殿に戻ると、女官がおかんむりだった。すぐに侍女たちに着替えさせられ、馬車に押し込まれる。そこかしこに黄金が施された豪華な馬車もクロエにはなんの喜びももたらさない。ただ、愛犬オクタヴィアンと一緒に乗れたことだけが慰めとなる。

　国力を見せつけるため行列のようになった馬車が、ちんたら進むため、ナルミアの王都に辿り着くのに七泊八日もかかってしまった。じっと座っているのが苦手なクロエにとっては拷問である。




　やがて、またあのやたら大きい宮殿が見えてきた。エントランスの前に着き、クロエがオクタヴィアンとともに降りると、ナルミア国王一家と貴族、使用人たちが整然と並んでいた。だが、クロエの婚約者がいない。

「クロエ、長旅お疲れ様」

　国王のレオナルドが破顔したので、クロエはナルミア国王夫妻の前に出てお辞儀をする。

「両陛下、これからは、どうぞよろしくお願い申し上げます。ところで、あの、アンリ様はどちらに？」

　オデットが困ったように眉を下げ、クロエの斜め後ろを指差した。

「私に似たのかもしれぬ。すまない」

　蹄ひづめの音が聞こえてきた。

「クロエー！　お久しぶり！　会いたかったよー！」

　アンリがたてがみの見事な銀色の馬に乗ってやってきた。

　クロエが唖然としていると、オデットの楽しそうな声が耳に入る。

「私も、到着したとき、こんなお迎えのほうがよかったぞ」

　クロエは顔を国王夫妻のほうに戻した。

　レオナルドがオデットの腰に手を回している。

「あのときは、ほら、伯爵に嫉妬してたから」

　二人でいちゃつきながら笑い合っていた。

　──なんなの、この一家！

　それよりも、さっき一瞬でもアンリをかっこいいと思ってしまった自分が恥ずかしい。馬に乗った王子にときめくなんて、これでは普通の貴族の娘っ子みたいではないか。

　初対面のときだって、アンリの外見は気に入ったクロエだ。彼は十七歳になった今、頬がしゅっとして精悍になった。美形の父王に似ているが、よりキリッとした目元が男らしい。

　クロエは心の中で首を横にぶんぶん振った。

　──すぐにキスしてくる、この不ふ埒らち者ものが！

　クロエが不審げにアンリを睨んでいると、アンリが手を差し出してくる。

「クロエ、ずっと馬車に揺られてうんざりしているだろう？　乗りな」

　アンリの横に、同じ銀色の美しい馬が寄り添っていた。

「クロエ様は乗馬できるようなお召し物では……！」

　侍女が慌てて飛んできたときには、クロエは馬に乗ってご満悦だった。

　アンリの馬が走りだしたので、クロエも追う。そのあとをオクタヴィアンが長い脚で地面を蹴り、いきいきと走り出した。オクタヴィアンもまた女主人同様、馬車の中でうんざりしていたのだ。

「なんだ、この馬、すごい！　速いし、走りがスムーズだ」

「アンティラの中でも名馬中の名馬を選んだのさ！」

　そのとき振り返ったアンリの笑顔は爽やかで、クロエの胸はドキドキしてくる。

　二人は森を散々走り回った挙句、川べりに着いた。

「馬と……オクタヴィアンに水を飲ませよう」

　オクタヴィアンの名をちゃんと覚えているとは、アンリは将クロエを射る方法がわかっている男だ。

　クロエが機嫌よく馬を降りたところで、アンリは作戦に失敗する。性急にも、そこで樹木にドンとクロエを押しつけてしまったのだ。

「クロエ……会いたかった……」

　アンリの顔が近づいてくる。

　──これが目的か！

「ちょ、やめてよ！」

「目の前にクロエがいて、やめることなんて……できると思う？」

　クロエはアンリの胸を押したが彼の厚い胸板はビクともしない──という展開にはならず、アンリはドンッと、ふっ飛ばされる。

「薪割り訓練、舐めないでくれる!?」

　仁王立ちのクロエの前で、アンリは膝を立てて起き上がった。怒るどころかか微笑みをたたえているではないか。

　──遂に頭、おかしくなった？

「さすが俺の妻……」

　──なんなの、この前向きさ！

　結婚してしまえばこちらのものとか思っていそうで戦せん慄りつを禁じ得ない。




　クロエは結婚式典でも美しいと大絶賛を受け、晩餐会では海の魚に舌鼓を打ち、そして今、侍女に連れられ、王太子の寝室に入ったところだ。

　わざと薄暗くしているのだろう。明かりはベッド脇のチェスト上にある枝付燭台ジランドールだけだ。

　アンリがベッドから腰を上げて、クロエのほうに近づいてきた。ガウンしか身に着けていない。ベッド脇にある蝋燭の炎だけが光源なので、目の前にくるまで顔がよく見えなかったが、目元はきりっとしているし、かなりの美形だ。唇が重なると、舌がするりと入り込んできた。

　──油断してた！

　だが、大きな手でうなじを支えられ、肉厚な舌で口内をまさぐられていくうちに変な気持ちになってくる。

　──まずい！

　自分が自分でなくなりそうで、焦ったクロエは彼の胸板をぐっと押しやる。唇が離れた。

「あ、あの……」

　──今日、本当に夫婦になる気？

　と口に出せないクロエだ。全く実感が湧かない。色気のかけらもないのに、色事をしようだなんて笑いの種にしかならない。

「どうした？　照れているのか？」

　アンリが舌なめずりして、いやらしい笑みを浮かべた。

　ぞわぞわぞわぞわわーっと、クロエの背筋に悪寒が走る。

　──やっぱり、無理！

　クロエが性交の拒否権を発動しようと思った瞬間、宙に浮いた。アンリに抱き上げられたのだ。クロエは女性にしては背が高いほうだが、アンリのほうが頭ひとつ分、上背がある。

　普通の女子なら、ここでときめくところだが、クロエはそうならなかった。

　──柄でもない！

　か弱い女子のように扱われて、気持ち悪くなっていた。

　クロエが真っ青になっていると、ベッドに仰向けに下ろされた。アンリが覆いかぶさってくる。

　──やだ、もう棒を入れる気──!?

　気持ち悪すぎて泡でも吹きそうだ。

　また唇が重なった。

　彼の瞳が陶然としている。まるで愛いとおしいものを見るような目つきだ。

　──ちょ、ちょっと、そんな瞳で見つめられるような自分じゃないんだけど！

「クロエ……、本当に俺、あんたと結婚できたんだな」

「え、まあ」

　──なんで、私のことをこんなに気に入ってるわけー？

「きれいだ」

　アンリの手が首から胸へと這っていく。

「ちょ、どこ触っ……」

　抗議しようとした途中で、クロエは蒼白になった。

　──この脚に当たってるの、もしやー！

　さっきから、アンリに第三の脚が出現していた。

　──ここまで大きくなるとは……！

　クロエはぶるっと震えた。正直、怖い。

「どうした？」

　アンリに見つめられて、クロエは顔だけ背けた。

　──これ、入らないよ～。

　なんて、口に出せるはずもない。だって、入れてほしがっているみたいではないか！

「やっぱり、そうか……」

　アンリが深く溜息をついて、上体を起こした。

　──やっぱり!?

　アンリが真摯な眼差しを向けてきたので、クロエも、もそもそと起き上がった。

「クロエが俺と本当にしたいと思うまで待つよ」

　何が起きたかわからず、クロエが目を大きく見開いていると、アンリが畳みかけてくる。

「すぐにでも俺に惚れさせてみせる」

　──え？　やりたがってたんじゃないの？

　とはいえ、王太子妃として嫁いできたのにやらないのは問題である。

　これはただの結婚ではない。二国間の同盟の象徴だ。本来なら、立会人がいて、二人が本当に契ったかを確認するぐらいだ。ただ、そのしきたりはレオナルドが自身の結婚のときに廃止していた。

　教官セリーヌの教えに反したことのないクロエは急に不安になる。

「で、でも、同盟的にまずいんじゃあ……？」

　上目遣いでそう尋ねると、優しく目を細めて微笑みで返される。

「大丈夫だ。俺も結婚を白紙にされたらかなわないからな……」

「で、でも、ほら、本国にばれるとまずいというか……」

「わかってる。クロエは、お義母様のことを気にしているんだろう？」

　そういってアンリがベッド脇のチェストから取り出したのは……ナイフだった。

「ちょっと！　死んじゃ……」

　クロエが焦って取り押さえようとしたのを躱かわして、アンリは腕を傷つける。

「キャッ！」

　クロエが両手で頬を押さえて目を瞑る。

「ほら、これで大丈夫」

　自死を試みたわけではなさそうなので、恐る恐る目を開けると、アンリの腕から血が流れていた。

「ど、どうして？」

「この血をシーツに付けておけば、誰も疑わないさ」

　アンリが頼もしい笑みを浮かべている。

　──これじゃ、子を産む義務が果たせない……。

　そう思いつつも、クロエは、性交をせずに済んでホッとしている自分に気づいていた。やはりこういう気持ちは相手に伝わってしまうものなのか。

　そんなわけで、アンリとクロエは手を繋ぐだけに留めて横になった。

　クロエはドキドキして眠れないような気がしたが、この日は式に晩餐会に舞踏会と、初対面の貴族と会いまくるハードスケジュールだったので、すぐに眠りに就いた。




　眠れなかったのはアンリのほうだ。

　クロエの寝息を聞きながら、びんびんに立ち上がった自身の性を、新妻にばれぬよう片手で、こっそり処置する羽目になった。

　そもそも、なぜアンリがこんな自らチャンスを潰すようなことをしたのかというと理由がある。

　両親が揃って、結婚にあたって念を押してきたことがあったからだ。

　すなわち、年若の花嫁に無理強じいはするな、と──。
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　あれは半年前、結婚の時期が本決まりになったころのことだ。

　レオナルドはアンリを執務室に呼んだ。

　人払いをして、二人きりになり、ローテーブルで膝を突き合わせて話す。

　レオナルドは、こほんと咳払いをした。夫婦関係について、息子に助言をするなんて、少し照れくさいようだ。

「アンリ、お前、クロエのことが本当に好きなんだろう？」

「はい」

「なら、忠告はひとつだけ。クロエは十五になったばかりで結婚する。無理強いだけはするな」

　アンリは半眼となる。

「お父様、もしや、いやがるお母様に……？」

「え、違う！　そもそも、お母様が結婚したときは十八だったし……！　一般論だ。やはり、閨ごとは愛がないとな！」

　レオナルドが嘘くさい笑みを作ったので、アンリは疑惑の眼差しを向けた。




　その数日後、アンリはオデットに呼ばれて王妃の寝室で二人きりになる。長椅子に並んで腰かけた。

「アンリ、クロエはまだ十四歳だろう？　もし、いやそうにしていたら、性交してはだめだぞ」

　母親から性交という直截的な言葉を聞いて、アンリは軽くショックを受ける。それにしても、父親は母親に無理に棒を突っ込んだことがあるのではないかという疑惑がますます濃厚になった。

「私はお父様とは違います！　クロエを大切にします！」

　すると慌てたのはオデットだ。

「え、いや、幼い妻の気持ちを思いやってほしいだけで、お父様は関係ないぞ！」

　そんなわけで、アンリは父親の轍てつは踏まない、と決意していたのだった。
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「クロエ……早く俺のものになれよ」

　ベッドで後ろからアンリに抱きしめられ……今夜も第三の脚を夜着越しに感じる。結婚して一カ月が経っていた。こうやっていつまで引き伸ばせるものなのかと毎夜ヒヤヒヤしている。

「まだ先は怖いのか」

「べ、別にそういうわけじゃ」

　怖がっているなんて思われるのは屈辱なので否定したが、兎のように震えながら男に食われる自分を想像すると虫むし唾ずが走るのだ。そんなことをしたら自分が自分でなくなってしまう。




　結局、清らかな関係のまま一年が経つ。

　二人は趣味を通じて気の合う友人であることは確かで、馬で遠出をしたり、狩りをしたり、弓矢や猟銃の練習をしたりしていた。その後ろをいつも猟犬のオクタヴィアンが嬉しそうに駆けていく。

　仲睦まじい若いカップルは見ていてとても微笑ましく、まさか二人が童貞と処女だなんて誰も思っていなかった。

　ただし、オデットとニコラだけは二人がまだ本当の夫婦ではないことに勘づいていた。




　それは結婚一周年の舞踏会のことだった。

　今こ宵よいのファーストダンスは、国王夫妻ではなく、王太子夫妻によるものだ。

　十七歳のアンリは父王と同じくらいの背丈にまでなっていて、剣の稽古などで体を動かすのが好きなこともあり、がっしりとした体たい躯くをしていた。

　そんなアンリの腕の中で、女子にしては背が高くすらりとした体型のクロエがくるりと回る。そのたびに、花紋様の刺繍が施された若草色のビロードが翻った。

　ダンスが終わり、二人がお辞儀をすると舞踏ホールは歓声に包まれた。

　そこでクロエの前に、すっとさりげなく現れたのはニコラだ。

　ニコラは華やかな顔だちの色男に成長していた。氷の王太子と呼ばれる愛想のない長男とは異なり、この次男は淑女の扱いがうまいので、太陽の王子と呼ばれ、社交界で圧倒的な人気を誇っていた。

　ニコラは優雅にクロエの手を取り、ステップを踏んでリードする。

「政略結婚って大変ですよね？　私は次男でよかったと思うぐらいですよ」

「え？」

　クロエはそれなりに楽しく過ごしているつもりだったので、意味をとらえかねていた。

「王太子の婚姻なのに、どうやってごまかしたのか。可哀想なアンリはまだ女を知らない。そうでしょう？」

　──まずい、ばれてる！

　うろたえるクロエにニコラはにっこりと美しい微笑みを向けた。

「でも、仕方ないですよね。五歳のときと同じでしょう？　私は鮮明に覚えていますよ。あなたが兄を突き飛ばしたこと。忘れられない」

　──忘れてくれていたかと思ってたのに～！

「まぁ、最近も突き飛ばしてるから」

　クロエが冗談めかして笑うと、ニコラは乾いた笑みを返し、彼女をくるりと回した。

　クロエが一周すると、ニコラが真顔になっていた。

「道どう理りで、あのアンリも手を出せないはずだ」

「あなた、何が言いたいの」

　ニコラが目を眇めた。

「あなたこそ、何がしたいんですか？」

「え？」

「アンリのことを好きでもないのに、特に抵抗もせずに結婚して、結婚したのに腹を括らず、王妃の義務を果たそうとしない」

　正論だ。正論すぎて、クロエは反論できなかった。呆然とした顔をニコラに向けることしかできない。

　ニコラはこれ見よがしに溜息をついた。

「でも、あなたばかりを責めるのも酷ですよね。アンリがキスしたのは、クロエが好きだったからじゃない。父親への対抗心からだ。それで成り行きで結婚することになっちゃうんだから、人生、どこに岐路があるのかわかりませんね？」

「えっ？　成り行き？」

「ええ。当時、アンリは母親と結婚する気だったから……。まあ、愚かな子どものやることです」

　そこで音楽がやんだ。

「じゃ、失礼します」




　ニコラの投げかけた問いは、クロエの心の中で大きな波紋を呼び起こしていた。

　──一回目は対抗心からかもしれないけど、二回目のキスは成り行きじゃなかったし……。

　クロエはアンリを探した。ポリーヌと踊っている。この娘はオデットの女官アデールの娘で、瞳も髪の色もオデットと同じで、十四なのに胸が大きかった。

　──そういえば初夜。

　特にクロエが拒否したわけでもないのに、拒否したかのごとくふるまったアンリ──。

　──腕を傷つけてまで、私を抱きたくなかったんだ……。

　途端に、すとんと腑ふに落ちた。

　そもそもアンリにとってクロエは、結婚したいほど愛している母親の姪である。この国に来てから、お転婆なところがオデットにそっくりだと何度言われたことか。

　そういえば、開き直って本性を現したところから、アンリが好意的になったのだ。

　──私、身代わり……!?

　いや、それは自うぬ惚ぼれだと思い直す。クロエの外見はオデットと全く違う。女にしては背が高く、胸も大きいわけではなく、切れ長のはしばみ色の瞳である。

　身代わりというのはポリーヌのような女のことを指すのではないか。

　クロエが母親から結婚するように圧力を受けていたように、アンリとて、母親のために、この縁談は成功させなければならなかった──。

　突然、足元にぽっかりと大きな穴が開いたような気がした。

　──私、どこにも居場所がない。

　とはいえ、ホールにずっと突っ立っているわけにもいかない。

　そのとき急に、ディディエに手を取られた。トリニアの外交官だ。今日も薔薇柄の派手なジュストコールに、金髪をひらひらとなびかせて、このホールで一番目立っている。

「クロエ、踊ってくれません？」

「は、はい」

「何かショックを受けた様子だったけどぉ？」

「え、そんなこと……」

「ニコラは、ちょっと事情があって……王太子夫妻には仲良くしてほしいみたいですよ？」

　ディディエが意味深にウィンクしてくる。

「そうですか……」

　確かに、ニコラにしたら、クロエが何をしたいのか意味不明だろう。そもそも自分だってわからないから困っているのだ。教官セリーヌの指示でここに来て、なんとなくまだ性交したくないと思っていたら、しなくていいと言われ、そのまま気の合う友だちのような夫婦として一年目を迎えてしまった。

　クロエは、ばっと顔を上げた。

「ディディエ、私、どうしたら……どうしたらいいんでしょう？」

　ディディエは意外そうに首を傾げた。




　早速その晩、ディディエからこれを着るようにと言われた夜着が届けられた。

　総レースのワンピースだ。侍女には自分で着ると言って自力で着用したら、結構スケスケである。一体、ディディエはどこでこれを活用しているのだろうか。彼は中性的だが上背があるので、クロエは、ずるずると裾を引きずることになる。侍女に見られたくないのでガウンを羽織った。

　──これを着て寝室に入れば全て解決するって言ってたけど……。




　アンリは一人、ベッドの上で歴史書を読んでいた。正確に言うと読んでいるフリをしていた。一年間、今夜こそできるのでは、という期待で寝室に入っているというのに、毎回お預けを食らい、頭の中は煩悩でいっぱいだ。一周年という節目はいい機会かもしれない。

　寝室の重厚な扉が開かれ、クロエが寝室に入ってきた。ずりずりと裾を引きずっている。

「何か引きずってるけど、どうした？」

「うん？　まあ、一周年記念よ」

　クロエが長すぎる裾を払いのけながら、ベッドに這い上がる。照れたように上目遣いでチラッとアンリに視線を向けたあとガウンを脱ぎ始めた。

　白いレースがぴったりと貼り着いていて、華奢な肢体が露わだ。

　──胸元に薄ピンクがふたつ透けてるんだけど──！

　アンリはその美しさに息を呑んだ。

「やっと俺のものになる気になったのか」

　クロエが俯いた。ただ単に、こういう言われ方をするのがいやで顔を背けただけなのだが、それは首しゅ肯こうしたとも取れる動作だった。

　──ちょちょちょちょっと！　可愛すぎだろうが！

　アンリの息子はもうロックオン状態だ。ベッドに座るクロエの背と膝裏を少し持ち上げて仰向けにした。

　一年前の初夜、クロエは震えていた。猪にも果敢に挑むクロエが怖がるなんてよほどのことだ。

　親に釘を刺されたこともあり、まだ子どもで心の準備ができていないのだろうと諦めた。だが、一年経って、ようやくアンリを欲しくなって、こんな勝負夜着を出してきたということか。

　──生きててよかった！

　アンリは脱がす余裕もなく、そのレースの上からピンクの蕾を甘あま噛がみした。

「んっ……」と一瞬甘い声が上がったあと、ぎりぎりぎりぎりという音が聞こえてくる。

　アンリは顔を上げた。

「……もしかして歯ぎしり？」

「あ、ごめん、声が出そうになって……」

「我慢せず、出してよ」

　花嫁に歯ぎしりされる初夜は勘弁してほしいものだ。

「声、出したくないの……気にしないで続けて。いいかげん王太子妃の義務を果たさなきゃ……」

　アンリは突然、崖から突き落とされたような気になった。

「……いい、やめる」

「どうして？」

「あんたが俺に惚れてないからだ！」

　アンリが声を荒げたのは初めてだった。

「で、でもそしたら、私、一生処女かもしれないじゃない？」

　アンリは片手で頭を抱える。

「……何げにひどいことを言う──」

　さすがにクロエも、まずかったと慌てる。

「ごめん、そんなつもりじゃ……！」

「いい。寝る」

　アンリはクロエに背を向けて横になった。




　その大きな背中を眺めていると、クロエの瞳から涙が零れる。

　アンリは一貫して俺に惚れたら抱いてやるとか、自信ありげなことを言ってくる。だが、そう言われてもどうやって好意を表せばいいのかクロエはわからなかった。

　クロエが知っているのは馬と弓と猟銃の扱い方ぐらいだ。




　翌日、アンリはニコラの居室に押しかけた。

　王太子の訪問ということで、弟の侍従たちに丁寧に扱われ、応接室の長椅子に座る。

　そこに、ニコラが現れた。いつもの形ばかりの笑顔を浮かべて──。

　アンリはできるだけ平静を装って尋ねた。

「お前、昨晩の舞踏会でクロエに何か言っただろう？」

　ニコラは向かいの長椅子にゆっくりと座る。

「別に……何を考えているのかよくわからなかったから、訊いただけですが？」

「他人が何を考えているかなんてわからなくて当然だ。それをわかろうだなんて傲慢だろう？」

　ニコラが肩を竦めておかしげに口の端を上げた。兄だからわかる。これは作り笑いではない。

「兄上らしいですね。理屈っぽ……いえ、理性的でいらっしゃる。そんなことだから、クロエが兄上のことを好きだって気づかないんですよ？」

「なんだって？」

「やっぱり気づいてないんですね？」

　アンリはしまったと思った。二人はおしどり夫婦で通っているのだ。

「……人の心はわからないからな。だが、ニコラはなんで、クロエが俺に惚れてると思ったんだ？」

「本当に気づいてないんですね……童貞って恐ろしい」

「なんでそれを……。だが、俺はお前とは違い、生涯、一人としか交わらん」

「信心深いなぁ」

「お前みたいな遊び人とは違う」

「その分、女心はわかりますよ。クロエはアンリ以外の男は目に入ってないし、昨晩だって、ポリーヌと踊るアンリのことを、死にそうな顔で見ていましたよ」

　──まさか、クロエ！

　驚きつつも、思わず口元がゆるむアンリだ。

「何喜んでるんですか！　実は私も兄上と踊るポリーヌを見て死にそうになってたんですよ？」

「え？　まさか？」

　アンリが驚きの視線を送ると、ニコラが苦々しく頷いた。




　そのころ、クロエはオデットに誘われて、森を馬で駆けていた。新緑の芽が春の息吹を感じさせてくれる。

「私のスピードに付いてこられる女はクロエが初めてだぞ」

　オデットが顔だけ振り向かせて大きな声で語りかけた。

「光栄ですわ」

「クロエは私に似ているな」

　きらきらした大きな青い瞳を向けられて、クロエは悲しくなる。

　──本当に似ていたら、こんなことには……。

　泣きそうになるのをこらえて、ぎこちなく口角を上げた。

「どうした？　休むか？」




　オデットは侍従たちに命じて、木陰に布を敷かせる。そこに二人並んで座った。目の前に小川が流れており、馬が首を下ろして水を飲んでいる。

「お義母様、不ぶ躾しつけな質問かもしれませんが、ずっと気になっていたことがあるんです」

「なんだ？　なんでも聞いてくれ」

　クロエは一瞬、躊躇ちゅうちょしたが、思い切って口に出す。

「弟君……トリニアの王太子様がお生まれになったとき、口惜しかったですか？」

　オデットは顔を上げてハハッと朗らかに笑った。

「口惜しかったのはセリーヌだろう？」

「ええ!?」

　驚くクロエに、オデットはウィンクして内緒話と言わんばかりに口元に人差し指を掲げた。

「セリーヌには、ここに渋々、嫁にきたことにしておいてくれ」

「……女王になりたかったんじゃないんですの？」

「なりたかった──でもそれは、自分の手でトリニアを豊かな国にしたかったからだ。だが、自分が留まって王位継承争いが起こると、豊かになるどころか荒野しか残らん。そんなときレオンが求婚してくれたんだ」

「お義父様は短期間でこの国を建て直された凛々しいお方。きっとお見合いのときに惹かれるものがあったのですね？」

　オデットは首を振った。

「好きかどうかはわからなかった。ただ、早くトリニアを去らないといけないと思っていた」

「では、ご結婚なさってから、だんだんとお人柄に惹かれたのですか？」

「ああ。当時は、そうだと思っていた。今は違う」

　意外な言葉にクロエはきょとんとしてしまう。

「見合いのときが初対面じゃなかったんだ。今思えば、元々レオンに惚れていて、彼が好きだから嫁いだのだ」

「ええ!?」

「でないと、心から愛していたトリニアを離れられるわけがない。トリニアより好きな存在が現れたということだ。気づくのにえらく時間がかかってしまったが……」

　オデットは屈託のない笑みを浮かべたあと、真摯な眼差しを向けてきた。

「クロエも同じじゃないか？」

「えっ？」

　クロエはさっきから驚いてばかりだ。

「……お前は私に似てるから」

「それは……アンリが好きでなければ、私は嫁がなかったということですか？」

「うん、まあ、だといいな、という話だ」

　そのとき、初めてアンリに会ったときのことが鮮明に思い出されてきた。

　初対面のとき、宮殿のエントランスの前でアンリは、きりっとした目元に透き通るような翠の瞳を輝かせ、金糸の刺繍が美しい紺色のジュストコールを羽織っていた。六歳にして王太子然とした堂々たるたたずまいだ。

　その彼が口角を僅かに上げて、右足を一歩前に出し、優雅に帽子を取り去り、膝を少し曲げた。そのお辞儀は流れるような動きだった。

　──あのとき、食べちゃいたいぐらい素敵だったわ。

　結婚の前年、アンリは「運命の女と、もう出会ってたなんて気づかなかったよ」と、熱い眼差しを向けてくれた。

　そして初夜、自らの腕を傷つけてまで、心の準備ができていない新婦を守ってくれた。

　クロエの胸がドキドキと高鳴ってくる。




「お前は私に似ている。王太子妃になることに意味を見出せないのだろう？　結婚当初、私もそうだった」

「いいえ、いいえ。私は考えなしで、そんなに深いことまで考えたこともないのです。狩りがしたいだの弓の練習をしたいだの……自分のわがまま放題で……」

「それは仕方ない。だって私が嫁いだのは十八歳だよ？　クロエは十五になったばかりだ。私もそのころは馬で山を駆け上っては侍従たちを困らせたものだ」

　オデットは懐かしそうに微笑んだ。

「でも、母に、子どもを作らないといけないと言われていて、それなのに私、ごめんなさい、役立たずで……！」

　オデットはクロエの肩を抱いた。

「……やっぱりそうだったんだな？」

　──お見通しだった……。

「本当にごめんなさい。王太子妃の義務も果たしてないのに王太子妃のようにふるまって……！」

「クロエ、お前のせいじゃない。アンリはお前のことが好きだ。お前を大事に思いすぎているだけなんだ。クロエはまだ若いから無理強いするなと私が余計なことを言ってしまったし……。肩身の狭い思いをさせてしまったようで、すまない」

「そんな……教官！」

「教官？」

「あ、いえお義母様……！」

　このとき、クロエの心の教官がセリーヌからオデットに変わった。すると急に楽になった気がした。ただ、クロエはオデットのように政治的信念があるわけではない。

　──何がいやだったのかわかった！

　いやなのはアンリとの関係性だ。捕食される側だったのがいやだったのだ。

　自分の心のもやもやに整理がつき、クロエは久々に会心の笑みを浮かべた。

　そんなクロエを見て、オデットは頷き、手を挙げた。侍従への合図のようだ。

　侍従が、馬の柄の刺繍が入った包みを持ってくる。その布を開けると、古めかしい本が出てきた。

「クロエ、これをお前にやる」

『ナルミア研究レポート』と大きな字で書いてある本だった。かなり読み込んだようで歴史を感じさせる。

　──こ、これはもしや代々王妃に受け継がれてきた秘蔵の書……!?

　クロエが恭しくページを捲ると、そこには手描きの地図があった。ものすごく下手な地図だった。

　さらに捲ると、『アンリ編』とあり、クロエの目が留まる。今度は赤子らしき絵があるのだが、雪だるまに棒が四本生えているような稚拙ぶりだ。『大きな翠の瞳が美しい』『レオンそっくりで可愛い』などとアンリを絶賛する言葉がその絵の周りを固めている。

　──もしや……。

「こちら、お義母様が記されたご本ですの？」

　その瞬間、オデットの顔が自慢げに輝いた。

「そうなのだ。私が徹底的にナルミアを研究した本だ。私にはもう必要ない。これはお前の人生の一助となるだろう」

「は、はい」

「お前も自分だけのナルミアノートを作りたくなったら参考にしてくれ」

「はい！」

　オデットの顔は、どうだと言わんばかりに紅潮していた。

　──変な人かも……

　クロエがさらに捲ると、『パン編』とあり、材料、作り方、美味しさの秘密などについて、びっちりと書いてある。

「お義母様、徹底的に研究されていますね」

「まあな。ナルミアのパンは最高だろう？」

「ええ、少し甘味があって、とっても美味しゅうございます」

　それを聞いて、オデットがにやけた。




　クロエが『王太子妃の居室』に戻ると、アンリが前室の長椅子でクロエを待っていた。

「クロエ、ちょっと話したいことがあって……」

　アンリが立ち上がって照れたように微笑んだ。

　アンリは今朝、クロエが起きる前にいなくなっていた。普段はクロエが起きるまで待っていてくれるのでこれは珍しいことだった。だが、もう怒っていないようだ。

「お義母様と遠乗りに出かけていたの」

　クロエは、自身の乗馬服に視線を落としてから顔を上げる。

「ねえ、まだ晩餐まで時間があるわ。一緒に乗馬でもしない？」

「ああ、そうだな」

　クロエはアンリに耳打ちした。

「侍従たち、巻いちゃわない？」

「いいね」

　アンリがいたずらっぽく片眉を上げた。




　いつものように二人並んで森を駆け抜けた。後ろを愛犬、オクタヴィアンが追う。

　空の薄青に、刷は毛けで白をスッと引いたようなすじ雲は朱に染まり、遠くの高い木々は黒いシルエットになっていた。

　クロエは肩に弓と矢を掛けている。従者がいないので、これで王太子を守るなんて言って笑っていた。まるで、狩猟の女神アルテミスのようだと、アンリは目を細める。

　小川に着いたので、二人はそこで馬を降りた。クロエは矢の入った筒と弓を木の幹に立てかけた。ここはいつも馬を休ませる場所ではなかった。侍従を巻くとは、そういうことだ。

　アンリはクロエと向かい合う。

「クロエ」「アンリ」

　同時に声を発した。なぜか、いつもと違う甘い空気が二人を包んでいた。

　アンリはクロエの腰を抱き寄せて口づける。

　クロエは抵抗するどころか、舌を差し入れてくるではないか。驚いてアンリは唇を離した。

「今日はえらく積極的だな？」

「うん。私、なんで今までアンリに抱かれたくなかったのか、やっとわかったんだ」

　──またしても何げにひどいことを言う……。

　アンリが深く傷ついているところに、意外な言葉が耳に入る。

「私、狩られるより狩るほうが、抱かれるより抱くほうが好きなのよ」

「え？」

　アンリはドンッと木の幹に圧しつけられる。相変わらずクロエは腕っぷしが強い。

　クロエが彼の首元のレースを掴んで、つま先立ちになった。

　クラヴァットを引っ張られ、アンリが前傾したところ、唇を重ねられたのでありがたくいただく。今度はアンリが舌を差し込んだ。ちゅぱちゅぱとお互いがお互いの舌を吸う。

「……ふぅ」

　唇が離れると、クロエが甘い声を漏らし、舌で上唇を舐めた。それはアンリが初めて目にする、クロエの煽情的な表情だった。

「私、アンリに襲われて震えている自分がいやなだけで、あなたのこと、好きみたいなの」

　アンリが唖然としていると、クロエは、ジュストコールの下にあるヴェストのボタンを外し始めた。慣れないようで、すごく時間がかかっている。

「ただ、アンリを狩ることに関しては初心者なのよ」

　クロエの真剣な表情は、なぜだかすごく可愛らしく見えた。

「手伝うよ」

「あら、親切なキツネさん」

　この氷の王太子を捕まえて、キツネ呼ばわりできるのはクロエぐらいだろう。

「狩人が可愛いから大サービス」

「油断大敵よ？」

　ヴェストのボタンが全て外れ、クロエの手がシャツの中に滑り込み、細い指が直に肌を這う。アンリはぞくぞくとした快感を覚え、下肢が反応しそうになる。それをごまかすかのようにクロエの手を掴んだ。

「やめろよ、くすぐったいだろう？」

「えー、だめよ。筋肉がすべすべして気持ちいいんだもん」

　屈んで上目遣いでアンリを見るクロエ。その瞳は、夕暮れの陽を受けて今はマーブル色に輝く。様々な色彩が混ざり合う瞳は、無邪気な子どものようで妖艶な、まさにクロエそのものだ。

「じゃあ、俺もくすぐるぞ」

　クロエは乗馬服なので、男のようにヴェストを着ている。アンリはヴェストのボタンを急いで外し始めた。その間も、クロエは野性的な眼差しで見上げて、両手のひらで円を描くように彼の胸板を撫でている。

「ちょっ」

　指間が彼の乳首の上を通った。

「あら、ここが弱いの？」

　──とんでもない処女だな……。

　ちょうど彼女のボタンが全て外れた。今度はアンリの反撃だ。首元のレースを解いて、手を中に突っ込むと硬いコルセットに指が触れる。一旦引いてから下着の中にぐっと指を沈めた。

「あっ」

　彼の胸板をまさぐるクロエの指がびくんと曲がり、少し爪を立てられる。その痛みもまた甘く、アンリを高めていく。徐々に彼の雄は熱を帯びていった。

　アンリの指が乳房の先端に当たると、クロエは「ふぁ……」と甘い声を漏らし、彼の胴を両手でぎゅっと掴んで、顔を上げた。その顔が赤いのは夕陽を浴びたせいだけではない。陶然として口を小さく開けていた。

　アンリはごくりと唾を呑む。彼の昂ぶりが頭をもたげ始めた。彼女の蕾をぐりぐりと押す指に力がこもる。

「あ……あぁ！」

　クロエが喘いで後ろに倒れそうになったので、アンリは慌てて片腕を腰に回すが、間に合わず、二人一緒に倒れた。

「わっ」「きゃっ」

　アンリは自分の体重がかからないように咄嗟に、両手で自身を支える。

「きれい」「可愛い」

　二人、同時に不思議そうな顔になる。

「アンリ、あなたの後ろ、夕焼けがとてもきれいよ」

「クロエ、落ち葉の間にミスミソウが……」

　今度はアンリが後ろに倒れて、クロエがその上に覆いかぶさった。

「あら、可愛らしい花！」

「ほんとだ、まっ赤じゃないか！」

　二人一緒に笑った。




　薄紫の可憐な花に囲まれて、落ち葉のじゅうたんに寝転がるアンリは、いつもは整えられている髪の毛を乱し、開はだけたヴェストからのぞくシャツはぐしゃりと捲れ上がっていた。

　獲物を前にした狩人クロエは、その腰に跨り、息を呑む。

　アンリもその空気を察したらしく、顔から笑みが消えて、潤んだ翠眼を向けてきた。

　クロエは再び、彼の乳首を狙った。指でその微かすかな突起をつんつんと押す。

「ちょ、早速ここか！」

　アンリがクロエの両腕を握った。

「また啼いてもらいたかったのに……」

　クロエが口をすぼめると、アンリが、かああっと赤くなった。

　アンリも狩られるより狩るほうがいい。

「お前を啼かせてみせる」

　攻撃は最大の防御とばかりに、アンリはすっと手を伸ばし、クロエの胸元から下着の中へ親指を突っ込む。

「あっ」

　クロエが喉を反らせ、彼の胴を挟み込む脚がびくんと動いた。

「ずる……」と呻きながら、クロエが再び彼の胸板をまさぐってくるものだから、アンリの漲りは大きさを増すばかりだ。

「やっ……なに……？」

　ふきのとうが地面を圧し上げるかのように、彼の雄芯がクロエの秘所を圧迫していた。

　──あ、いつもの第三の脚……。

　クロエは恐る恐る、トラウザーズを下げた。

「きゃっ」

　目の前にそそり立つものに、クロエは思わず目を背ける。

「自分で脱がしといて、その態度かよ」

　アンリが上体を起こし、座ったまま向き合った。

「だって、生々しいし、この色……無理……」

「相変わらず、素でひどいこと言うな、クロエ」

　──た、確かに！　私の股だって大概よ。

「そうよね。気持ち悪くても、お互い口にしないようにしましょう！」

「お互い？」

　茜色の空を背景に、アンリの瞳が光った。

「クロエのも見せろ！」

　スカートの裾を捲り上げられる。乗馬服なので、パニエは着けずに、トラウザーズを履いている。

　アンリは彼の腰を挟むクロエの脚をひとまとめにして持ち上げた。

「きゃ！」

　クロエが後ろに倒れて落ち葉のじゅうたんで肘を突く。

　アンリがトラウザーズの裾を引っ張り上げる。

「ちょっと、急に……！」

「だって、お互いって？」

　トラウザーズを外し、彼女の膝裏を掴んで、アンリがクロエの股を広げた。それだけならまだいいが、アンリが下肢に顔を近づけてくるではないか。

「や、見ないで、気持ち悪いから！」

「俺のは気持ち悪くても、クロエのは……」

　──うそー！

　アンリの高い鼻がクロエの淡あわい茂みに付き、唇が太ももの間に沈んだ。ちゅぱちゅぱという音が立つと同時に、生々しい肉厚なものが這っていく。

「やだ、変態……！」

　クロエは顎を上げて呻いた。

「いやって言ってるわりに、ここ、蜜がどんどん溢れ出て、舐めても舐めても掬いきれないよ？」

　アンリが、ちゅぱっと一際大きい音を立てて吸ってくる。

　クロエはぞわぞわと全身が粟立つと同時に、下肢に熱い何かが集まっていくような狂わしいほどの官能に揺さぶられる。

「ふ、ふぅん」

　そのとき、捕まった狐きつねのような情けない声が出たが、案外捕まるのも悪くないかもしれないと、朦朧とした頭で思った。

「クロエ、行くよ」

　アンリが上半身を起こして、太ももの間に割り入ってくる。

　さっきより大きさを増しているというのに、彼の性が気持ち悪く感じられなかった。

　──木の幹みたい。

「はぁ……！」

　その幹の先端が彼女の花弁をくすぐってくる。

「ふわぁぁぁ……！」

　とろりと蜜が垂れたのが自分でもわかった。太ももが痙攣する。クロエは密かに気づいていた、彼女の蜜源も震えていることに──。

　──いつの間に、私、これが欲しくなってる？

　アンリが浅く出し入れをするものだから、たまらない。

「ふぁっ、あぁ……はぁ……や……」

　悲しくないのに、瞳に涙が滲む。ひくついて彼の性を絡めとる。逃さないかのように彼の背に脚を回してすりつける。全身に喜き悦えつが奔はしる。

　強すぎる快感に思考を奪われそうになりながらも、クロエは草を掴んで耐え、薄目を開けた。

　アンリは何かを耐えるかのように片目を細めていた。眉をひそめているが、苦悩しているようには見えない。アンリもまた襲いくる快感をこらえているのだ。

　──私たち、同じなのね……。

　クロエは、はぁはぁと肩で息をしながらも、アンリの頭のほうになんとか手を伸ばして指先で髪をいじる。

「余裕じゃないか」

　アンリが睨むように双眸を細めた。

　──せっかく、労わってあげようとしたのにー！

「いっ」

　いきなり、灼熱の楔でずんっと奥まで抉られる。

　クロエはアンリの髪から手を離して、すがるように彼の腕を握りしめた。

「クロエ……」

　アンリが少し引いては、またぐぐっと奥まで押し込んでくる。

「い、いた……」

　アンリは挿れたまま、クロエの頬を手で包んだ。

「耐えられるか」

　クロエは半ば閉じた瞳で朦朧としながら、「ん……」とだけ答えた。彼女の脚から力が抜け、ぽたりと地面に落ちる。

「クロエ……俺、あんたが好きだ。愛してる」

　アンリは出し入れをやめて、彼女の背と地面の間に腕を通してぎゅっと抱きしめた。

「んっ……アンリ……私……も！」

　その刹那、オクタヴィアンが吠えた。侍従や衛兵が近づいてきたのだろう。

　それなのに、アンリは彼女の中から出るどころか、「いくよ……」と耳元で囁ささやく。

　その掠れた声にクロエがぞくぞくと胴震いしたところで、彼女の中にどくどくと熱い飛沫が放たれたのを感じた。




　この森での密事をきっかけとして、二人は心も体も一気に距離が近づいた。

　クロエはディディエから性知識を授かっては、「遂に今日、アンリが狩られる側よ」なんて言って上に乗っかってきたりした。この似た者同士のカップルは日夜、新たな体位の研究に余念がない。

　そんなある日、クロエはナルミア研究の『寝室編』に辿り着く。日付が羅列され、その横に数字が記されていた。各月に一週間ほど斜線が引かれた部分がある。

　──この数字、もしや！

　じっくり見てみると、最高で七という数字があった。

　──お義父様、すごすぎです～！




　その夜、晩餐が終わるとアンリは寝室に連れていかれ、クロエにぐいっとクラヴァットを引っ張られた。

「アンリ、まだまだよ、私たち……」

「なんで？」

　不思議そうにするアンリに、両親に負けていられないとも言えず、クロエは「極秘案件」と、彼を押し倒した。





†　†　†






　森の木々に緑葉が生え始めた、ある日の朝、アンリとクロエは銃を提げて馬に跨り、森に狩りに出かけた。二人の後ろを猟犬と侍従、衛兵が付いていく。今晩はジビエ料理にしてくれと料理長には依頼済みだ。クロエは無駄な殺生を好まない。




『国王夫妻の寝室』の窓から、オデットはその賑やかな様子を眺めていた。

　──アンリは、いつの間にか一人前になった。

　思い出されるのは生まれたばかりのころ。レオンそっくりの翠の瞳をくりくりとさせてオデットをのぞき込み、天使のような笑みを浮かべた。

　しゃべられるようになると、オデットの恋人であるかのように振る舞った。

『いやだ、俺はお母様と結婚するんだから……！　お父様と別れて俺にしろよ』

『お母様、俺はどんなことがあっても、お母様だけを愛してるからな』

　──可愛かった……！

　いつしかオデットの頬を涙が伝っていた。

　アンリは愛情の深い子だから、きっと一生、クロエを大事にするだろう。

「オデット、ガウンを羽織らないと風邪ひくぞ」

　背後からレオナルドの声がして、ふわりと羽毛のガウンを肩に掛けられる。

　オデットは慌てて手の甲で涙を拭った。

「……オデット、どうした？　最近、元気ないな？」

「……お前には隠せないな。私はすごく、自分勝手で……自分で自分がいやになるんだ」

「あんたは生真面目なところがあるからな。思いつめないほうがいい」

　レオナルドに肩を抱かれた。

「……アンリが愛してるって言ってくれなくなったんだ」

　レオナルドが意外そうに目を見開いた。

「笑っちゃうだろう？　前は前でいちいちレオンと張り合うから困ったものだ、なんて思っていたし、息子夫婦の仲がいいことを喜ぶべきなのに、私は……いけない母だな」

　レオナルドが背後からぎゅっと抱きしめる。

「馬鹿だな、これからは俺が愛してるって二人分言ってやるよ」

　驚いて顔だけ振り向かせるオデットに、レオナルドは首を伸ばして、ちゅっと唇を重ねた。

　オデットの瞳から再び涙が零れる。

「……お前と結婚してよかった」

　レオナルドが彼女の手を引っ張って体ごと彼のほうを向かせる。オデットの涙を舐めとった。

「俺も……幸せだよ。愛してる」

　オデットはレオナルドのガウンに顔を埋めた。
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「レオン、

　これからもずっと……

　愛していると言ってくれ！」










番外編　侯爵夫妻の閨事情












　イヴォンヌが社交界にデビューしたとき、いずれ彼女は王妃になると目されていた。

　それを意に介さず、ダンスに誘ったのは社交界一の女好き侯爵、クリストフぐらいだ。彼は金髪碧眼の優男で、女心を読む術に長たけている。

　美形だが軍服に身を包む国王、レオナルドは淑女たちの憧れの存在だが、気分をよくしてくれる男といえばクリストフだ。

　クリストフがイヴォンヌをダンスに誘ったのは、ただ単にこの美女と踊ってみたいという出来心だった。腰に手を回し、その細さに内心驚くがおくびにも出さない。

「イヴォンヌは国王様と幼なじみなんだって？」

「ええ。物心ついたときから、いつもレオン様を追いかけていましたの」

　レオナルドを愛称で呼ぶときに、イヴォンヌの顔は誇らしげになった。

「それだけ追いかけたら、そろそろ飽きるころだろう？　そしたら、私が結婚して差し上げるよ」

　イヴォンヌはおかしげに、だが上品に小さな口の端を少し上げた。

「いやですわ、侯爵ったら、ご冗談がお得意で」

「いいえ、本気だよ。けれど国王様はバシュレ公爵おとうさまにご恩があるし、きっと君に求婚するだろうね」

「あら、恩がなくてもきっとしてくださるわ」

　この自信に満ちた若い小娘は輝いていた。国王はもちろん、社交界の独身男は、この娘に秋波を送られれば、すぐに陥落するだろう。侯爵だけでなく、皆がそう思っていた。

　だから、レオナルドがトリニア王女にご執心で、わざわざ王都まで会いに行ったという噂が流れたとき、誰もが驚いた。

　そして婚約を決めて帰国したというから、皆が皆、耳を疑った。功利的な軍人王のことだから、政略結婚だろうが、それにしてもイヴォンヌのことを考えると気の毒だ。

　その王女はイヴォンヌと同い年で、来春に輿入れするという。

　帰国後初めて開かれた舞踏会では、噂好きの貴族たちは、レオナルドとイヴォンヌの動向に注目していた。だが、イヴォンヌは姿を現さなかった。これはめったにないことだ。

　対して、いつも仏頂づらをしている国王がどこかしら機嫌がいい。今宵は面倒くさがらずに、にこやかに自ら女性をダンスに誘っているではないか。

　──王妃とダンスをするときのために練習でもしているつもりか。

　もしかしたら本当に政略結婚ではなく、あのお堅い国王が王女に入れ揚げているのかもしれない。




　春の訪れとともに、トリニアの王女が嫁いでくる。王女一行の馬車が到着するとき、クリストフも重臣の一人として、エントランスに待機した。

　レオナルドがこの馬車が近づくのを、今か今かと嬉しそうに待っている。

　やがて馬車が到着し、従者によって扉が開かれる。まず目に入ったのが、ミモザの黄色い花の刺繍が見事な白のドレス。そんな可愛らしいドレスをまとっているというのに、王女は妙に威厳があった。落ち着いた様子で、周りを見渡し、満足そうに頷いた。

　クリストフは、その表情と雰囲気に威圧されながらも、王女の顔の造りを注視した。

　オデットは色が白く、青い大きな瞳が陽の光を浴びてサファイアのようにきらめいているが、イヴォンヌより子どもっぽくて色気がない。

　それなのに、この娘が降りるなり、レオナルドは彼女の手を引いていそいそと皆から離れ、小声で密談までする始末だ。長官の咳せき払ばらいでやっと、オデットが女官と侍女に向き合った。

　──これはこれは、イヴォンヌ、君に勝ち目はなさそうだぞ。

「あら、初めまして」

　さっきまでトリニアの外交官と話していた派手な美形が近づいてきて、羽飾りの付いた帽子を優雅に取り去った。光を浴びてきらきらと輝く金髪がふわりと揺れる。高位の貴族に見えた。

　フフと、彼は含み笑いをした。

「私はトリニアの新任大使、ハリントン伯爵と申します。髪と瞳、同じ色ですね」

　──外交官、交代か。

　クリストフは手を差し出し、握手をした。

「ですね。私はバラデュール侯爵です。クリストフと呼んでください」

「クリストフ、お互い、この顔では今まで色々得してきましたよね？」

　伯爵の表情はにこやかだ。だが、あまりにもいきなりな内容だったので、クリストフは一瞬、たじろぐ。

　──これは褒め言葉として受け取るべきか？

「……ハリントン伯爵ほどではありませんよ。ですが、ご高評、ありがとうございます」

「私はミシェルでお願いします」

　今度は、伯爵がじーっと、のぞき込んでくる。

　淑女はここまであからさまではないとはいえ、舞踏会場で、扇で顔半分を隠してクリストフを盗み見してくる。そんなとき、紳士としてクリストフは声をかけてやる。思いが通じて、老いも若きも女たちは大喜びだ。その笑顔を見るのは楽しい。

　この顔で得をしてきたとかといえば、そういう意味では得をしてきたといえよう。




　王宮舞踏会で新妻、オデットと踊っているときのレオナルドは喜びに満ち溢れていて、それを見ていると、なぜかクリストフは自身の心の空虚を感じてしまう。

　──いろんな女性か、たった一人の愛する女性か。

　どちらから愛されるほうが幸せかというと、そんなことは誰にだって明らかだ。自分が好きな女を手に入れるほうが幸せに決まっている。そう思ったとき、クリストフの瞳は自然とイヴォンヌを探してしまった。

　イヴォンヌは、赤いベルベットが敷かれ、貝と龍の紋章が付いたドレープが垂れる玉座の近くで、国王夫妻と話していた。レオナルドの手はオデットの腰に回されている──。

　──哀あわれなイヴォンヌ……！

　社交界一プライドの高い女に、なんと酷な仕打ちであろうか。だが、それが恋だ。誰かを特別に思うということは、その誰か以外を全て蹴落とすということだ。

　すると、イヴォンヌがずんずんと近寄ってくるではないか。目が据わっている。

「侯爵、まだ私と結婚したいんですの？」

　──そういえば、そんなことを以前言った……。

　だが、あれは社交辞令だ。まさかイヴォンヌが真に受けていたとは思いもしなかった。

　──国王のように、惚れぬいた女がいない場合はどうするのか？

　イヴォンヌは王家の血を汲む公爵家の娘、そして色気と美貌を兼ね備えている十八歳。彼女を手に入れるまたとない機会だ。

「ええ。したいですね」

　クリストフが柔らかな微笑みを浮かべると、イヴォンヌがいきり立った。

「何が目当てなんですの？」

　自分で言いだしておいて、よく言えたものだ。

「君が目当て……とは思わないのはなぜ？」

「だって……私、まだ、レオン様のこと……」

　──不躾な……！

　だが、いい。心がもらえなくても、若さ、美貌、肢体、家柄……彼女の魅力は余りある。

　クリストフは女心がわかる三十二歳だ。そんな本音など言うはずもない。

「そのうち忘れるさ。まずは踊ってもらえるかな」

「よくてよ」

　これで二人の婚約が成立した。

　三十二歳の侯爵には勝算があった。彼は今まで十年以上も恋愛遍歴を重ねてきている。いわばベテランだ。対してイヴォンヌは処女。彼が与える快楽を前に新妻はあえなく陥落するだろう。




　イヴォンヌのプライドのために、クリストフは、国王夫妻以上に贅ぜい沢たくな結婚披露の舞踏会を開いてやった。そもそも国王夫妻は贅沢に興味がなかった。王妃は今日も馬場で馬に跨り、最高速度を出すための訓練に夢中だ。

　国王は妻と乗馬の練習はするくせに、イヴォンヌの婚礼には現れなかった。




　以前、クリストフがイヴォンヌと結婚すると告げたとき、レオナルドはホッとしたような表情で「おめでとう」と祝ってくれた。レオナルドは見事なまでにイヴォンヌに惹かれていない。なぜイヴォンヌに冷たくするのかと問うと、彼の答えは単純明快だった。

「好きでもないのに気を持たせるのは悪い」

「私にはイヴォンヌがとても魅力的に見えますが、なぜです？」

「それ以上に大事な女がいる、ただそれだけだよ」

　全く人の好みは千差万別。彼の瞳には、あのお転婆な王妃がよほど魅力的に映るようだ。

　ガウン一枚でベッドに寝転がり、そんなことを思い出していたら、侍女によって扉が開かれたので、クリストフは上体を起こした。

　夜着をまとったイヴォンヌが心細そうに現れる。

　いつもの強気なドレス姿からは想像できない、その儚げな美しさにクリストフは息を呑んだ。

「妖精かと思ったよ」

　リップサービスではなく、これは本心からの言葉だった。イヴォンヌの身を包む薄絹は、きれいな円えん錐すい形けいをした双丘に引っ張り上げられ、美しいラインを形成していた。

　クリストフの心臓が早鐘を打ち始める。いつになく高揚していた。

　クリストフは立ち上がる。扉の前でガチガチになっているイヴォンヌの前で背を屈めて手を取り、彼女の手の甲に口づけた。

「イヴォンヌ、君は美しい」

　彼女を横抱きにしてベッドまで歩く。いつもは、天蓋から垂れるドレープやべディングはグリーンなのだが、今夜は白地に薔薇柄のものにした。

　そこに下ろすと、ふわっと彼女の薔薇の香りが立ち昇る。

　イヴォンヌは仰向けで横たわり、ぎゅっと目を瞑り、腹の上で手と手を組み合わせていた。

　棺かん桶おけにでも入るつもりかと、クリストフはおかしく思うが、はたと気づく。

　──他の男に捧げたかった処女をこれから喪うしなうのだから、しゃれにならない。

　クリストフは右肘をシーツに着け、左手で彼女の髪をかき上げながら、口づけする。そこで気づいた。イヴォンヌが震えていることに。

　しかも、舌を入れてようとしても、歯がしっかりと閉じられていて、唇をつけただけで終わる。

　──キスは国王にだけってわけ？

　クリストフは上体を少し起こして、イヴォンヌの体全体を見下ろした。

　白い薄絹の夜着は彼女の体にぴったりと貼り着き、蝋燭の炎を浴びて、体のラインを艶なまめかしく浮き上がらせている。

　そして全身を小さく震わせていた。

「怖いの？」

「こ、こわくなんか……」

「今日から君はバラデュール侯爵夫人になるんだよ？」

　そう告げながら、彼は指をゆっくりと動かし、鎖骨から胸のふくらみへと這わせていく。頂点を掠めたときに、イヴォンヌの体がビクンと動いた。

「ここ、気持ちいいんだ？」

　クリストフが、意外と容た易やすくイヴォンヌを落とせそうだと思った刹那、イヴォンヌがキッと鋭い眼差しを投げかけてきた。

「わ、私が好きなのはあなたじゃない」

　それは、まるで自分に言い聞かせるようだった。

「ムードがないな」

　不愉快に感じながらも、乳房の先端で指を止め、人差し指をくるくると回す。布越しではあるが、そこが段々と硬くなっていくのがわかった。

「他に好きな男がいるってわかっているくせに……あ……それでいいの？」

　口でクリストフを否定しながらも、体はビクビクと感じている。

「ああ。わかってるさ。〝レオン様〟が欲しいんだろう？」

　──くそ、閨で他の男の名前を呼ばせるなよ。

「それでも……いいの？」

　向けられた瞳は希望に満ちていた。

　──最悪！

　クリストフの中に嗜し虐ぎゃく的てきな気持ちが湧き上がってくる。他の男を好きでいていいと夫に言われて喜ぶ妻があるか。

「いいよ、私も君の体目当てだから」

　イヴォンヌの眉間に皺が寄ったのを、クリストフは見逃さなかった。

　──ざまあみろ。男が傷つかないと思ったら大間違いだ。

「取引をしよう。あわよくばレオナルドの愛を取り戻そうとしている我が妻よ。私が、男が喜ぶ手練手管を教えてあげよう。その代わり、君はその肢体を差し出すのだ、いいな？」

　イヴォンヌはしばらく、その美しい緑色の瞳を見開いたままだったが、こくりと頷いた。

「これで契約成立だ」

　クリストフは妻の夜着の裾を引き上げながら、彼女の腰の上で膝立ちになった。

「ここはどんな色をしているのかな」

　絹衣を肩まで引き上げると、片側から照らされて影をつけた薄桃色の突起が現れた。

「君は好きでもない男でもここが尖るんだね」

「え、やだ、そんなこと」

　彼は屈んで片方の尖りを舌で弾き、もう片方を親指で優しくさする。

「……んっ」

　時々漏れる甘い吐息を耳にしながらも、乳首を交互に舐め回す。見上げると、ぎゅっと目を瞑って耐えているイヴォンヌがいた。

　──強すぎる快感のせいなのか、好きでもない男に愛撫される屈辱に耐えているのか──。

　だが、もうそんなことは、どうでもいい。この魅力的な女の初めてをいただくのだ。できるだけ楽しめばいいだけのこと。

「そんな反応じゃあ、男は喜ばないよ」

　やっとイヴォンヌが薄目を開けた。

「ど、どうしたら……」

　クリストフは彼女のぎゅっと結ばれた唇に指を置く。

「まず、口元は引き結ばず、ゆるめる」

「こ、こう」

　そのときを目がけて、クリストフは彼女の乳暈をちゅうっと、強く吸った。

「は……はぅ！」

　イヴォンヌが口を開けて初めて啼いた。

「そう、そうやって〝反応〟するんだ。男の大好物さ」

　話している間も、クリストフは指で乳首をくりくりとねじるのをやめないものだから、イヴォンヌは、「ん、はぃ」と呻うめくような返事しかできなかった。彼は再び乳首を舌でつんつんともてあそびながらも手を伸ばし、太ももから秘所へと手をさすり上げていく。

「ふ、ふぁ……」

　太ももの間あわいに近づくにつれて、蜜が手にまとわりついた。

　──なんだ、こんなに濡らして、レオナルドでも思い浮かべてるのか、この女。

　そう思ったあとに、この初夜を楽しもうと思っているところを国王に邪魔されたようで不愉快になる。

　──ああ、もうこんな思考を断ち切ろう。さっさと挿れるんだ。

「こんなに濡らして、いけない娘こだね。でも男は大抵、そんな娘が好きだ」

　クリストフは胸の愛撫をやめて、彼女の脚の間に両膝を割り入れる。

　両太ももを掴んで思いっきり開脚させた。必要以上に広げたのは、彼女の羞恥心を煽るためだ。

「あ、やぁ、見ないでぇ」

　そう言われれば見ないどころか舐めたくなるではないか。ふくらみはじめた蜜芽を親指でぐりぐりとしながら、花弁に囲まれた蜜源に舌を差し入れる。

　びくんと大きく彼女の腰が跳ねた。

「あ、や、え？　こんなこと？　嘘うそでしょう？」

　あのイヴォンヌが動揺しているなんておかしい。

　どうせ公爵家の娘なんて、男がこんなことをするなんて知らされていないに決まっている。

「別に普通なことだよ？」

　わざと、じゅるっと卑猥な音を立てて吸ってやった。

「やぁ……おかし……」

　こんなおかしなことに反応しているのはイヴォンヌだ。

　──私の愛しい妻……。

　ふとそんな言葉が浮かんで、何を考えているのかと自問する。気を取り直して指導に戻った。

「おかしくなればなるほど男は喜ぶよ？　その調子だ」

　そう言うクリストフ自身が、今までにない悦びでぞくぞくとしていた。甘い声を聞いているせいか、滴る蜜まで甘く感じられ、べろりと舐めては啜すすってしまう。

　寝室はしばしイヴォンヌの啼き声とちゅばちゅばという水音で充満した。

　びくびくと強く痙攣していた脚から力が抜けてきたので、クリストフは上体を起こして彼女の中に指を突っ込んだ。相手は十四歳年下の処女である。ゆっくり入れるつもりだったが、蜜で溢れかえっていたため、するりと一気に指の根まで埋まってしまう。

「くぅん」

　イヴォンヌの中は彼を奥へ誘うかのようにうねって指を締めつけた。

　──本当は、私のことが好きなんじゃないのか？

　しばらく指で中をくすぐり、クリストフはその反応を愉しんだ。イヴォンヌは、感じやすいところに当たるたびに目をぎゅっと瞑って豊かな金髪を振り乱す。彼女がシーツを掴んで、「んっんぅ」と首を振るたびに揺れる張り出した乳房。クリストフは目が離せないでいた。

「イヴォンヌ、君の初めてはいただくよ」

「んっ」

　イヴォンヌの目尻に涙が滲んだ。その涙が喪失感のせいなのか、快感のせいなのかはわからない。ただ、彫像のように白く美しい肢体を艶めかしくくねらせるイヴォンヌを眼下にして、クリストフの雄芯ははちきれんばかりになっていた。

　クリストフは指を外すとすぐ、昂ぶりの先端をあてがう。ねちっと淫猥な音が上がる。

「ひゃ……」

　そんな声を漏らしたイヴォンヌは気持ちよがっているようにも困ったようにも見える。いつもの気取った顔ではない、まぎれもないイヴォンヌの素顔だ。

　クリストフは思わず一気にずんっと奥まで突いてしまった。

「いっ」

　イヴォンヌの顔が苦痛で歪む。

　──しまった。

　それはクリストフにとって、今までにないことだった。女性経験が豊富で、これまではちゃんと女性の悦びを優先してきたのだ。

　──この私としたことが……！

　それなのに止まらない。背を反らせて腰をぐぐっと何度も押しつけてしまう。さらにはさっさとイヴォンヌの中で弾けてしまう有様だ。

　彼女の左右に手を突いて、クリストフは挿入したまま、はぁはぁと息を整える。

　──まさか……。

　それは彼が初めて自身の快楽に負けた瞬間だった。

　よりによってその相手は自分に惚れていない。

　──私が快楽に落ちてどうするんだ！

「イヴォンヌ、ごめん、痛かっただろう？　でも、今度からよくなるから……」

　ぽたりとクリストフの額から汗が落ち、イヴォンヌの頬を濡らす。そこは、彼女の瞳からこぼれた雫ですでに濡れていた。

「う……これから練習する……」

　──〝レオン様〟のためにってか！

　急に我に返るクリストフだ。まずいことに、イヴォンヌとのセックスは彼の人生で最高のもので、これは他の男にやるわけにはいけないと今更後悔した。

　が、自分が初夜の床でした発言は、浮気を容認したのも同然な内容である。

　女に関しては要領が抜群にいいクリストフにとって、あり得ないことだった。




　とはいえ、彼は男だ。魅力的な肢体には抗えない。

　あるときは『最高か！』、あるときは『早く孕はらんで私のものになるんだ』と思いながらも、形式上、「声は我慢しないほうが男は喜ぶよ」、「うん、もうちょっと恥じらいがあったほうがべター」などと指導をしている。

　はっきりいって、あの、女の趣味が変な国王がどんなセックスを喜ぶかなんてクリストフの計り知れぬところで、これでは結局、自分好みの女に育成しているだけではないか。

　そう思うと、クリストフは自分が何をやっているのか、やりたいのかわからなくなる。




　だが、あるときわかった。

　レオナルドがオデットとけんかした、いや、妻から一方的に嫌われてしまったときのことだ。

　舞踏会でファーストダンスが終わると、相変わらず自分の出番とばかりにイヴォンヌはレオナルドと踊り始める。今日はいつになく密着していた。

　──胸、押しつけてやがる！

　クリストフは、自分のプライドのために他の女と踊りながら、その様子を垣かい間ま見て、今までにない腹立たしい気持ちがせり上がってくるのを感じた。

　これも、普段「君の胸は垂れることなく張り出した理想的な形だから、押しつけられると男はたまらないよ」などとアドバイスしたせいだろうか。

　──まさか、こんなにムカムカするとは！

　クリストフとやりまくってるくせに、いまだに本気でレオナルドをものにしようとしている。

　──くそっ！

　クリストフはイヴォンヌを独占したいのだと、このときようやく自身の欲望に気づいた。




　その晩もイヴォンヌを抱いたのはレオナルドではなく、クリストフだ。

　ベッドで上体をうつ伏せにして、足先が床に着くような体勢のイヴォンヌ。彼女の白くて丸い双丘が突き出されている。その割れ目にクリストフは、ぐいっと滾った杭を打ち込む。

「あぁ！」

　痛みで泣いたのはいつのことか。今や少々乱暴に扱われるほうが感じるまでに開発されていた。

　──この淫乱が！

　クリストフは立ったまま両手を彼女の体の両脇に置いて、後ろからいつになく激しく突き上げた。

「あぁ！　やぁっはぁ……あん……あぁ」

　頬をべディングに着けているイヴォンヌは熱に浮かされたように顔を赤くして喘あえぎ、口の端から蜜を滴らせている。半ば閉じられた横目はクリストフを見つめていた。

「いい、そうやって男を見て……いいよ、イヴォンヌ」

　これもクリストフの言いつけ通りだ。ただ単に、レオナルドを頭で思い浮かべられるのがいやだから自分を見てほしかっただけだが、世の男だって、皆、これを望むに違いない。

　彼は性をぎゅっぎゅっと締めつけられて、意識が飛びそうになっていた。

　──くそ、早く孕はらんで私だけのものになるんだ。

　毎回セックスは最高なのだが、その反動でクリストフは落ち込む。その最高な女は自分を愛していないのだ。




　一カ月もすると、国王夫妻は仲直りをした上に、さらには妊娠出産とどんどん先を行かれてしまった。

　妊娠中、またもやイヴォンヌがチャンスと思ったのかレオナルドにアタックするものだから、クリストフはいらだち、夜、激しくしてしまう。口づけで舌を入れようとしても相変わらず歯列に鍵がかかっていて、いらだちがさらに強まるだけだ。




　王妃が舞踏会に復帰したとき、最も安堵したのは、実はこのクリストフだった。

　しかし、この王妃オデットは、普通、王侯貴族があえて口にしないようなことをどんどん言ってくる。どうもクリストフに、イヴォンヌのことが好きだと言わせたいようだ。全く女たちは愛の告白が好きだから困ったものだ。

　クリストフは、結局好きだと告白させられることになる。だが、そう口にしたことで気づいた。

　自分がイヴォンヌに好きだとか愛しているとか言ってこなかったのは、結局、自分のプライドを保つためだったということに──。それは自分を守ることだ。イヴォンヌに愛を返されなくても、自分から愛していると言わなければ傷つかない。

　つまり、それだけ余裕がないということだ。

　──大の大人が、小娘相手に自己保身か。

　たまには乙女に愛の告白もいいかもしれない、なんて思ってイヴォンヌを探すと、俯きかげんでバルコニーの戸の前に立っている。クリストフは近づいて気づいた。彼女は盗み聞きしているのだ。

　クリストフが聞き取れた言葉はこれだけだった。

『あんたと……結婚してよかった』

　その声は、王者として威厳を持ってはきはきと話すいつものレオナルドとは全く異なり、心の底から絞り出したような掠れ気味な声だった。レオナルドがオデットなしには生きられないような、そんな切迫な想いを抱えていることが伝わるに十分な一言だ。

　もちろん、クリストフは、レオナルドが苦労の末に王位を奪還したことを知っている。だからこそ、今の自信にあふれ、着々と国力を高めるレオナルドがいるのだと思っていた。

　──人は苦労をしたからといって強くなれるわけではないのだな。

　その弱さゆえに、レオナルドはオデットを心の底から欲し、愛している。

　イヴォンヌの愕然とした表情から、彼女も同じことを考えていることが見てとれた。そもそもクリストフとイヴォンヌは同じような恵まれた環境で育ってきた者同士だ。思考が似ている。

「イヴォンヌ……どう考えても君の入る余地はないよ……？」

「わ、わかってるわよ！」

　そうだ。イヴォンヌは三歳のときからレオナルドを知っているのだ。クリストフよりもずっとわかっている。

「美しくて気高い我が妻よ、結婚したのに愛してもらえない憐れな夫と踊ってくれませんか」

「あ、あなただって私の体目当てなくせに！」

　それは意外な言葉だった。

　だって、イヴォンヌは、レオナルドへのあてつけでクリストフと結婚したはずだ。だが、これではまるで、体目当ての夫へのあてこすりでレオナルドにちょっかいをかけているようではないか。

　──本当に私たちは似ているね？

「あなたが心をくれたら、いつだって差し出せるように、私の心はもうリボンで結んであるんですよ？」

　第二のプロポーズみたいな気持ちで、膝を少し曲げてお辞儀するように手を差し出す。

　すると、「気障な男ね」と悪態をつきながらも、イヴォンヌは手をのせてきた。




　で、その夜、何をしたかというと、クリストフは嬉しくて、やはり情熱をがしがしと思いっきり、ぶつけてしまったのだった。好きな女とのセックスだけは、むかつこうが、悦ぼうが、どうしても激しくなってしまうクリストフである。

　この夜、初めて深く口づけた。舌を入れると、イヴォンヌは口蓋と舌で優しく包くるんでくれた。

　──甘い……。

　クリストフは今までを取り戻すかのように、顔の角度を変えて何度もキスをしてしまう。唇を重ねれば重ねるほど心が繋がっていくような気がした。

　そのせいか彼は初めてこう言えた。

「ずっと君のことを好きだったんだ、愛している」

　正確には、今まで言えなかったわけではない、自身でも自分の気持ちに気づいていなかったのだ。

「もっと早く言ってほしかったわ」

　イヴォンヌが照れたように微笑んだ。








番外編　従者リュカの回想












　レオナルドが母親の国、アルヴィに帰国することを条件に、三カ月にわたる幽閉から解放された日は偶然にも彼の十一歳の誕生日だった。




　話はその五年前に遡る。

　リュカは、代々国王に仕えるカノヴァス家の次男である。十二歳でナルミア王国王太子レオナルドの従者となった。初対面のとき、レオナルドは弱冠干六歳でありながらも、威厳と自信に満ち、自国の将来について熱く語ってくれた。

「これからは、リュカが私の兄代わりだな。レオンと呼んでくれ」

　レオナルドは堂々たる笑顔で手を差し出した。

「レオン様」

　リュカもおずおずと手を出すと、強く握られる。

「様はいらぬ」

「ですが、そんなわけには」

「そうだな。臣下に無理強いはよくないと聞いた。様付きのほうが呼びやすいなら、そうすればいい」

　レオナルドは、はきはきと話した。君主たるもの臣下に聞こえやすく話さねばならぬという帝王学にのっとっているのだろう。勉強も武術もよくできて、リュカは兄貴分として誇らしかったし、一緒に行動していて六歳年下とは思えない張り合いがあった。




　だが、国王が亡くなってから、レオナルドの立場は一変した。

　妾腹の異母兄の実家である伯爵家はこのときを待っていたのだ。十歳では国王が務まらない、そもそも年上の兄こそが正統な王位継承権を持つと主張し始めたのだ。

　レオナルドの母親は遠国出身の王女だった。

　結局、レオナルドは王妃とともに塔のてっぺんに幽閉された。王家の親戚筋であるバシュレ公爵家と、母親の母国アルヴィ王国が再三抗議して解放を求めたが、それは聞き入れられなかった。




　三カ月経ち、異母兄の即位式が終わったあと、アルヴィへの帰国を条件にようやく王妃と王太子は外に出ることができた。正確には、そのとき二人の肩書きはアルヴィの王女とナルミアの王弟になっていたのだが──。

　そのときのレオナルドの表情を、リュカは一生忘れられないだろう。

　レオナルドは食欲が湧かなかったのか、痩せこけて大きくなった瞳をギョロリとさせていた。自信に溢れていた瞳は今や不信感に満ちている。

　リュカは愕然とする。レオナルドはリュカの誇りだった。

　だが、無理もない。十歳で父親を亡くした上に、今まで王太子として担がれていたところから、いきなり振り落とされたのだ。




　本来なら国を挙げて王太子の誕生を祝うこの日に、レオナルドはアルヴィ王国大使の馬車に乗り、見たことのない母親の国へと出立する。

　リュカはいても立ってもいられず、馬車に乗り込むレオナルドの腕を取った。

「私も連れていってくださいませ」

「いいのか？　もうナルミアには戻れぬかもしれぬぞ」

「はい。私の国はレオン様のいらっしゃるところですから！」

　レオナルドはリュカを馬車の中へと招き入れた。アルヴィの大使だけでなく、元王妃も座っていたので、リュカは緊張して背筋をびしっと正してまっすぐ前を向いて座った。

　馬車が動きだしてしばらくすると、レオナルドが耳打ちしてきた。

「リュカ、私はこのままアルヴィになど行かぬぞ」

　リュカは驚いて上体を彼に向ける。レオナルドはやつれてはいるが、落ち着いた瞳をしていた。

「国内に潜伏なさるおつもりですか」

「ああ。段取りはついている。異母兄が私より賢い男なら喜んで身を引こう。だがお前も知っているだろう？　あいつは腑抜けだ。我が国は伯爵家に甘い汁を吸われるのがオチだ」

　リュカはあんぐりと口を開けたままとなる。

　レオナルドは世の中に失望したかもしれないが、頭が錆さびたわけではない。まだ国王になる望みを捨てていなかった。

　レオナルドの母親が悲しげに声を絞り出す。手が震えていた。

「アルヴィ王宮は、父王も兄も優しくて、政争もなくて、華やかで……とてもいいところなのですよ？　でも、レオンは一度言いだすと頑固だから……。私がアルヴィに帰国することで、しばらくはレオンも帰国したように見せかけられるでしょう。あなたのような忠実な臣下がいるなんて、とても心強く……」

　彼女は声を詰まらせ、涙を零した。

　まだ十一になったばかりの子を、政争の中に残すのは断腸の思いであろう。

　だが、彼女は、レオナルドと一緒に残ることは微み塵じんも考えていないようだった。むしろ、母国に帰れることについては、喜んでいるふしがあった。

　やがてアルヴィ王国の馬車は人通りの少ないところで停まる。そこにはありふれた貴族の馬車があった。レオナルドはこれに乗ってどこに行こうというのか。

　ここで母子は永遠とわの別れとなるが、母親はレオナルドを降ろすと、「無理せず、いつでもアルヴィにいらっしゃい」と、すぐに去って行った。

　──安全上、別れで時間を食われないほうがいいが……。

　それにしても、淡白な別れだったように思うリュカだった。

　馬車付きの従者に促されるまま、レオナルドとリュカは急いで馬車に乗り込んだ。




　二人が着いた先は、王家の血を汲む名門中の名門、バシュレ公爵邸だった。

　嫡男はレオナルドのひとつ年下、十歳で、レオナルドはうまく付き合っていた。王宮にいたときのような尊大さは微塵も見せず、だが卑屈になることなく彼のよき遊び相手となってやっていた。

　とはいえ、育ちのいい普通の貴族の少年だ。次期国王として教育された挙句に幽閉までされたレオナルドが本心で付き合える相手ではない。

　三歳の公爵令嬢、イヴォンヌはレオナルドの心を癒やしてくれた。レオナルドの後ろをつきまとう様子はとても愛らしく、周りの者の笑顔を誘う。




　一見平穏な日々が過ぎたが、レオナルドは自由に外に出ることもできず、睡眠時はときどきうなされては母の名を呼び、さらには雨の日には気分がひどく塞ぐようだった。

　太陽のように快活だったレオナルドを知っているリュカは、いつかきっと克服してくれると信じて待っていた。だが、克服どころか追い討ちをかけるような出来事が起こる。レオナルドが十五のとき、毒を盛られたのだ。

　二週間生死をさまよったレオナルドは、リュカに決意を告げる。

「リュカ、私はここを出る」

　リュカは目を瞠った。どこに行くというのだ。

「レオン様……私はどこまでも付いていきます」

「お前には……苦労をかける」

　毒を盛られたということは、ここにかくまわれていることがばれているわけで、十五になったレオナルドが兄王と伯爵家にとって脅威になりつつある、ということでもある。

　それからレオナルドとリュカは国内の支持者の邸を転々としたが、かくまっていることがばれると迷惑がかかるので、レオナルドはそれもやめるという。

　王子という身分を隠して、国内外を放浪し始める。レオナルドは王宮内にいるよりも見聞を広められると笑ったが、それは王宮に再び戻れるという確証があってこそ意味のあることだ。

　リュカはわかっていた。いつまでこんな暮らしを続ければいいのかと主あるじとて内心、不安に思っていることを。

　──正当な後継者であるのに、全く不ふ憫びんでならない！

　兄王による悪政は続き、国民の生活が苦しくなっていく様は、市し井せいで暮らすレオナルドとリュカには肌で感じられた。

　だが、今のレオナルドの立場では、どうにもできない。そんなやるせなさがリュカにも伝わってくる。

　それにしても、いつの間にか、レオナルドの言葉遣いが悪くなっている。確かに街中で威厳のある物言いをすれば不審に思われてしまうが、レオナルドの主語は『俺』になっているし、リュカのことを『あんた』呼ばわりすることもあった。本当は王太子なのに、と口惜しく思う。




　ところが二十二歳のころ、レオナルドが急に変わった。これからは漫然と国外を放浪するのではなく、情報収集に徹するというのだ。

　レオナルドの支持者にレオン・ド・ヴォーデモンという伯爵がいるので、その伯爵の身分を借り、有力者に近づき、交友を深める。それを様々な国で行い、やがて、レオナルドのもとに重要な情報がいち早く届くようになった。

　リュカはやはりレオナルドが真の王者であると、そしていつか、その地位を奪還するであろうという気持ちを強くする。

　その張り巡らせた情報網から得た情報によって、兄王の間隙を突き、レオナルドが王位に就くまでさらに二年の歳月を要した。それからというもの、今までやりたくてやれなかったことをレオナルドは猛然と実行に移していく。

　十代のころ国民の中に紛れ込み、この国の政治をよくすることができない無力感を感じたのは、いい経験であったとさえリュカは思った。




　即位して一年も経つと、政情が安定してきたので、そろそろ世継ぎをという話になる。

　四年間、レオナルドをかくまったバシュレ公爵は娘のイヴォンヌが王妃になるものだと思い込んでいた。レオナルドを慕っていつも追いかけてきた三歳児は、今や華やかな美貌を誇る十七歳の乙女となっていたのだ。

　公爵に頼まれて、リュカがその話を匂わすと、レオナルドは真顔になった。

「公爵には恩義があるが、俺は好きな女としか結婚する気はない」

　驚いたのはリュカだ。いつそんな女と巡り会ったというのか。もしや昔、王都の酒場で出会った色気のある美人か、はたまた、舞踏会でこないだ踊っていた伯爵令嬢か、などとリュカが思い返しているところに意外な言葉が耳に入る。

「そろそろ適齢期になったころだ。リュカ、嫁を娶めとりにトリニアに行くぞ」

「は？」




　そんなわけで今、リュカはトリニア王宮の『王家の食事の間』で極秘で行われているお見合いの現場にいた。信じられないことに、レオナルドはこのナルミア王女オデットのことをえらく気に入っている様子だ。

　一体どこで出会ったのかと、リュカは記憶を辿っていく。

　そういえば、トリニア王宮の裏山で少しはぐれたことがあった。急にいなくなったので、自死でもする気ではないかと、リュカは全身の血の気が引くような恐怖を感じた。だから、年齢も覚えている。あれはレオナルドが二十二歳のときのことだ。

　リュカが必死で探しているというのに、レオナルドがにこやかに現れて拍子抜けしたものだ。

　レオナルドが変わったのはあのころだ。やけっぱちなところが徐々になくなっていき、急に将来設計を立て始めたのだった。

　──このちんまりした子どものような女のために？

　しかもこの王女、さっきレオナルドを一瞬睨んだ。あれは目の錯覚ではないと思う。

　そんなにレオナルドが執着するならと、リュカはじっと観察してみた。確かにくりくりとした青い瞳は愛らしいが、大きくて変なフリルが胸元に着いたドレスを着ているし、大人っぽくしようとしたらしき化粧が浮いている。

　リュカは壁ぎわで突っ立って、呆然と、その会食を眺めていた。

　レオナルドはこの王女を絶賛していた。彼女は帝王学を学んでいて、そこを気にいっているのはわかったが、外見まで褒めたたえているのは解せない。しかも今までにないくらい上機嫌である。

　──色気も美しさもイヴォンヌ様のほうが上ではないか！

　にわかには信じがたいが、この王女のためにレオナルドが変わったというのなら、公爵家と同様にオデットにも恩義があるといえばある。だが、公爵家は身を挺してかくまってくれたのだ。より大きな恩義があるといえよう。

　リュカの憂慮をよそに、この縁談はまとまる。しかもレオナルドはリュカをここに残していくという。二十年間、レオナルドと行動をともにしてきて離れたのは、彼が幽閉されたときぐらいだ。

　今や、リュカは本国で高い地位を与えられているというのに、異国で、衛兵のように日夜オデットを見張れというのだ。

　リュカは大きなショックを受ける。まるでレオナルドが自分から離れていくようだ。そもそもリュカを残す理由が、不埒な男がオデットを誘惑したときのためだなんて納得いかない。

　──こんな色気のない女を誰が……!?

　だが、主あるじはいたって真剣である。恋は盲目とはよく言ったもので、リュカには病にかかっているとしか思えなかった。

　だが、レオナルドが恋の病にかかっていただけではないことがわかる。

　オデットが侍女も連れずにひとりで庭の温室に入っていくものだから、リュカが外で待機していると、金髪の優男が彼女を追うように温室に足を踏み入れるではないか。

　──なんと！　逢引か！

　浮気現場をつきとめて、レオナルドに報告して別れさせようか、などと画策していたところ、その優男が声を荒げてオデットに襲い掛かった。オデットは明らかにいやがっていて「やめろ！」と叫んでいる。どう見ても痴話げんかではない。

　──さすがレオン様！　決して盲目ではなく、これを予期していらしたのですね！

　レオナルドの先を読む力に感心しながら、リュカは飛び出して、その男を取り押さえた。ジュストコールには金糸がふんだんに使われていて、しかも顔をのぞき込むと、えらい美形で金髪だ。

　──なんで、こんな美形の金持ちまで虜に……!?

　訝しげに思いつつ、リュカは男を放した。

「お怪我けがはありませんか」

　オデットに声を掛けた瞬間、リュカは固まった。

　開はだけたドレスの胸元に、白く滑らかで豊満なふくらみが露わになっていたのだ。髪の毛を乱し、猛烈に色っぽかった。

　──さすが、さすがです、レオン様！　隠された色気に気づいていらしたのですね！

　レオナルドの眼力に恐れ入るリュカだった。




　あれから二十年弱の年月が経った。

　一本だったミモザの大木は、撒き散らした種の発芽により、今や周りにミモザの木々を従え、今春も誇らしげに黄色の花冠を振りまいている。

　今、レオナルドは、ミモザの木の下に敷いた布の上で、オデットと肩を寄せて脚を伸ばし、アンリ王太子夫妻の前で、一歳の孫娘を掲げて目を細めている。

　その横には、ニコラとその妻、ポリーヌが仲睦まじく座っていた。

　ポリーヌは、オデットの女官アデールの娘だ。ニコラは元々、幼なじみのポリーヌを狙っていて、アンリが結婚したときは密かに喜んでいたようだ。

　そしてフローラ王女は十五になった。フローラは、レオナルドとお見合いしたころのオデットに生き写しで、大きな青い瞳を好奇心で輝かしている。

　リュカはミモザの木の下でフローラを見るたびに、まるで往時に戻ったような気になるのだ。




　あのとき、若き国王レオナルドは快活にこう告げた。

『リュカ、嫁を娶りにトリニアに行くぞ』

　レオナルドはいつも自分の手で幸せを掴んできた。リュカは強くそう思う。







あとがき
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「ムーンライトノベルズ」は読み手が書き手になったりすることも多いようですが、私は、このサイトの機能をあまり理解しないまま、いきなり投稿してしまったので、感想が届いたときはびっくりしました！　何かの間違いじゃないかと二度見してしまいました。まず、自分が頭の中で考えたキャラクターの名前を人様が、まるで実在しているかのように書いてくださる、そこですよ！　登場人物名が書かれていることに衝撃を受け、さらには、楽しみにしていただけたり、噴き出していただけたり……！　生きててよかった、てなものです。褒められれば調子に乗って頑張るタイプなので、本業が繁茂期なのに死ぬ気で毎日のように更新していました。

　今になってみれば、小説を書く作業は辛いどころか楽しすぎて、あの思い込みはなんだったんだ～という感じです。




　その後も温かい感想をいただけたおかげで、ずっと小説を書き続けることができました。いくつか書籍化の運びになりましたが、続刊を出していただけたのは、この初めて書いた、純粋に自身の萌え全開の本作だけです。ディアノベルス様には感謝、感謝！

　そしてディアノベルスの編集様が、またもや褒め上手なのです！　赤字が、直すべきところだけでなく、いいところにも感想として入っているので、大変やる気が出ましたし、自分の〝売り〟が何かについて教えていただけたように思います。

　何せ初めて書いた小説なものですから、改稿してかなりよくなったのは確かです。クリストフに至っては、オンラインのほうでは、全く出てこなかったキャラなので、書籍化のおかげで巡り会うことができました。イヴォンヌに、こんなにお似合いの旦那さんがいてよかったと、自分で書いておいて安堵しています。




　しかも、みずきたつ先生のイラスト！　オデットを可愛く、レオンをかっこよく描いてくださっただけでなく、背景まで丁寧に綺麗に描き込んであり、私のつたない背景描写を補完していただいて感謝の気持ちでいっぱいです！　一巻の表紙、ミモザがバックだったのは嬉しかったですね。




　最後に、では、私の萌えは何なのかと申しますと、世間のいう〝普通〟から少しずれているヒロインと、不憫なハイスペックイケメンのカップリングで、ヒーローがヒロインを溺愛、です。ヒロインのせいでヒーローが苦しんでいるところを書いているときの私は、妙に生き生きしていることでしょう（笑）。美形は、苦悩しているときこそ輝きます！（どＳ）

　では、また、どこかでお会いできれば幸いです。





藍井 恵











本書は「ムーンライトノベルズ」（http://mnlt.syosetu.com/）に掲載されたものを、改稿の上、書籍化しました。

　「ムーンライトノベルズ」は、「株式会社ナイトランタン」の登録商標です。
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～孤こ独どくな王おうと意い地じっ張ぱり王おう妃ひの攻こう防ぼう戦せん～ ２
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、印刷出版と異なる表記になっている場合があります。

また本作品で紹介したｗｅｂサイトのＵＲＬは印刷出版した時点の情報となります。リンク切れや情報が異なる場合があります。




item/image/cover.jpg





item/image/i083.jpg





item/image/i042.jpg





item/image/i165.jpg





item/image/i001.jpg
(22PN

[ Zieab

BEY THEEEHNEWL, ThU=FEE
DE—Fk, BHEFNBFETRE—T
MkRHEER > TBY, RERLRFE
oo PUZPZ TOERLGSFVEESE
BWESDIFIVIPAERE, FILIZY
THOERELD. BEWRTELWT
WD, LAFIVRERE >R ETE
hoTu<,

OLZAFILE

A7y FEHRI B3FINVI7EEORE
Fo ESYEMEERURY LD > T
“BAE", HERD T, BRAS>OER
HEV. HORICEfZRFESN, HIC
kA hie LeBWikIesh. mOH
HEF,

@14V

N2 LRBRORZ, LAFIVRES
&UHo NIFT 21— VRBERIBLRS
Thy LAFIRICHEEEFETWS,

®OURKD

ATV I ERIBUBRE. HRR—D
LS,

[ AUMA S
BERTHEL. M) =P EEDIRE.
A7y bEFBRRE L. BATHHE
KTTBMILD,

O —LBEXA

A7y FOWEE T BRE, KE. L
DPTH—DORIEE. Lo HYETER
BRELS. BEREHS S <HERHER
3%,

77—
FHEAET, A7y FERWEORE,
Ho>EYLTLWTELL, AFY bOK
EEEUMF,

@®Jan
LAFIVRORE, LAFIVREYDBU
F LT RN OERTHBLHNROEF,

[ oy
ATy FEVAFIVRDE—F,

[ JcAVESd
A7y bOWKT, L—"5+« EEOELR,

[ ojuks
L=« EEDEL,






item/image/i247.jpg





item/image/i036.jpg





item/image/i116.jpg





item/navigation-documents.xhtml




目次





		目次



		第一章　王太子の誕生を巡るあれこれ



		第二章　舞踏会で踊る二人のヒロイン



		第三章　一人っ子でいいじゃない



		第四章　オデットの夢



		第五章　可愛い恋敵



		第六章　過去からの使者



		第七章　ハリントン伯爵の帰国



		第八章　アンリの婚約



		第九章　狩るか、狩られるか



		番外編　侯爵夫妻の閨事情



		番外編　従者リュカの回想



		あとがき













Guide





		表紙



		本編



		目次













item/image/kuchie2.jpg





item/image/kuchie1.jpg





item/image/kuchie3.jpg
ZLTWVWEEE TN

~ I E L B SR) LA OBk~

2

CONTENTS

B ERToRLEZRHhIh

B BERARTHEIS S Aorufy
BT — Ao FTunltein
HMIE  F YO
ATE MRV
AT MEPLOMH
LR AN UAAROR
WA TV DU
BT FFHH. FHhod
HhM RERE OIS

WhM - HEE 2 DRI

Lrvadigim
7






item/image/i011.jpg





item/image/i179.jpg





item/image/i059.jpg
B BB G

n.MwA..le‘T D-tf






item/image/i137.jpg





